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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超ちようまえがき









「ここに金貨の入った袋ふくろが十個こと、一回で二キログラムまで計れる重量計があります。

　ただし袋のうち、どれかひとつにはニセの金貨が詰つまっています。

　本物の金貨は一いち枚まい十グラムですが、ニセモノは百グラム。

　ではここで問題です。ニセの金貨が詰まっている袋を探さがしあてるためには、重量計を何回使う必要があるでしょう？　その最低使用回数をお答えください」　　　　　　　　（一分）




　このクイズを「どこかで見たことある問題だな」と思った人がいないだろうか？

　実はこれ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の記念すべき第一巻かん……その「超まえがき」がこれとよく似にた問題で始まっているのだ。

　……あ、もちろんあれとはちがう問題なので、答えはあらためて考えてほしい（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』を開始してはや二年、併へい行こうして進めていた『アクロス』『ブレイク』の両シリーズが一足先に最終回を迎むかえ、サガ・シリーズも大きな転機を迎むかえることになった。

　本書、通つう称しよう『無印』第七巻ではアルディオン大陸を征せい服ふく……じゃなくて統とう一いつを目前としたピアニィが、いよいよ正式に統一帝になることが描えがかれる。タイトルのエンプレス（女じよ帝てい）とは、もちろん彼かの女じよのことだ。

　生まれ育ったノルドグラム城じようから身ひとつで脱だつ出しゆつしたピアニィが、二年におよぶ冒ぼう険けんの果て（リアル時間ではほぼ三年だが）に、ついにここまでたどり着いたのだ。

　そんな記念すべきエピソードであるため、本セッションのシナリオにはお祭り的な企き画かくが盛もり込こんである。したがって既き存ぞんのサガ・シリーズほぼすべてのネタと、ついでにそのネタバレを含ふくんでいる。気にされる読者の方は注意して読み進めていただきたい。

　もちろん他のシリーズについて知ち識しきがなくても楽しめるように、解かい説せつは多めに入れているので安心してほしい（笑）。




　さて、話をもとに戻もどして―――。

　ピアニィたちは、このアルディオン大陸に真の平和をもたらすべく戦い続けてきた。

　最大の敵てきと目されたベルフトを打うち倒たおし、兄ヒューバードを駆く逐ちくし、故こ国こくレイウォールの王おう権けんを手にし、さらには〝グラスウェルズの竜りゆう輝き石せき〟の譲じよう渡とまで受けることが確かく定てい。

　そして今回、統一帝の座ざを得るとなれば……これはなにをどう考えても、最終回を迎えるしかない。そんな感じである。

　では、真にアルディオン大陸に平和が訪おとずれるのかと問えば、ほとんどの読者の方は「ＮＯ！」と答えるだろう。

「回かい収しゆうされてない伏ふく線せんがあるよ！」

「Ｇシリーズが始まったばかりなのに、もう大だい団だん円えんか!?」

「エンプレスの前に、なんか不ふ吉きつな単語がついているよ！」

　……みんなの、ツッコミの声が聞こえてくるようだ。

　なにをかくそう、そのツッコミはたいへん正しい。

　まさに平和を手にしようとするピアニィに、どのような運命が待ち受けているのか―――それは本書を読んでのお楽しみである。

　ではそろそろ前置きは終えてリプレイ本ほん編ぺんへと進もう！

　そんなわけで『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑦　終末のエンプレス』……




　……ここに開かい幕まくだ!!











前巻までのあらすじ






　時に、帝てい紀き八一三年―――。メルトランド戦役の終結後、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアを王とするフェリタニア王国は、メルトランド王国と同君連合を組むに至いたった。

　アルディオン大陸の中央に出現したこの巨きよ大だいな勢力――フェリタニア・メルトランド連合王国――は、永ながく続いた二強大国の時代を終わらせることとなったのである。

　……同年九月、グラスウェルズ王国内で大だい規き模ぼなクーデターが勃ぼつ発ぱつした。

　窮地に立たされたフィリップ国王派より支し援えん要よう請せいを受けたフェリタニアは、これを助けるために派兵を決定。一方、対するレイウォール第一王子ヒューバードはこの世界で最強と言われるベルフト第二王子率ひきいる竜りゆう炎えん騎き士し団だんを派兵。……こうして大陸最大の戦乱〝竜輝石戦争〟が始まったのである。

　ピアニィたちは奇策に打って出る。電撃的にレイウォール王国王都ノルドグラムを奇き襲しゆう―――結果としてこれを陥かん落らくせしめ、永く昏こん睡すい状態にあったオーギュスト王を救出し……ピアニィはレイウォールの石を正式に継けい承しよう、王位を継ついだのだった。さらに激闘の果て、グラスウェルズからとって返した大陸最強の武人ベルフトの撃破に成功。これにより彼女は事実上の大陸制覇を成し遂げたのであった。















































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆ギラギラと目を輝かがやかせて




　二〇一一年某ぼう月げつ某ぼう日じつ―――。

　それはさわやかなとある初夏の昼下がりだった。

　会議室に集まった面々が……いや、特にその中の特定の二名がテーブルの上に置かれた紙束に視し線せんを落として目をぎらつかせている。

　それは、テスト段だん階かいにあった『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のルールブック（をプリントした紙の束）だった。




「ふ、ふふふふ……」




　あやしい笑いが、室内に充じゆう満まんしていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：（がちゃり、と会議室のドアを開けながら）失礼、お待たせしまし…………たー……た？

大竹：（ギラギラとした視線でプリントを見ている）

矢野：（ギラギラとした視線でプリントを見ている）

鈴吹：…………（笑）。

ＧＭ：な、なにこの室内の妙みような熱気……。

Ｏはた：まあ、言うまでもないと申しましょうか。

大竹：（顔を上げ、笑え顔がおで）あ、きくたけさん。待ってる間、『２Ｅ』のデータ見てました！

ＧＭ：あ、うん、待たせて申しわけない。『２Ｅ』のシート類とかをプリントするのに手間取って……って、大竹さん！

大竹：はい！

ＧＭ：あんた、『２Ｅ』のデータは『ゲッタウェイ』のセッションの時にさんざん見たでしょうに……（笑）。

大竹：いやー、細かいとこが変わってないかと思って！　それに、今日は高レベルデータも使うわけですから！

　そう、そうなのだ……っ！　この本をお読みの方は、すでに本セッションで使われるルールが、今回より『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』に移い行こうすることはご存ぞんじだろう。

　ところが、話はそう簡かん単たんではなかった。

　制せい作さくの行こう程てい上、このセッションが『２Ｅ』の発売予定より数ヶ月も前に行なうのは容よう易いに想そう像ぞうがつくだろう。問題は『２Ｅ』基き本ほんルールブックのデータがまだ調整中であった……というだけではない。

　やっかいなのは、『無印』に登場するＰＣのレベルが高いことだ。

　レベルが高いゆえに基本ルールの枠わくを飛とび越こえ、できているわけもない『上級ルールブック』に掲けい載さい予定のデータを使わざるを得ない―――そんな素す敵てきな状じよう態たいにあったのだ。




矢野：おお、けっこー変わってるな……（ギラギラと見てる）。

大竹：ですねえ……（ギラギラと見てる）。




　……というわけで、本セッションでは『無印』のキャラクターが第六巻かんで使っていたスキル、レベルアップによって取得しそうなスキルを暫ざん定ていという形で『２Ｅ』準じゆん拠きよで作り、それを使って〝リビルド〟するという変へん則そくセッションになったのである。

　では、ここらで恒こう例れいの参加者のご紹しよう介かいといこう！

きくたけ

　本名は、菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を懸かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えている。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




大竹みゆ（使用キャラ：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア）

　マセキ芸げい能のう社に所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　常つねににこにこしているが、その笑顔の陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　殺意も潜んでいたのだが、最近ではネタにし続けたためか潜めることすらしなくなった。

　秋葉原の街中を歩けば「あ、殺意様だ」と呼よばれることもあるという。




大竹みゆblog *primlog+* 　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎すずふき・たろう（使用キャラ：ナヴァール）

　またの名を中島純一郎なかじま・じゆんいちろう―――すなわちＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズの著者でもある。




クレバー矢野（使用キャラ：アル・イーズデイル）

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく……言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを突つかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。




Ｏはた（使用キャラ：ベネット）

　本名は大畑顕おおはた・あきら―――Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　社内ですれ違ちがいざまに「ていっ！」とチョップを繰くり出だすと「げばあっ、ば、馬ば鹿かなっ!?　私わたしはあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。いや、ほんとに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうするＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、今回予告を読み上げる前に……言っておくことがある。

大竹：言っておくこと？

ＧＭ：そう、今回のセッションは冒ぼう頭とうからグダグダになる可か能のう性せいがあるん……。

Ｏはた：（ガタっ、と立ち上がり）つまり俺おれが主役……っ!?

一同：なんでだよっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

Ｏはた：グダグダと来たら自分だ、という自負がありまして。

鈴吹：どんな自負だ。

ＧＭ：いや、グダグダになるとしたらシナリオの仕し掛かけのせいだ。安心してほしい。

一同：安心できね―――っ!!（笑）

ＧＭ：うひひ。では、なにはともあれ今回予告を読み上げようか。

大竹：（←データを見ている）

矢野：（←データを見ている）

ＧＭ：今回予告を読み上げようかなっ!?

大竹：あ、はいっ、どうぞどうぞっ！

矢野：は、ちゃんと聞いてます（笑）。

鈴吹：だめだ、この人たち（笑）。

ＧＭ：で、では今回予告！　（声を抑おさえめにして）えー……―――。




「……今回予告。

　帝てい紀き八一四年一〇月。竜りゆう輝き石せき戦せん争そうの終結より一年に近い月日が経けい過かした。

　メルトランドとレイウォール、そして復ふつ興こうしたアヴェルシアのみならず、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくにはグラスウェルズ、そしてゴルフォードまでもが参加を表明。

　そして、その日はやってくる。

　エストネル王国から届とどけられた書しよ簡かん―――。

　それは、ピアニィを統一帝アルドワルダに任にんずるというものだった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　第一一話「共に幸せな未来を」




　―――すべては、〝ひとつの石〟の導みちびきのもとに。

　今、世界は輝かしき新たなる時代へ」




一同：お？

矢野：なんか最後がちょっと変わってるな。どことなく最終回っぽいぞ。

大竹：え!?　終わる!?　終わるのっ!?

Ｏはた：最終回前ぜん編ぺんって感じでやんすな。

ＧＭ：まあ、そんな雰ふん囲い気きでセッションを進めてもらえばと思います。

大竹：え―――っ！

Ｏはた：今回は前ぜん巻かんの一年後？　その間、なにがあったかとか、説明がほしいわけですが。

ＧＭ：うん、そこはふたつに分けて説明せねばなるまいな。

大竹：ふたつ？

ＧＭ：うん、〝世界設せつ定てい編へん〟と〝ＰＣ個こ人じん編〟！

鈴吹：ああ（笑）。この一年で世界がどう変わったかと、ＰＣたちはなにをしていたか？

ＧＭ：そうそう。とりわけ前者は大事なところで。

鈴吹：なにせ『無印⑥』のあと、『無印⑦』が発売されるまでにサガ関連だけで『デスマーチ④』→『ブレイク⑤』→『ファンブック②』→『ゲッタウェイ①』→『ベルリールの竜輝石』と発売されるからな。

ＧＭ：まあ、憶おぼえることはあんまないですけどね。ではおさらいも兼かねて『無印⑦』に必要な部分だけ抜ばつ粋すいして順番に説明していこう。えーと、まずは……。




▼『無印⑤　激闘のピースメイカー』『無印⑥　運命のダイナスト』

　帝紀八一三年一一月―――竜輝石戦争、終結。

　ピアニィ率ひきいる、フェリタニア・メルトランド連合王国がレイウォール王国王都ノルドグラムを陥かん落らくさせる。第一王子ヒューバードの策さく謀ぼうにより意い識しき不明の状態にあったレイウォール国王にして統一帝であるオーギュスト・ダリウス・レイウォールを救出。




[image: ]




　続けて第二王子ベルフトを撃破＆捕獲後、フェリタニア合衆国構こう想そうが打ち立てられ、ピアニィは初代大だい統とう領りようになることが決定される。なお、ヒューバード王子はレイウォールより失しつ踪そう、オーギュスト王も崩ほう御ぎよする。




矢野：うん、これは前巻までのあらすじだ（笑）。

大竹：再さい会かいしたと思ったら、なにも語らずに逝いってしまったお父様。

ＧＭ：んでもって、次はある意味でもっとも大事な内ない容ようだ。

大竹：大事……？




▼『デスマーチ④　さらにキビシイ綱つな渡わたり！』

　帝紀八一四年三月―――ゴルフォードの竜輝石、入手。

　ゴルフォード国王ドワーディン、ピアニィに求愛の意い志しを見せる。




[image: ]




一同：…………。

大竹：で……？

ＧＭ：終わり。

一同：終わりかよっ!?（笑）

大竹：どこが大事っ!?

ＧＭ：わからんか！　ゴルフォード王国もフェリタニアの合衆国構想を肯こう定てい的てきに捉とらえたことを意味する、世界史的に誠まことに重要な……。

大竹：えっと、ドワーディンってなんかこう……ダメな感じの王様ですよね？　す、素す直なおに喜べない……（笑）。

鈴吹：求愛って言っても「ピアニィを嫁よめにするとおいしい」的な意味が含ふくまれてるからな。

ＧＭ：むしろそこが大事。ゴルフォード側の意思が見みえ隠かくれしていると申しましょうか。

矢野：少なくとも、敵てき対たいする考えはないってことだな。

ＧＭ：そういうこと。ああ、あえてもうひとつ説明するなら……ナヴァール直ちよく属ぞくのギルド・エンジェルファイヤーの活かつ躍やくにより、〝ゴルフォードの竜輝石〟がフェリタニアにもたらされることが確かく定てい的てきになった事実かね。

一同：そっちのが大事じゃんっ!?（笑）

ＧＭ：うひひ。そして、お次は―――。




▼『ブレイク⑤　ラストミッション』

　帝紀八一四年四月―――グラスウェルズ王国内ない乱らん、終結。

　大国グラスウェルズの歴史の陰かげに潜ひそみ、暗あん躍やくしてきた〝報復者フラガラツハ〟のアザゼルがファントムレイダーズに討とう伐ばつされる。




[image: ]




　これにより、グラスウェルズ国王フィリップはその立場を確定的なものとし、反はん乱らん鎮ちん圧あつに尽じん力りよくしたフェリタニアへの協力を表明する。
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鈴吹：まあ、リプレイ内でそこまで厳げん密みつに書かれてないけどね（←著者）。意図としてはそのとおりなのでそのまま進めて進めて（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。ここで「フェリタニアに協力する気はなかった！」なんて話にすると大惨事……というか自分の首を絞めるだけなのでやりませんが（笑）。で、この『ブレイク』最さい終しゆう巻かんのお次に……。




▼『ファンブック②　ハートブレイクメモリー』

　帝紀八一四年四月―――ベネット、故こ郷きようエリンディルへ。

　グラスウェルズ王国にて最終決戦が行なわれている頃ころ、フェリタニア合衆国内において英えい雄ゆうベネットが祖そ国こくへ凱がい旋せんする……はずだったが、そんなことはなかったぜ。




一同：そんなことはなかったぜっ!?（爆ばく笑しよう）

大竹：なんですかそれ!?

Ｏはた：い、いえね？　そしてなぜかベネットは紆う余よ曲きよく折せつあって過か去この時代を旅するはめに。

大竹：紆余曲折？　というと？

Ｏはた：…………。

大竹：お、大畑さん……？

Ｏはた：全部〝旅人の石〟が悪いんじゃ――――――っ!?（きくたけと鈴吹、大爆笑）

矢野：お、落ち着けっ！（笑）　あ、あとで話は聞いてやるから！（笑）

Ｏはた：すべては、あいつが……っ、あいつが黒くろ幕まくだったんじゃ―――っ!?

大竹：い、いったいなにが……（笑）。




　念のために説明しておくが、本セッション収しゆう録ろく時に『ファンブック』第二弾だん『ハートブレイクメモリー』は未発売、セッションだけが収録された状態にあった。




ＧＭ：くわしくは『ファンブック』参照（笑）。まあ、ファンブックでは『無印』の歴史に関かかわる内容はほとんどないので気にしなくてよろしい！　でも、読んで聞いて遊んで！

鈴吹：（笑）。次は『ゲッタウェイ』か？




▼『ゲッタウェイ①　革かく命めい★センチメンタル』

　帝紀八一四年五月―――反ピアニィ派は、立つ。

　帝紀八一三年一一月にグラスウェルズ王国内にて王国軍ぐん師しゴーダ伯はくが誅ちゆう殺さつされたことを受け、その養女ヒルデガルドが父の仇かたきと目する新王国軍師アンソン……ひいては、それに連なる悪の女王ピアニィを打うち倒たおさんと立ち上がる。
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大竹：打だ倒とう、ピアニィ!!




　念のために説明しておくと、『ゲッタウェイ』には大竹さんもプレイヤーで参加している。




ＧＭ：ちなみに、この『ゲッタウェイ』では『無印』に関わる重大な事じ件けんが発生しているぞ。

矢野：重大？

ＧＭ：誠に遺い憾かんながら……『無印⑥』でさんざん苦労して捕ほ縛ばくしたベルフトが、『ゲッタウェイ』のＰＣたちの手によって解かい放ほうされ……そのまま行ゆく方え不明になりました。
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矢野：逃にげられたのかよっ!?（笑）

鈴吹：逃がしたプレイヤーは誰だれだっけ、菊池さん。

ＧＭ：緑谷さん（『サガ・エチュード』著者）と渋しぶ沢さわさん（イラストレーター）……ああ、あと大竹さんはいたな。

大竹：!?

鈴吹：でも、プレイヤーはあとひとりいたはずだな。

ＧＭ：たしか、きくたけって男だな。

鈴吹：つまり『無印』ＧＭとピアニィ（の中の人）が逃がしたんだ。

ＧＭ：ちげ――――――っ!?（一同大爆笑）

鈴吹：ちがわねぇよっ!?（大爆笑）

大竹：あははははははははは（笑）。

ＧＭ：誤ご解かいだよっ、無実だよっ！　もともとベルフトの実力をもってすれば牢ろう獄ごくを抜ぬけ出だすなんて簡単なことだったんだよ！　ていうか、プレイヤーのせいじゃないでしょう！

矢野：じゃあ誰だれのせいですか（笑）。

ＧＭ：あ、あれはＧＭの藤ふじ井いさん……ひいては彼かの女じよの背はい後ごでシナリオのアドバイスをした男が真しん犯はん人にんだっ!!

矢野：念のために聞きますが、アドバイスしたのは誰です？

鈴吹：さて、次の『ベルリー……。

ＧＭ：アドバイスしてたのは社長です。

Ｏはた：つまり真犯人はナヴァール……っ！（一同大爆笑）

鈴吹：ちげーよっ!!　あれはそうするしかなかったんだよ……っ！

ＧＭ：だからといってプレイヤーに責せき任にんを押おしつけんでくださいっ!?　つーか、ベルフトを逃がしちゃってこのあとの『無印』はどーすんですかっ!?　面めん倒どうが増ふえるっ!!

鈴吹：俺に聞くなよっ!?

きくたけ：他に誰に聞くんだっ!?

大竹：（←大爆笑している）

矢野：だ、だめだこの大人たち……（笑）。

ＧＭ：ふ、不毛な争いはやめて次の話にいこう。うん。




▼『ベルリールの竜輝石』

　帝紀八一四年八月―――最後の竜輝石、歴史の表舞台に。

　アルディオン大陸のとある冒ぼう険けん者しやたちの手により、〝ベルリールの竜輝石〟が世に出る。

　それは、やがてピアニィの元に届けられることとなった（はずだ）。




矢野：これはシナリオ集でしたっけか。

鈴吹：そうそう。というわけでこの本で、これまでどのリプレイでも描えがかれることのなかった〝ベルリールの竜輝石〟が読者にゆだねられることとなりました。

矢野：ああ、この石を手に入れて、ピアニィの元にやってくる話になると。

ＧＭ：シナリオ集では結果によって持ってこない場合もあるが……今回は届けられるていでいく（笑）。ちなみに石は、ピアニィが統一帝になるための儀ぎ式しきに必要なんだ、うん。

鈴吹：今までどこにもこれを出す余よ裕ゆうがなかったからなあ……。

ＧＭ：ほんとに。忘わすれてたわけじゃない。もちろん。

一同：………………（笑）。

矢野：なんで菊池さんが言うとウソくさく聞こえるんだろう……（笑）。




　なお、シナリオ集『ベルリールの竜輝石』は、ゲーム・フィールドより好評発売中だ。

　いち早くアルディオンを舞ぶ台たいに『２Ｅ』で遊びたい人のために、フォーキャスターなどの地ち域いきクラスデータ、エクスマキナなどアルディオン特有の種族データが抜粋されて掲けい載さいされている。興きよう味みのある方はぜひお手にとっていただきたい。




ＧＭ：と、おおざっぱにこんなとこかな。では、各おの々おののハンドアウトの読み上げに移うつろう！




▼ピアニィ用ハンドアウト

コネクション：エル・ウォーデン　　　関係：後援者
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　竜輝石戦争後、キミを取とり巻まく環かん境きようは一変した。

　合衆国初代大統領として……そして、新たな統一帝として。

　統一帝を継けい承しようする儀ぎ……〝四宝の試み〟を行なう日が、刻こく一いつ刻こくと近づいていた。

　そう、世界が変わる時はすぐそこまで来ている。




大竹（以下、ピアニィ）：ほんとにもう最終回へ向けてって感じだ……（笑）。

ＧＭ：ちなみにエル・ウォーデンってのは、エストネル王国の国王で、アルディオン大陸のルールを作って監かん視ししているえらい人だ。ピアニィを統一帝に任ずることができる人物だね。

Ｏはた：いよいよピアニィ陛へい下かも合衆国大統領兼けん統一帝ですか。

ＧＭ：サガの開始から、三年かかったな。リアルタイムで。

ピアニィ：なんか合衆国大統領って聞くと……こう演えん説ぜつしたのち、最前線で戦いまくりな感じですよね！

一同：戦いまくりっ!?（大爆笑）

ＧＭ：大統領についてどんな映えい画がで学んだのかだいたい想像がつくぞ（笑）。




▼アル・イーズデイル用ハンドアウト

コネクション：バルムンク　　　関係：憎悪

　この一年、キミはフェリタニア第一の騎き士しとして多た忙ぼうを極きわめていた。

　依い然ぜんとしてバルムンクの策謀は絶たえないものの、アルディオン大陸は日を追うごとに理想の世界へと近づいている。

　だが、気を抜ぬくことはできない。

　ピアニィが統一帝の座ざを得るまでは。

　いや、おそらくは得たあとも……。




矢野（以下、アル）：多忙……といっても、しょっちゅう出かけていると思うんですよ。

ＧＭ：ああ、アルはちょくちょく城しろを留る守すにする感じだよね。

アル：なるべく政せい治じには関わりたくないっていう……。

ＧＭ：風の吹ふくまま気の向くまま、いなくなったり。

ピアニィ：いなくなられると、すごく困る！

アル：あ、ちゃんと連れん絡らくがつくようにはするよ？　なるべく。

ピアニィ：なるべくっ!?

アル：うん。なるべく！（笑）　というか、このハンドアウトから俺はなにをすればいいんだろう。ピアニィを最後まで守れってのはわかるんだけど、そこは言うまでもないしなあ。

ＧＭ：あー、ぶっちゃけるが……今回、シーンの内容がハンドアウトと変わるかもしれん。

一同：変わるかもしれんっ!?（笑）

Ｏはた：ど、どどどういうことですか菊池さん!?（がたっ）

ＧＭ：たとえばアルのハンドアウト。「多忙を極めていた」と書いてあるが、場合によってはそれがちがうことになるかもしれない。

アル：「なるかもしれない」ってなに!!（笑）

Ｏはた：さっき、「今回、グダグダになる」って言っていたけどそれと関係あるんですか！

ＧＭ：素敵な仕掛けを作りました！

アル：嫌いやな予感しかしません！

ＧＭ：オープニングが始まればわかると思うよ。うん。

アル：楽しみにしていよう……（笑）。




▼ベネット用ハンドアウト

コネクション：竜輝石　　　関係：腐れ縁

　初めは、奪だつ取しゆされた旅人の石を奪うばい返かえし、エリンディルに持ち帰ることが目的だった。

　ま、それは今も変わらないんだけど―――……。




一同：今も変わらないんだけどっ!?（大爆笑）

アル：なんでそんなにざっくばらんなんですか!?

鈴吹：それハンドアウトに書いてあるの……？（笑）

ＧＭ：いや、しみじみそう思っただけで実は書いてはいません。

矢野：じゃあ言わなくてもいいじゃないですか……っ！（笑）

ＧＭ：ええ、まあ……ちょっと雰囲気を変えてみたかったんだ、うん。では続き。




　だが、この地で出会った仲間たちと共有したものはあまりにも大きい。

　そんなふたつの意識の間でキミは―――。




アル：……もしやこれ、エリンディル大陸に帰れるチャンスがくるってこと？

鈴吹：むしろ、チャンスは来るけど、なんか選せん択たくを迫せまられる感じだな。

Ｏはた（以下、ベネット）：あ、ちなみにこないだも帰るチャンスはありましたよ？　チャンスだけは……!!（一同爆笑）

ピアニィ：そんなに帰りたいの!?（笑）

ベネット：そりゃ帰りた…………あ？　待てよ。あっしはエリンディルに帰っていいのか？　帰ったらフェルシア様にこき使われる日々になる気がしてきました。




　ベネットは故こ郷きようエリンディルに、フェルシアという名の魔ま術じゆつ師しを主あるじに持っているのである。まあ、主というか、飼かい主ぬしというか……とにかく頭の上がらない人物である。
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ＧＭ：そうか、そこに気づいてしまったか……。

ベネット：えっ、否ひ定ていしないの!?　どういうこと!?　ほわーいっ!?実は英雄として凱がい旋せんしていい目に会うとかないのっ!?（笑）

ＧＭ：それ、『ファンブック②』でやったばかりじゃん。

ベネット：凱旋できなかっただろ―――っ!?（笑）　凱旋どころか、エリンディルに向かう最中に船が沈しずんだっ！（一同大爆笑）

鈴吹：というかさ、むしろふたつの大陸でキャンペーンを複ふく数すう遂すい行こうし、レベルも20を超こえ始めると―――そろそろＰＣを引いん退たいしてＮＰＣになるコースだろ（一同爆笑）。

ベネット：お、おお……言われてみればたしかに！　まずいっ、思わぬところにＰＣとして存そん続ぞくするための危き機きが―――っ!?

ＧＭ：ふひひ。では、次はナヴァールにいってみよう！　えーと……。




▼ナヴァール用ハンドアウト

コネクション：アルディオン大陸　　　関係：秘密




鈴吹（以下、ナヴァール）：って、俺のコネはアルディオン大陸かよ！（笑）

ＧＭ：……って、いきなり出鼻をくじかないでください。

ピアニィ：ハンドアウトが読めない（笑）。

アル：しかし、今回のハンドアウトはヒド……すごい。まともなのはピアニィのハンドアウトだけじゃないですか！（笑）　あとは、組そ織しきとアイテムと大陸ですよ？

ＧＭ：いや、実は『２Ｅ』からハンドアウトは人物以外にも、組織や場所などもＯＫと明言されるようになったので。

アル：マジでっ!?（笑）

ベネット：マジです。

アル：お、俺がまちがっておりました！（笑）

ＧＭ：では、理り解かいを得られたところで続きにいこう。えー……（暗い声を作って）……。




　―――すべては、キミが思い望むとおりの結果となった。




一同：あやしいよっ!!（大爆笑）

ＧＭ：いきなりツッコむなよっ!?

ピアニィ：な、なんでいきなり悪役みたいなの……（笑）。

ＧＭ：だって、これまでの流れってだいたいナヴァールの考えたままに推すい移いしてるじゃん。

ナヴァール：いや、俺が望んだわけではなくすべては陛下が望んだ結果なのだ。

ベネット：つまり、ピアニィが悪役。

ピアニィ：え―――っ！（笑）

ＧＭ：続けますよ？（笑）




　多忙な毎日を過すごしながら、それを嚙かみしめる。

　だが、不安がないわけではない。

　そもそも、キミがピアニィについて旅に出た目的は―――。




ナヴァール：…………ちょっと待ってくれ。俺の目的ってなんだっけ？

ＧＭ：知らん。

一同：知らんっ!?

ＧＭ：だってさ、たしか一巻で世界の真実を知ってしまったとか言ってたし？　それを知ってピアニィについていくと決めたんじゃなかったっけ。

ナヴァール：そういえば、言ったような気がする……。

ＧＭ：言ってましたよ。どんな真実かは知らないとも言ってましたが。

アル：そこがわかんなくて、小説でもそこはかとなく誤ご魔ま化かした覚えが（一同爆笑）。

ナヴァール：なるほど、そんなことがあったのか。でも、ほんとに俺も知らないんだ。菊池さんに聞いてくれ。

ＧＭ：俺も知らねーって!?（一同大爆笑）




　……と、そんなわけで。ハンドアウトを配はい布ふしたのち、全員がキャラクターのデータを『２Ｅ』にコンバートする作業に移った。

　だが最初も言ったとおり、今回用意した上級データは本セッションのために用意したテスト版ばんである。用意されたデータの数も『上級ルールブック』に掲載されるものより少なく、また、その内容が製せい品ひん版ばんとちがう場合があることをあらかじめお伝えしておこう。

　そしてあれこれ騒さわぐこと一時間半―――

　ここに、『２Ｅ』に対たい応おうした四人のデータが出そろった。




ＧＭ：よし、では四人のデータを公開してもらおう！











































ＧＭ：（全員のシートを見回しながら）……さすがにデータの方ほう向こう性せいは同じだな！

ナヴァール：ちがったら困るだろう！（笑）

ベネット：実はこのあっし、今回からエルダナーンになるという超ちよう変へん化かを……。

ＧＭ：ほう。

ベネット：ウソでやんすっ。

アル：でもさ、スキルの効こう果かが変わったから前とかなりちがう部分もある。具体的には……《レイジ》！（笑）　《レイジ》を切る日が来るとは思わなかった！（笑）

ＧＭ：ああ、《レイジ》の効果ががらっと変わったからなあ……って…………。

ピアニィ：（シートを見ながらニコニコしている）

ＧＭ：へ、陛下？

ピアニィ：（ニコニコしている）

ＧＭ：陛下っ!!

ピアニィ：え、あ、はい!?

ＧＭ：さっきからなにを楽しそうにしてるんです。

ピアニィ：え（笑）。いや……実はですね、とうとう取りましたよ、《リゼントメント》!!

一同：そこかいっ!?（笑）

ＧＭ：それでニコニコと……（笑）。




《リゼントメント》

　前エディションにおいては、自分の全ＭＰを消費して魔ま法ほうのダメージを［ＭＰの最さい大だい値ち］だけ増ぞう大だいさせるというスキルだった。メイジ系けい、最大の火力増ぞう強きよう技わざである。

『２Ｅ』においては、《リゼントメント》をともなう魔法攻こう撃げきの範はん囲いは単体に制せい限げんされ、ダメージが［ＣＬ×10］分だけ上じよう昇しようするという内容に変わった。




ピアニィ：これで……エルザ先生に対たい抗こうできるっ！（一同大爆笑）
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一同：やっぱりそこぉ―――っ!?（笑）

ＧＭ：じ、実はくやしかったのね……エルザに最大ダメージで負けてたことが（笑）。

ピアニィ：いやいやいや、くやしくないです。くやしくないです。




　なぜ二回言う。




ＧＭ：さて、それでは次にギルドサポートを決めようか。あ……『２Ｅ』では、ギルドスキルは〝ギルドサポート〟という名めい称しように変わりました。その変へん更こうにともない、これまでのものと効果がいろいろ変更されてるので取得には注意してねー。

アル：え？（データを見て）……うお、本当だ！　《限げん界かい突とつ破ぱ》の内容が変わってる!?

ＧＭ：ギルドレベルはそのままに、１から取り直すって形でいこう。ＰＣのデータとのかみ合わせを考えて、どれを選ぶか考えた方がいいよん。

アル：むう、そうだなあ……（と、テーブルに置いてあったデータを手に取る）。

ピアニィ：待ってっ！　あたしにもよく見せて！　ちゃんと検けん証しようしないと……っ！

ＧＭ：プリントは人数分用意してあるから!!（大爆笑）

アル：ああ、大竹さんが本気だ……（笑）。

ＧＭ：ていうか、『ゲッタウェイ』のセッションの時に見ていたはずなのに……（笑）。

ピアニィ：だってあっちはギルドレベルも低いし、ピアニィとリージュじゃレベルもデータもちがうもん。
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　ちなみに、リージュとは『ゲッタウェイ』において大竹さんが使っているＰＣである。




ナヴァール：さすがは陛下。戦せん闘とうに関わることには余よ念ねんがない。

ピアニィ：（←ギルドサポートデータに見入っている）

ＧＭ：と、ともかく。ギルドサポートを決めたらオープニングに入ろうか！




















ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆あれから一年の時が過ぎて




　フェリタニア合衆国成立から、一〇ヶ月―――。

　数々の問題を抱かかえつつも、アルディオン大陸には一いち応おうの平和が訪おとずれた。

　この束つかの間まの平和を、ピアニィたちは謳おう歌かしていた。




ＧＭ：では、これよりシナリオ本ほん編ぺん……オープニングに入ろう！

ベネット：噂うわさのグダグダな……っ！（ガタっ、と笑顔で立ち上がる）

ＧＭ：立たんでいい、立たんで。

ベネット：（ガタっ、と着席）

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ＧＭ：ここはちょっと特別なシーンになる。むしろ、シーンにならないかもしれない。

一同：シーンにならないっ!?

ＧＭ：というか、シーンを演えん出しゆつしなくてもいい。

ナヴァール：なんだそれは……（笑）。

アル：また変なことを……（笑）。

ＧＭ：まあ、聞け。予告でも伝えたとおり、今回のセッションは前巻からおよそ一年が経過している。では、この一年の間にキミたちはいったいなにをしていたのだろうか？

ナヴァール：……まあ、合衆国設せつ立りつでてんやわんやしてると思うが。

ＧＭ：ええ。でもこの一年の中で、なにか印象的なイベントはあったはずだろう。でも、なにがあったかなんて、いきなり聞かれてもぱっと思いつかないこと請うけ合あい。

ピアニィ：ええ、まあ……。

ＧＭ：（さわやかに）そんなあなたに朗ろう報ほうです！

一同：…………。

アル：うさんくせぇ……（笑）。

ＧＭ：ささ、こちらをご覧らんください。ここに素敵なチャートをご用意しました（と、封ふう筒とうから紙を取り出してテーブルに置く）。

アル：チャート……？（と、チャートのプリントを手に取る）

ナヴァール：（プリントに見入って）私し生せい活かつチャートと……冒険・政治チャート？

ＧＭ：そう、チャートを振ふってランダムに決まった言葉からこの一年でなにがあったかを想像していこうという、実に斬ざん新しんな試みです。

アル：いやいやいやっ、四巻で同じようなことしてたじゃないですか!!（笑）

ピアニィ：あの時は、アンケートでしたけどね（笑）。




　本シリーズ第四巻『裏うら切ぎりのマリオネット』において、セッション前にアンケートを採り、その結果をシナリオ中のイベントに活用したのである。




ナヴァール：やばい、これはグダグダになりそうだ……（笑）。

ピアニィ：でも楽しそう……（笑）。

ベネット：で、菊池さん。チャートを振ふる前に大事なことを聞きたいんですが。

ＧＭ：大事なこと？

ベネット：チャートにはどんぐらい「死ぬ」って項こう目もくがありますかね？




　ねえよ。




アル：チャートを振ったら死んだってのは新しいな……。

ＧＭ：チャートは、「どんな」「誰が／誰と」「どこで」「なにをした」って項目に分かれており……って。実じつ際さいにダイスを振った方が早いか。じゃあ、まずはこういうのが一番得意そうなベネットから振ってもらおうかね。

ベネット：いやいや、そんな。しょせんあっしなんて、人の下に潜もぐることしかできないマンモス哀あわれな奴やつでして……。

ＧＭ：そこがいいんだよ！（笑）　で、あらかじめ聞いておくけど、この一年でなにかしておきたいことはある？　そのへんとチャートの結果をすり合わせたいな、と。

ベネット：ふうむ……チャートを振って決めるつもりでやんすが、あえて言うなら……………………エ、エリンディルに帰りたい……（なぜか一同爆笑）。

ピアニィ：帰りたいの!?

ベネット：いやあ、そろそろあっしがアルディオンに来ることになった理由というか……任にん務むをクリアしておきたく……（笑）。

アル：旅人の石をエリンディルに持ち帰るためにきたんだよな。文庫六巻分にわたって任務がクリアできてないという（笑）。

ベネット：まあ、ちょっと帰れればいいでやんすよ。ハンドアウトにもそんな話が提てい示じされているし（笑）。まあ、チャートの結果しだいで！

ＧＭ：うい（笑）。では、振ってみようか！




▼この一年の軌き跡せき―――ベネットの場合

ＧＭ：まずは私生活チャートからいこうか。１Ｄを四回振ってくれ。

ベネット：なるほどなるほど。じゃ、まずは……（ダイスを振る）―――２。

ＧＭ：（チャートに視線を落として）ええと、２は……。




私生活①「どんな」―――『美しい』




ベネット：ほうっ、美しい！　美しい誰か、なんですな。それはいったいどんな人物か……（ダイスを振る）……また、２でやんす。




私生活②「誰が／誰と」―――『女性』




ベネット：つまりあっしは、美しい女性となにかをしたと。

ＧＭ：ナニをしたんだ。

ベネット：ナニをしたんでしょう。

ＧＭ：あやしい。

一同：なにがだよっ!?（大爆笑）

ピアニィ：（←爆笑している）

ベネット：とりあえず場所を決めるでやんす。さあ、とりあえず一回、エリンディルに帰らねば……っ！（ダイスを振る）……６！




私生活③「どこで」―――『合衆国領りよう内ないのどこか』




一同：帰れね――――――っ!!（大爆笑）

ベネット：じゃあ、あっしはいったいなにをしてたんじゃ―――っ!?（ダイスを振る）おや、また２でやんす。




私生活④「なにをした」―――『見つけた、出会った』




ＧＭ：……なんか普ふ通つうだな。ベネットは、「合衆国のどこかで美しい女性と出会った」と。誰だよ、美しい女性って。

ベネット：簡単じゃないですか。合衆国内にあるノルウィッチの自室で、あっしは鏡を見ながらつぶやくんですよ。

ＧＭ：鏡？

ベネット：「ああ、美しい―――」

ＧＭ：お前かよ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：ふうむ、こう見えてもベネットって性せい別べつ上は女性だからな。いや、美しいかどうかは知らんが。

ＧＭ：造ぞう形けい上は美しくなくもないのに内面がにじみ出ているせいで……。

アル：内面って大事だな……。

ベネット：というわけで、鏡を見ていてハッと気がつけば一年ほどが経たっており―――。

一同：ずっと鏡を見てたのかっ!?（笑）

ピアニィ：一年も!?（笑）

ベネット：さすがにそれは意味がわからないので、もうひとつのチャートも振ってから決めたいでやんす。

ＧＭ：うい（笑）。では、冒険・政治チャートに移ろう。項目は三つあるので……あ。最初の場所って項目は私生活チャートと重じゆう複ふくするな。

ベネット：では、そこは「合衆国領内」ってことで。ふたつ目から振るっ！（ダイスを振る）……６でやんす。




冒険・政治②「どんな」―――『神こう々ごうしい』




ベネット：ほう、神……っ！

一同：神っ!?

ピアニィ：さっきの美しい女性が……神？　神ってなに……（笑）。

ＧＭ：もしくは神に近いなにか……？

ベネット：よくわかりませんな。そして最後……（ダイスを振る）４でやんす。




冒険・政治③「なにをした」―――『会談・会議に参加した』




ベネット：神様会議に呼よび出だされたらしい。

ＧＭ：神様会議ってなんだ。

ベネット：神様と会議することです。

ＧＭ：意味わかんないよ！（笑）

アル：な、なにをどうまちがったらそんな会議に巻まき込こまれるんだ……？（笑）

ベネット：あっしが聞きたい。エリンディルに帰りたいと思っただけなのに。

ＧＭ：きっとエリンディル行きの船が沈んでそっちの世界に連れて行かれたんだろう。

ベネット：またか―――っ!?（笑）　それは『ファンブック②』でやった！

アル：でもきっと旅人の石に飛ばされたのは事実で……。

ベネット：……ふと気づくと、あっしは神様会議に紛まぎれ込こんでいると。

ＧＭ：だからなんだよ神様会議って！　せめて神様みたいな人と言葉を交かわしたくらいにしろ……っていうか人間界に帰れっ!!

ベネット：ひぃっ!?　そして追い出されたあっしは、気がつくと再ふたたび波なみ打うち際ぎわに。

ピアニィ：ざざーん。




　もはや定番のオチである。




ＧＭ：いや待て、ちょっと真ま面じ目めに考えよう。このままじゃ、ほんとにグダグダだ。美しい女性と出会って会議か……まあ、言葉を交わしたことはわかった。

ベネット：で、これがあっしの目的とどう絡からむのか（笑）。

アル：さっぱりわからん（笑）。

ＧＭ：えー…………………………（しばらく考えて）―――あ。ひとつ思いついた……っ！　ここはちょっとシーンとして演出させてくれ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ベネット―――。

　数々の戦場を駆かけ抜ぬけ、エリンディルにて英雄として名を成した少女。

　やがて海を越こえてアルディオンへ渡わたったのちも、その名に恥はじぬ活かつ躍やくを世に示しめした。

　それは大陸の未来に希望を与あたえるものと言っても過か言ごんではなかった。

　だが、その胸むねに秘ひめていたのは故こ郷きように残した想おもい。

　眼がん前ぜんに広がる広大な海を前に……彼女は故郷を偲しのんだ。




ＧＭ：というわけで、このシーンはノルドグラムにほど近い浜はま辺べを舞ぶ台たいとしよう。

ベネット：では、あっしは波打ち際に流れ着いたところでやんす。ちなみに一三〇〇〇回目のエリンディル渡と航こうに失敗した場面でして。

アル：失敗しすぎだろうっ!?　……ち、ちくしょう、ツッコんじまった……（笑）。

ＧＭ：そこまで帰れないと、もはや呪のろいだな。

ベネット：黒くろ幕まくは旅人の石じゃ―――っ!!（笑）

ＧＭ：（笑）。では、舞台は夕ゆう暮ぐれ時の浜辺。沈みゆく陽ひの光が周囲をオレンジに染そめ上あげる景色の中、頰ほおをくすぐる波にキミはふと意識を取とり戻もどし―――。

ベネット：げぼがぼぶぅえ。

ＧＭ：うつぶせにならんでいいからっ!?（一同大爆笑）

ベネット：!?　で、ではゆっくりと起き上がるでやんす。そして、水平線の彼方かなたにあるだろうエリンディルを見てホロリと……。

ＧＭ：……と、そんな時だ。〝さく……っ〟キミの背後で砂すなを踏ふみしめる音がふいに鳴った。「……そこの運命に見み込こまれた娘むすめよ」という女性の声が続く。

ベネット：おおっ、あなたが噂うわさの美しいレディ―――っ!?　と、振り向きま……。

ＧＭ：「いぃーひっひっひひぃ……」

一同：いっひっひっ!?

ＧＭ：そこには全身ローブ姿すがたで奇き声せいを上げるちっこいばーさんが。

一同：っ!?

ベネット：おっ、おま……ぇっ、チャートとちがいすぎるだろ――――――っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：美しい女性って話はどこに～!?

ナヴァール：いやまあ、チャートには年が若わかいとは書いてないしな……（笑）。

ＧＭ：つまり美び老ろう婆ばでも問題ないわけで。

ベネット：奇声を上げる美しいばばあとか嫌いやじゃ―――っ!?（一同大爆笑）

アル：なんで菊池さんは困るとババアとか出すんだろう（笑）。

ベネット：えー……あなた、何百年か前はお美しかったので？

ＧＭ：「…………」

ベネット：返事はなし、と。おばーさん、あなたチャートの内容と明らかにちがうのでとっとと帰るでやんす。

ＧＭ：「（スルーしつつ、しわがれた声で）いっひっひぃ……見える、見えるぞ……もうすぐ、お前に降ふりかかるであろう災さい厄やくがあ……」

ベネット：ホワッツっ!?

ＧＭ：「その災厄は、突とつ如じよおぬしの眼前へと現あらわれよう。具体的には、あと九〇秒後じゃあ……」

ベネット：九〇秒っ!?

アル：!?　お、おいこれ……。

ＧＭ：「八九、八八、八七……ぁ」

ベネット：ひぃいいいっ!?　あっしが悪うございました―――っ!?　なにか災厄を回かい避ひする手しゆ段だんをプリぃぃぃぃぃぃズっ!?　なにかないでやんすかっ!?

ＧＭ：「回避する手段は、なあい……っ」

ベネット：ないっ!?　ないでやんすか!?

ＧＭ：「八五、八四、八三……中ちゆう略りやく、八、七、六……」

ベネット：飛んだっ!?　今、数字が飛んだでやんすよ、ばーさんっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「五、四、三……」

ベネット：なんかないでやんすか!?　あっしになにかできること！　このクラン＝ベルの四英雄であるあっしならなにか……っ！

ＧＭ：「…………」

ベネット：お？

ピアニィ：カウントダウンが止まった（笑）。

ＧＭ：「ベネットよ。お前の任務は竜りゆう輝き石せきをエリンディルに持ち帰ること―――」

ベネット：なぜそれを知っている貴き様さま―――っ!?

ＧＭ：「まだわからんのか、お前は」

アル：…………（笑）（←気づいた）。

ベネット：えーと？　つまりあなたはもしかし……。

ＧＭ：「三、二、一、〇っ！」

ベネット：ふいをつくな――――――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：と、そんなベネットの叫さけびを華か麗れいにスルーしつつ。ふいに……〝にゅっ〟。ばーさんが纏まとうローブの隙すき間まから、皺しわひとつない長く美しい腕うでがするりと伸のびた。

ベネット：げげぇ――――――っ!?

ＧＭ：〝パキ、ポキパキコキ……っ〟小さなばーさんの肢し体たいより、骨ほねを鳴らすような不快な音が聞こえ……やがて、あらわになった長く白い足がにゅうっと伸びて立ち上がり―――。

ベネット：そんなババアがいるか―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：立ち上がったばーさんの纏まとう衣服がその足あし元もとに落ち、その下から現われるのは漆しつ黒こくのローブ。そして……さらり、その長い銀ぎん髪ぱつが風に揺ゆれた。「……ベネット、久ひさしぶりね」どこか冷たい雰ふん囲い気きを身体からだに纏ったその少女は……。

ベネット：げげぇ―――っ、フェルシア―――っ!?

ＧＭ：（抑よく揚ようなく）「……あら、呼よび捨すて？」

ベネット：げぇぇえ―――っ、フェルシア様―――っ!?（一同大爆笑）ああああっしはフェルシア様なんて人は知らね―――っ!?　知らねーんじゃ―――っ！　と、逃にげ出だします。

ＧＭ：では、ベネットのファミリアの猫ねこがキミの足を摑つかんだ。

ベネット：ズザ―――っ!?（←つんのめったらしい）　き、貴様っ、ネコ―――っ!?

ＧＭ：「よくやった、ネコ」猫はフェルシアの足元にすりよって、ごろごろ喉のどを鳴らした。

ピアニィ：「にゃー」（笑）（←ネコ）

ベネット：おおおお前……っ、お前はあっしの右腕だったはず……っ!?（一同爆笑）

アル：（笑いをこらえながら）自分のファミリアに裏切られるとか……（笑）。

ＧＭ：「―――なぜ逃げる。ベネット」ゆらり、フェルシアが無む表ひよう情じようでベネットを見下ろしながらゆっくり迫る。

ベネット：ひっ、ひぃいっ!?

ピアニィ：あれ？　このフェルシアさんが神？　あれ？

ベネット：あっしにとっての神でやんす。ヒエラルキー的に。

ＧＭ：じゃなくて！（笑）　いや、そういう意味もあるかもしれんが……もともとこのフェルシアっていう人は、エリンディルの神々より地上に遣つかわされた使徒だったんだよ。

アル：世界中に神々が仕し掛かけた粛しゆく正せい装そう置ちの監視者という。

ピアニィ：ああ、なるほど。

ＧＭ：そうそう。でも、前にやってたキャンペーンのラストで神様から離り反はんして人の側につく、という経けい歴れきを持っている。




　これは二〇〇四年に刊かん行こうされた『アリアンロッド・リプレイ①　銀の輪の封ふう印いん』から始まるキャンペーンのことである。全三巻＋外伝一巻からなる。

　ちなみに粛正装置とは、神々にとって人類が看かん過かできない存そん在ざいと判はん定ていされた時、世界を滅ほろぼすために仕掛けられた装置のことだ。どうやらそれは大陸の各所に仕掛けられているらしく、その内容も様々である。

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズも参照のこと。




ベネット：あがががが……っ、逃げられない逃げられないどうしたらっ!?　二年間も任務ほったらかしにした罰ばつは死し刑けい……！　死刑でやんすかっ!?
















アル：あ、あのさ、ベネット。フェルシアがそこにいるんだったら竜輝石、渡しちゃえばいいんじゃねえの？

ベネット：はっ!?　それだ―――っ!!　これであっしは自由の身っ！　フェルシア様の足元にダンっ、と石を投げつけます。おら、拾ひろえっ!?（笑）

ＧＭ：「……」フェルシアは無言のまま、杖つえでベネットの頭をゴン！

ベネット：おごぱぁっ!?

ＧＭ：彼女はやれやれ、といった口調で言う。「……お前が帰ってこないから苦労して来てやったのに、この扱あつかい？」

ベネット：い、いや、いえね？　あっしは帰ろうとしたでやんすよ？　でも、この石が帰してくれなくてね？　ね？

ＧＭ：『今、このアルディオンに変へん革かくの時が訪おとずれようとしているんだよ？　今、ボクがこの大陸を離はなれるわけにはいかないのさ』おもむろに、砂すな浜はまに突つき刺ささった旅人の石がそう告げた。

ピアニィ：しゃべったよっ!?

ベネット：貴様っ、ファンブック以外ではしゃべらないんじゃなかったのか―――っ!?




　そういう会話がファンブックにてやりとりされたのである。




ＧＭ：『ははは、ベネット。そんな昔のことは忘れたよ』

ベネット：ていうかお前っ、一巻のオープニングでエリンディルにいたじゃんっ!?

ＧＭ：『―――だからさ……（とてもあやしい雰ふん囲い気きで）戻もどって、来ただろう？』

一同：こえぇ――――――っ!?（笑）

ベネット：モンドーラすら利用したというのか貴様―――っ!?（一同爆笑）




[image: ]




　ベネットの持つ旅人の石は元々エリンディルに保ほ管かんされていた。が、バルムンク一二人衆がひとりモンドーラが襲しゆう撃げき、奪うばい去ったことでアルディオンにもたらされたのだ。

　第一巻参照である。




ＧＭ：『ボクはなにもしていないさ、ベネット。あれは来きたるべき運命に導かれただけのことだ』

ベネット：なるほど、謎なぞのデスティニーに導かれたわけでやんすな。それなら仕方ありませんな。では、そんなわけでフェルシア様、この石を渡すのであとのことはよろしくお願いします。これであっしは自由……！　エリンディルに帰って豪ごう遊ゆうを―――……っ。

ナヴァール：でも帰るとまた下働きだぞ？

ベネット：……はっ!?

ナヴァール：だってさ、あっちに戻ればフェルシアの下げ僕ぼく。アルディオンなら、世界最高位の国家に迎むかえられた英雄。アルディオンにいた方がいい扱いを受けているだろう。

ベネット：ほ、ほんとだっ!?

ナヴァール：いつも言ってるじゃないか。ピアニィ陛下の方がフェルシアよりいいと。

ＧＭ：逡しゆん巡じゆんしているベネットの態たい度どに、フェルシアは首を傾かしげる。「……ベネット？」

ベネット：え、あ、おぅ……っ、そ、そうそう、フェルシア様！　な、なにをかくそう、このあっし、アルディオンにて新たな主……っ、仕えるべき主を見つけたでやんす……！　（いきなり見下した態度で）へっ、もうフェルシアとかね、用はな………（慌あわてふためいて）あ、なんでもないですっ、すいませんすいませんっ!?

アル：お、お前……相変わらずたった三秒で下がって上がって下がれるのな……（笑）。

ＧＭ：「主―――」　そうつぶやくと、フェルシアは無表情のままベネットに近づき、すうっと腕を突つき出だして……ぽん。キミの頭の上に手をおいた。

ベネット：お？

ＧＭ：そして彼女はそっと笑えんで……ベネットの脳のうみそをサーチするかのように―――。

一同：脳みそをサーチ!?

ベネット：あばばばばばっ!?　やめろ―――っ!?　あっしの脳に……っ、脳に―――ぃっ！…………そしてあっしはフェルシア様の下僕に。

アル：洗せん脳のうされてんじゃねーかっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：そうだな、キミがこの二年で体験したことを感じ取ろうとしていると思ってほしい。そして彼女はすっと瞳ひとみを閉とじて空を仰あおぐように顎あごを上げて……「……そう。お前はこの二年で、多くのことを経けい験けんしたのですね」。

ベネット：くくく、そのとおり！　具体的には12レベルから20レベルになるぐらいにな！（笑）　今のあっしの力をもってすれば貴女あなたごとき……。

ＧＭ：「わたしは今、80レベルです」

ベネット：げええええっ!?（一同大爆笑）

アル：はったりかましすぎだろう!?（笑）

ＧＭ：「……ベネット、お前に問いましょう。眼前に伸のびる二本の道……お前はこの大陸に残って仲間と共に地じ獄ごくのように険けわしい道を歩むのですか？　それともエリンディルに戻って我わが下僕として悲ひ惨さんな目に遭うのですか？」

ベネット：い、いや、あの……。

ＧＭ：「さあ、どっち？」そう問いかける彼女の目は、これまで見たこともないほど慈いつくしみ深ぶかいもので……。

ベネット：ああ、この御お方かたがこんな顔をあっしに見せるなんて……ふらふら。

ピアニィ：ベネットちゃんが行っちゃう!?（笑）

ナヴァール：いかん！　そこで走馬灯のようにベネットの脳のう裏りにこれまでの楽しい記き憶おくが蘇よみがえる！　ほら、陛下と一いつ緒しよにぷりぷりダンスを踊おどったシーンがカットインしたり―――。

ピアニィ：そして《フロストプリズム》で氷漬けにされたり───。

アル：「なあ、一緒に旅にでねえか？」といった俺の記憶も。

ピアニィ：あたしに《アベンジ》撃うたれたり……。

ベネット：ナヴァールは……なんかあったっけ？

ナヴァール：ないのかよ！（笑）

ベネット：いや、なんか思い出すでやんすよ。……はっ、ここは落ナヴァール坡！　ナヴァール殿どの―――っ!?　あっしをかばって―――っ!?

ナヴァール：存在しないシーンを思い出すなよっ!?（笑）　……仕方ない、《プロテクション》してやってるシーンでも思い出してもらおう。

ピアニィ：それとか、魔法の実験台になったり。




　陛下、なにか人として大事なものが盛せい大だいにまちがっております。




ナヴァール：ともかくそんな捨すてがたい記憶を、ベネットは思い出す方向で（笑）。

ＧＭ：では、フェルシアはベネットの頭から手を離して告げる。「……この二年という月日の中で、さまざまな体験をしたのね。きっともう、この大陸は大だい丈じよう夫ぶ。エリンディルへと戻りなさい。お前に……あなたに手伝ってもらいたいこともある」

ベネット：手伝ってもらいたいこと？　エリンディルでまたなにか……？

ＧＭ：「ええ」フェルシアは海の向こうのエリンディルに見入り、憂うれいげな表ひよう情じようを見せる。

ベネット：いったいなにが……？

ＧＭ：知らん。

一同：知らんっ!?

ＧＭ：くわしくはゆーらさんに聞いてくれ。きっとなにか事件が起こるはずだ。

一同：『セカンドウィンド』かいっ!!（笑）




『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド①　剣と遺跡と冒険者』、富士見書房より大好評発売中である。

　著者は『アクロス』シリーズを手がけたゆーらさんこと、久保田悠羅くぼた・ゆうらだ。

　なお、私（きくたけ）はプレイヤーなのでこの先にどんな事件が起こるかなんも知らない。




ＧＭ：フェルシアは手を差し出しながら、言葉をかける。「……さあ、行きましょう」

ベネット：（ちょっと考えて）…………いや、まだでやんす。

ＧＭ：「……ベネット？」

ベネット：フェルシア様。あっしは、まだエリンディルに帰るわけにはいかないのでやんす。この大陸には、あっしが守らなければならない仲間たちがいる。いや、あっしが残ったところでなにができるわけじゃないかもしれない。

ＧＭ：「…………」

ベネット：でも、最後まで見み届とどけるって……そう決めて。それはまだ、終わってないから。

ＧＭ：「つまり―――」フェルシアは少し険けわしい表情を見せて。「つまり、このわたしの命めいに背そむくということ？」

ベネット：じゃあ、その言葉と視線に正面から向き直って言う。―――はい、と。

ピアニィ：ベネットちゃーん！（笑）

ＧＭ：すると「そう……」フェルシアは悟さとったように、でもどこか楽しそうにくすくすと笑う。「……それは残念」そして砂に突き立った旅人の石を拾い上げ……。

アル：……死んだな。ベネット。

ベネット：こ、殺される？　殺されるでやんす？

ＧＭ：「そう。あなたは出会ったのね。真に仕えるべき、王に」囁ささやくように紡つむいだその言葉を、ベネットは聞き取ることはできなかった。

ベネット：フェ、フェルシア様？

ＧＭ：「……わたしの言うことを聞かないベネットなんか、わたしはいらない。では、あなたの旧きゆう主しゆとして最後の任務を与あたえる。この主しゆ従じゆうの関係を解かい消しようしましょう」

アル＆ベネット：なにぃっ!?（笑）

ベネット：おお、ついにこの女の手から離れる時がきたでやんす!?

ＧＭ：「そこ、喜ばない」

ベネット：おぐぶおばあっ!?（←殴なぐられたらしい）

ＧＭ：殴ってないよっ!?　ともかくフェルシアは言う。「これが最後の命です。あなたはエリンディルを代表する英雄として、あなたが成すべきことを成しなさい」

ベネット：おお、そうだった！　あっしこそエリンディルを代表する英雄！　そう、あっしはジェネラル・ベネットでやん……！

ＧＭ：「さ、これはあなたが持っていて」と、旅人の石をベネットに差し出した。

ベネット：はっはっはっ、任まかせるでやんすよってぎゃ―――っ!?　受け取ってしまった!?（笑）これは呪のろいの石なんじゃ―――っ!?

アル：す、すげえ……流れるように自分からはまっていく。

ベネット：というかこの石をエリンディルに持ち帰るのが任務じゃないのかっ!?

ＧＭ：「あなたの目的を果たしたあとに持ち帰ればいい。もとよりこれはアルディオンのもの。石がこの大陸の外に出ることを望まないのなら、この先これがアルディオンにとって必要になるということよ」

ベネット：ちょっと死ぬほど嫌いやだけどわかったでやんす。こうなった以上、エリンディル・チャンピオンであるこのベネット、伝説を残すでやんすよ……！

ＧＭ：「フ、期待しているわ。そしてエリンディルに……我が元に戻っていらっしゃい」

ベネット：おう！　では、そこでくるりと背を向けて、振ふり返かえりもせずノルウィッチに向けて歩き始める……そんな感じでシーンを締しめるのってどうでしょう。

ＧＭ：ＯＫ、ではそうしようか。波打ち際沿ぞいに点々と続くベネットの足あし跡あと。夕影の中に消えるまで、フェルシアはキミの背せ中なかを見送って……最後にこうつぶやいた。「フフ、会ってみたいものね……」




「―――あなたが巡めぐり会あったという、王に」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とまあ、こんな感じでオープニングが演出されていくんだが……な、長かった……。
















ピアニィ：すごい濃のう厚こうでした……（笑）。

ベネット：なにせ文庫で六巻分、背せ負おっていた話が大だい団だん円えんを迎むかえてしまったくらいでやんす。

ナヴァール：たしかにシリーズのエンディングっぽくはあった（笑）。

ＧＭ：いや、ここまで長くやるつもりもなかったんだって！（笑）　あとはもうちょっと短くいこう、短く！（笑）

アル：じゃ、次は誰がいこうか。

ピアニィ：あ、はーい！　あたしでもいいですか？

ＧＭ：ＯＫ、次はピアニィいってみよう！




▼この一年の軌き跡せき―――ピアニィの場合

ＧＭ：では、ピアニィ。竜輝石戦争終結後、合衆国大統領として公こう務むをこなす日にち常じようだが、その中にもきっと忘れられない想おもい出でもあったはずだ。それを思い起こしていこう！

ピアニィ：はーい！　きっと素敵な想い出もあるはずですよ。じゃあ、私生活チャートからいきます……（ダイスを振る）５です！




私生活①「どんな」―――『偉い大だいな』




ピアニィ：……偉大な？

アル：い、偉大な……なんだ？（笑）

ピアニィ：次は（ダイスを振る）……３です。




私生活②「誰が／誰と」―――『子こ供ども』




ベネット：グ、グレートな……子供？　誰！（笑）

ピアニィ：次は場所でしたっけ？（ダイスを振る）……２です。




私生活③「どこで」―――『ブルックス商会』




アル：俺んちかよっ！（笑）　なにやったんだ！（笑）

ピアニィ：え、えーと（ダイスを振る）……４です。




私生活④「なにをした」―――『願いを叶かなえると約束した』




ピアニィ：なにがあったのっ!?

アル：枠だけ取り出すとなんかいい話っぽいんだが……（笑）。

ピアニィ：ブルックス商会で会えそうな子供……？

ナヴァール：ほら、アルには妹が数万人いるらしいから。

ピアニィ：じゃあ、その子たちの誰か……？

ナヴァール：（少し考えて）じゃあ、こういうのはどうだろう？　合衆国の財ざい源げんに関して打ち合わせかなにかするためにブルックス商会に来た時にさ、店のショーウィンドウに目をキラキラさせた子供が張はりついているんだ。

ピアニィ：ほうほう。

ナヴァール：その少年は、ショーウィンドウに飾かざられた武ぶ器きに憧あこがれているが、貧まずしくてとても自分には買えそうもない。しかし、そこにピンクブロンドの髪かみをしたひとりの少女が現われて、夢ゆめ見みる少年にほしい武器を買かい与あたえて去っていったんだ。

ピアニィ：あら、なんかいい話。

ナヴァール：そして、少女はひとつお願いをするんだよ。「この武器をあげる。だから将しよう来らい、この国を支ささえる立りつ派ぱな騎士になってほしい。弱きを助ける人になってほしい」と。

ＧＭ：少年は、無む邪じや気きに目を輝かせて……「うん、約束する！」と応こたえると。

ナヴァール：そうそう。でね、やがて少年はフェリタニアを救う偉大な戦士になるんだよ。この時の少年はあまりに幼おさなく、その少女がこの大陸の王だってことに気づくことはない。ただいつまでも、武器をくれた少女の面おも影かげを胸に抱いだいたまま、騎士として成長していく―――……というのは？

ベネット：なにこのいい話。

ＧＭ：キャンペーン一本いけそうだな。いや、キャンペーンというか、『無印』が終わったあと、一〇年後とかを舞台にした第二シリーズって感じだ（笑）。

アル：きっと少年は、トランペットに憧れる少年みたいに武器に憧れていたと。

ベネット：いい話だ。

ピアニィ：うん、きっとその子は殺意溢あふれる目をしていたんですね！

一同：絶ぜつ対たいにいい話じゃないよそれっ!?（一同爆笑）

ベネット：へ、陛下はもっと平和な気持ちになれる逸いつ話わにした方が……。

ピアニィ：でも平和にしちゃうと武器、売れないし。

ＧＭ：あんたは世界平和のために戦ってるんじゃないんかいっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：そうでしたそうでしたっ!!

ＧＭ：ま、まあ、平和な気持ちになれる逸話はもうひとつのチャートで決めようや。

ピアニィ：はーい（笑）。じゃ、振りまーす（ダイスを振る）……６！




冒険・政治①「どこで」―――『海上で』




ＧＭ：おい、いきなり大陸を飛び出したぞ。

アル：平和な気持ちになれるんだろうか（笑）。

ピアニィ：こ、ここからですよ！　ここから！（ダイスを振る）……２！




冒険・政治②「どんな」―――『巨きよ大だいな』




一同：…………。

ベネット：海で巨大な……？

アル：海上で巨大ななにかに遭そう遇ぐうした？　なんか、もうよくない雰囲気だ。

ピアニィ：いやいや、ここからなにかいい話に……（ダイスを振る）次は２です。




冒険・政治③「なにをした」―――『バルムンク・ノヴァを退しりぞけた』




一同：陛下――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：思いっきり戦せん闘とうじゃねーかっ!!（大爆笑）

ピアニィ：あれっ!?　いやっ、あれー!?

ベネット：（げらげら笑いながら）戦う大統領を地でいってるっ！（笑）

アル：つーか巨大なバルムンク・ノヴァってなにっ!!　バルムンクの水陸両用巨大秘ひ密みつ兵器か!?　それをたたきつぶしたのかっ!?（大爆笑）

ナヴァール：（←げらげら笑っている）

ＧＭ：（←呼こ吸きゆう困こん難なん）

ピアニィ：な、ナヴァール！　ここからなにかいい話に……！

ナヴァール：（←げらげら笑っている）

ピアニィ：ナヴァール―――っ!?

ナヴァール：（必死に笑いをこらえながら）……、海上で巨大なバルムンクの兵器かなんかを《フロストプリズム》で沈めて……………………こ、子供を助けたとか？

ＧＭ：ああ、それでさっきの〝偉大な子供〟を拾ったと（笑）。

ピアニィ：そう、それです！　そしてブルックス商会に預あずけたんですよ。

ＧＭ：ああ、いいね。大統領としての忙いそがしい責せき務むをこなす日々の中で………………キミ、いつそんなことしてるんだ（一同爆笑）。

アル：いや、だからひさしぶりの休息で、海辺の街とかに行ったついでにですね……。




　海辺の街にバカンスに行ったついでにバルムンクの巨大兵器を破は壊かいする大統領である。




ＧＭ：（笑いをこらえながら）だめっ……やっぱりいい話にならない！（笑）

ナヴァール：いやいや、その子供はバルムンクに囚とらわれていたとか、バルムンクメンバーの子供とか……まあ、そんな影を背負いつつも、きっと偉大な英雄になるんだ。

ピアニィ：いいですねー。

ナヴァール：で、ピアニィの強さに憧れて自分も英雄になろうって……って、いい話かというとなんか微び妙みようだ（笑）。

ＧＭ：まあ、ともかく。ひとりの子供を救ったものの、王宮で引き取れないんでブルックス商会に預けた……みたいな話でいいじゃないか。

アル：そして、うちのおかんのブルックス娘じよう子し軍ぐんに入れられるのか。そう思うと、なんかかわいそうだな（笑）。

ナヴァール：なら、男の子でもいいぞ。そうしたら娘子軍に入れない（笑）。

ＧＭ：まあ、どっちでもいいが（笑）。いずれなにかに使えるかもしれないし、設定だけ憶えておこう。しかし合衆国大統領になってもすごい活躍しているな。主にバトル方面で。

ピアニィ：うー。

アル：予想の斜め上というか、期待どおりというか……。

ベネット：さすがはあっしの王でやんす……。

ピアニィ：なんかおかしい……（笑）。

ＧＭ：（笑）。では次、アルいってみよう。




▼この一年の軌跡―――アルの場合

ピアニィ：アルもきっと戦闘ですよ、戦闘。

アル：俺はそれでもいい（笑）。バルムンクを倒たおすことが俺の目的だしな。

ピアニィ：ずるい（笑）。

アル：ではいきます（ダイスを振る）……６。




私生活①「どんな」―――『懐なつかしい』




アル：懐かしいのか。なんかいい話な方向にいきそうだ。（ダイスを振る）次は……２。




私生活②「誰が／誰と」―――『女性』




一同：……。

アル：懐かしい女性？　もうそれだけで悪い予感がする（笑）。

ＧＭ：さあ、次は場所だ。




私生活③「どこで」―――『ブルックス商会』




アル：また俺んちじゃねーかよっ!!（笑）

ＧＭ：姉し妹まいにいぢられるフラグだな。久しぶりに会った妹とかに（笑）。

ピアニィ：あはははは（笑）。

アル：次は……（ダイスを振る）４！




私生活④「なにをした」―――『願いを叶かなえると約束した』




ピアニィ：なんかいい話になった!?

ＧＭ：でも、半分ピアニィとかぶってるな。

アル：ですね。（少し考えて）ちょっと２番から振り直していいですか？

ＧＭ：ＯＫＯＫ。

アル：（ダイスを振る）―――というわけで、６。




私生活②（再）「誰が／誰と」―――『ドラゴン』




アル：………………な、懐かしいドラゴン？

ナヴァール：小説の一巻で倒したドラゴンじゃないか、これ。

アル：なんであのドラゴンが今さら……えー、次は場所か。（ダイスを振る）５です。




私生活③（再）「どこで」―――『自室』




一同：自室にドラゴンっ!?

ＧＭ：倒したドラゴンが夢ゆめ枕まくらに立ってるよ!?（一同爆笑）

アル：意味わかんない！（笑）でも迷まよわず振ってみよう。（ダイスを振る）……３。




私生活④（再）「なにをした」―――『命を助けた』




ＧＭ：前に殺した懐かしいドラゴンが自室に現われて俺が命を助けた（一同大爆笑）。

アル：さっぱりわからない！（笑）とりあえず、もうひとつのチャートでつじつまを合わせてみる！（ダイスを振る）……２！




冒険・政治①「どこで」―――『ゴルフォード』




ＧＭ：なんでゴルフォードだ。

アル：わ、わからない！（笑）　次は……（ダイスを振る）……６。




冒険・政治②「どんな」―――『神こう々ごうしい』




アル：（ダイスを振る）……３。




冒険・政治③「なにをした」―――『作物が実った』




アル：神々しい作物ってなんだよ!?　俺はバルムンクを倒せばそれでいいんだよ！（笑）

ＧＭ：はい、社長。解かい説せつをどうぞ。

ナヴァール：き、きっと……ほら、ゴルフォードにある神々しい作物を枯からす陰いん謀ぼうをしているバルムンク・ノヴァをアルが倒して、最後にそれが実ったんだろう。

アル：そ、そうか。夢枕に立ったドラゴンから、神しん聖せいな作物を枯らそうとするバルムンクの陰謀から、村を守ってくれと依い頼らいされ、ゴルフォードに行っていた、と。

ＧＭ：まあ、無ぶ難なんな話だったということで……（笑）。では、次はナヴァール！




▼この一年の軌跡―――ナヴァールの場合

ＧＭ：ナヴァールは書類整理とか、合衆国設立の実じつ務むをずっとやってた印象があるな。さて、そんな忙しい日常の中でいったいなにがあったのか―――どうぞ。

ナヴァール：では、さっそく振ってみよう。（ダイスを振る）１だ。




私生活①「どんな」―――『豪ごう華かな』




ナヴァール：（ダイスを振る）……４。




私生活②「誰が／誰と」―――『家か畜ちく、ペット』




ナヴァール：豪華なペットか。なんだろう？　次は、５。




私生活③「どこで」―――『自室』




ＧＭ：部屋で飼かうペットらしい。

ナヴァール：（ダイスを振る）３。




私生活④「なにをした」―――『命を助けた』




ベネット：そこはかとなくいい話に。

ピアニィ：なんでナヴァールだけ。

ナヴァール：どうやら、激げき務むの中ペットを飼うようになったらしい（笑）。

ＧＭ：きっと地方視し察さつに行った帰りに、寒さで震ふるえる仔こ猫ねことか拾ったんだ。命を助けた、なので。職しよく務むでは鬼おににもなれるナヴァールだが、その小さな生命を捨すて置おくことはできず。

ナヴァール：うむ、徹てつ夜やで看かん病びようしてな。かろうじてその生命をとりとめた。もちろん、このことは誰にも言ってない。聞かれたら「野の良ら猫が迷まよい込こんできたのでな」とか言っておく。

ベネット：いい話だ。

ピアニィ：なんでナヴァールだけ。

ナヴァール：きっと血けつ統とう書しよ付きのいい猫でな……あ。じゃあ、次から膝ひざ元もとで猫を撫なでながら命令を出そう。

一同：いきなり黒幕っぽく!?

アル：実際のところ、合衆国構想の黒幕だしな（笑）。

ナヴァール：よし、次の『デスマーチ』で、黒くろ猫ねこを撫でながらエンジェルファイヤーに命令してもらわんとな。かわたなに伝えておこう（と、キャラクターシートにメモする）。

ＧＭ：でも、やたらまともでほっとするわ（笑）。その一方で、冒険や政治ではどんなことをしていたのか見ていこう。

ナヴァール：では……たあ！（ダイスを振る）―――５。




冒険・政治①「どこで」―――『アヴェルシア王家のダンジョン』




ナヴァール：なぜそんなところに。

ピアニィ：ひとりでお母様のダンジョンに潜るなんておそろしい。

ナヴァール：きっとなにか、大いなる目的があったはずだ。（ダイスを振る）……２。




冒険・政治②「どんな」―――『巨大な』




ピアニィ：お母様のダンジョンの中で巨大な……なに（笑）。

ナヴァール：いかん、悪い予感しかしない。（ダイスを振る）……５。




冒険・政治③「なにをした」―――『技わざを見つけた』




ピアニィ：巨大な技を見つけた!?

アル：ダンジョンでなにか技を身につけたのか？（笑）

ナヴァール：（少し考えて）うむ、政せい務むが忙いそがしい中でも私は鍛たん錬れんを忘れない。軍ぐん師しとして私の采さい配はいひとつで陛下のお命に危機が迫るわけだからな。

ＧＭ：ほうほう。

ナヴァール：私は夜な夜な、ひとり迷めい宮きゆうに潜って訓練を続けていたのだ。そして、とうとうメンターの技を身につけた。おかげで、ギルドサポートを受けなくても……《プロテクション》のコストが１になった！（一同爆笑）

ＧＭ：ナヴァール、こう見えて実はけっこう努力してるな。

ナヴァール：ははは、いやいやそれほどでも。

ピアニィ：なんでナヴァールだけ。

ナヴァール：ははは、陛下。これがアヴェルシア王家の地下迷宮で会え得とくした《コーデックス》＋《プロテクション》でございます。

ピアニィ：よくやりました、ナヴァール。それはそれとして、なにゆえあなただけいい話にまとまっているのでしょう。

ナヴァール：（超ちよう余よ裕ゆうの口調で）ははは、陛下は細かいことにこだわっておられる（一同爆笑）。

ＧＭ：わははは（笑）。では、こんなところでこのシーン（？）を終わりにしよう！







◆Opening 02◆世界が変わる七日前




　昨年の竜輝石戦争終結以後、フェリタニアを中心に世界統とう合ごうの気運は高まっていた。

　女王ピアニィが提てい言げんした合衆国構想が執しつ行こうされてより、メルトランドやレイウォールのみならず、グラスウェルズやゴルフォードまでもが参加を表明したのだ。

　世界のルールの構こう築ちく者しやにして監かん視し者たるエストネル王国はこれを認みとめた。

　ひとつにまとまりゆく世界。

　それは、最初の英雄・ウルフリック以来の快かい挙きよ。




　アルディオンは激げき動どうの時を迎むかえていた。




ＧＭ：さて、セッションの本番に入ろう。いや、さっきのも本番だが（笑）。

アル：うん、この一年ほどでいろいろあった。聖せいなる作物を収しゆう穫かくしたり。

ベネット：陛へい下かに偉い大だいな子供ができていたり。

ピアニィ：できたんじゃないです！　助けたんです！

ＧＭ：（笑）。シーンプレイヤーはピアニィで、ナヴァールと会話する場面にしようかと思うんだけど―――まずはシーンの背はい景けいを説明しておこう。背景となるのは帝てい紀き八一四年一〇月、場所はノルウィッチだ。昨年一一月に竜輝石戦争が終結、世界の各国家をひとつの意思の元に統一する〝合衆国構想〟が打ち立てられ……。

アル：てんやわんやだな、俺ら。

ＧＭ：だね。この半年ほどに至いたっては、キミら四人は顔を合わせることも少なくなっている。特にナヴァールは寝ねる間もなく各国間の調整にあたり、ピアニィは毎日の来客に笑顔を絶やすことも許ゆるされない日々だ。

ピアニィ：笑顔がこわばったまま固まりそう（笑）。

アル：バルムンクとか、ヒューバードの動きは？

ＧＭ：この一年弱は沈ちん黙もくを守っていると言っていい。いや、それは正せい確かくじゃないか。少なくとも、世界を揺ゆるがすようなレベルでは、って注ちゆう釈しやくがつくな。

アル：ヒューバード、前回のラストであんだけ大おお見み得えを切って動かず、か。

ナヴァール：「始めよう。世界の救きゆう済さいを」とか言ってたな。

ピアニィ：始まってない（笑）。

ＧＭ：地下に潜もぐったまま、なにか計画を進めているんだろう。ははは、前回のセッションの段階で、「第七巻がまさか一年後になるとか思っていなかった」からあんなセリフを吐はいただなんて、まちがってもそんなことはないぜ（一同爆笑）。

アル：ぶっちゃけてどーすんですか！（笑）

ＧＭ：こわいこわい。バルムンクが大きな動きを見せていないと言っても、『デスマーチ』シリーズしだいなとこもあるからな！（笑）

ナヴァール：まあ、世界の命運に関わるほどの動きでなければ、私の権けん限げんの及およぶ範はん囲いで処しよ理りをするのだ。陛下のお手を煩わずらわせるまでもない。

ＧＭ：で、代わりにエンジェルファイヤーの手を煩わせるんですね、わかります（←『デスマーチ』でドランのプレイヤーを担当）（一同爆笑）。

アル：ちなみに、俺もバルムンクとの小こ競ぜり合あいには任務で動いてるらしいぞ。どうやらゴルフォードあたりで。

ナヴァール：作物を収穫するために（笑）。

ＧＭ：だね。アルはこのところ、バルムンクの『作物枯こ死し作戦』に対応するべく、フェリタニアを離れてる感じだね。

ベネット：どんな作戦でやんすか（笑）。

ナヴァール：ダムに毒を入れたり、幼よう稚ち園えんのバスを襲おそったりするレベルだ。

アル：というか、ゴルフォード領内に派は遣けんされていることが面おも白しろい。これまでほとんど接せつ触しよくしてなかった国なのに。

ナヴァール：いやいやいや、我われ々われは直ちよく接せつ接触こそしていないが、『デスマーチ』でエンジェルファイヤーがいろいろと動いてる。

ＧＭ：今現在、外交的にも以前よりもずいぶんと密みつ接せつな形で国交が開かれた状態にあるよ。

アル：おー、そうなのか。

ＧＭ：世界情じよう勢せいもずいぶんと変わったよ。オーギュスト王亡なきあとのレイウォールはステラが治め、メルトランド王国は正式に復興してスリスが女王として確かく立りつしている。ちょっと地図にまとめたので、こっち見て（笑）。
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アル：（地図を見て）おー、こりゃすげえ。




ピアニィ：フェリタニア、最初はちっちゃな国だったのに……あ！　アヴェルシアがある！

ＧＭ：ええ、無事に復興しました。アヴェルシア王家の正せい統とう継けい承しよう者しやが世に出てきたからね。

アル：おー、ウィルフレッドは正式に世に認められたのか。[image: 吉]村よしむらさんが喜びそうだ。
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ナヴァール：地図を見るとわかるが、まさに激げき変へんだな。

ベネット：しかも七つの王国の大半がピアニィ陛下の親派という。こりゃ、バルムンクも下手な動きができないわけでやんすなあ。

ＧＭ：バルムンク〝始し祖その四人〟のうち、ベリアルとアザゼルが倒されたって事実も大きいのかもね。かの実力者ですら、人間に倒された現げん実じつを見るに、二の足を踏ふんでもおかしくない。
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ベネット：これはもう、世界に敵なしでやんすなあ。大陸を揺るがすような人物は、あとヒューバードくらい？

ピアニィ：そうですねえ……あ！　ベルフト兄様は!?

ＧＭ：セッションの最初でもちょっと説明したけど、監かん獄ごくから脱だつ出しゆつしたあとは行方ゆくえ知れず。現げん状じようではやはり沈ちん黙もくを守った状態にある。

ピアニィ：そっかー。

ＧＭ：……とまあ、これで今回のシナリオの前説明が終わり！（笑）

ピアニィ：長かった（笑）。

ＧＭ：そして、世界の改変にともなう忙しい日々の中……エストネル王国より一通の書簡が届いたのが三週間ほど前のこと。内容は、一〇月七日に〝四宝の試み〟を行なうゆえ、エストネル王国に来てほしい、というものだ。

ナヴァール：ピアニィ陛下を統一帝にすると、エストネル王が宣せん言げんしたわけだな。

ＧＭ：そうそう。で、その出立の準じゆん備びをしているってとこだな。日々、ピアニィはナヴァールから儀ぎ式しきについていろいろ教わってることだろう。このシーンはそんな場面から始まる。あ、途と中ちゆうでアルとベネットはシーンに登場してほしい。

アル：了りよう解かい。

ナヴァール：では、私は陛下の私し室しつで儀式の段だん取どりとスケジュールをえんえん説明しよう。

ＧＭ：きっとナイジェルとふたりがかりだな。
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ピアニィ：あうあうあう（笑）。

ＧＭ：（笑）。憶おぼえることはいろいろあって大変だけど、出立の日を迎えることはピアニィにとって楽しみなこととも言える。なぜなら、数ヶ月ぶりに四人がそろう日がやってくるということだからね。

ピアニィ：おー。じゃあ、あたしは紅こう茶ちやを飲みながらつぶやきます。ベネットちゃんが出て行って、もう一〇ヶ月かあ……元気にしてるかなあ。

ＧＭ：ベネット、一〇ヶ月前に飛び出したまま、放ほう浪ろうしてんのか。

ベネット：なにせ一三〇〇〇回もエリンディルに帰ろうとチャレンジしてましたからな。

アル：その設定、イキかよ（笑）。

ピアニィ：ベネットちゃん、この笛ふえを吹ふけばすぐに帰ってくるって言ってたけど……やっぱ吹けないよね。ベネットちゃんのためだもん！

ベネット：あ、いや……その……じゃあ、扉とびらを開けて部屋に入……。

ナヴァール：（ベネットの言葉を遮さえぎって）私は陛下の横で出発の準備をしながら言おう。陛下、申もうし訳わけありません。出立の日までにベネットはこちらへ戻れぬかもしれません。

ベネット：っ!?（←止まった）

ピアニィ：なぜです、ナヴァール？

ナヴァール：今まで黙だまっていて申し訳ありません。実は、みなに見送られてエリンディルに向かったはずのベネットですが……その旅の最中になにを思ったのか突とつ如じよ海に飛とび込こみ、そのまま消息不明となりました。

ピアニィ：ええっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ファンブックの話か（笑）。

ナヴァール：ですが心配はいりますまい。ベネットのことです、きっと今いま頃ごろはエリンディルにたどりついて楽しくやっていましょう。

ピアニィ：そうですよねー。

ベネット：（小声で）いや、実はここにいるでやんす……と、ドアの隙すき間まからチラっ、チラっ、と……（一同爆笑）。

ナヴァール：（死ぬほどわざとらしい声で）いやいや今だから言えますが！　ベネットは大した人物です。アルディオンの人間でもないというのにこの二年と少し、陛下のため、民たみのために命を賭として戦い続けてくれたのです。まさに英雄の名にふさわしい人物かと。

ピアニィ：本当にそう思います。しかも自分の任務を放ほう棄きしてまでですから。

ベネット：（小声で）いや、それはただ帰れなかっただけ……ちらっちらっ（一同爆笑）。

ナヴァール：ベネットをエリンディルに凱がい旋せんさせるために調ちよ達うたつした船、かなりの国家予算を使いましたが……なに、彼女のためなら惜おしくはありません。

ピアニィ：ええ、他で倹けん約やくしましょう、ナヴァール。

ナヴァール：御ぎよ意い。

ベネット：…………。

ピアニィ：（笑いをこらえながら）いつか事件が起こるその時まで、ベネットちゃんにはエリンディルで楽しく暮くらしてもらいましょう。もうね、今帰ってきたら追い返すくらいの勢いきおいですよ！

ナヴァール：ははは、陛下はなんとお優やさしい。このナヴァール感服いたしました。

ベネット：（小声で）ぎゃ―――……っ……（一同大爆笑）。

アル：こ、これは戻るに戻れない……（笑）。

ベネット：言えないっ！　戻ってきたなんてとても言えないっ！

ナヴァール：そうそう、今日はアル殿どのも帰ってくるそうですぞ？　晩ばん餐さんはベネットの分も用意してほしいという陛下のたってのご希望で四人分、用意させましたが。

ＧＭ：え、あ……じゃあ、テーブルにはベネットの分の食事と、ベネットの似に顔がお絵えが飾かざられている。うん。

アル：（笑いをこらえながら）これはひどい……（笑）。

ベネット：だ、だめ……っ！　だめだ！　あそこまでされたらもう帰れないっ!?　もうこの国にあっしの居い場ば所しよはないっ!?　……ていうか、今戻ったら恥はずかしすぎる（一同大爆笑）。

アル：（笑いをこらえながら）じゃあそこに俺が帰ってきます。任務を終えて帰ってきた俺がピアニィの部屋に向かうと……。

ＧＭ：うん、そこにはドアの隙間から部屋の中をうかがうベネットのうしろ姿が。

ベネット：ちらっ、ちらっ……（←部屋の中を見ている）。

アル：…………。

ベネット：ちらっ、ちらっ……（←やっぱり見ている）。

アル：あー……その、なんだ。えっと……。




　アルは、眼前で展てん開かいされている光景が理解できず、必要以上に大きな声で問うた。




「おい、ベネットなにやってんだベネット、

　ベネットどうかしたのか、中に入らないのかベネット。

　もひとつ、ついでにベネット」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ベネット：というわけで、あっしは無事に帰き還かんできたのでした。まる。

ピアニィ：お帰りなさい。アル、ベネットちゃん！（笑）

ＧＭ：では、四人そろったところで晩餐となる。これまでばらばらに過ごしてきたお互たがいの時間を共有するかのように話ははずみ―――。

アル：神々しい作物とかな。

ベネット：エリンディルに帰れない話とかでやんす。

ナヴァール：私が飼っている猫の話は内ない緒しよにしておこう。ふふふ。まあ、そんなことはおいといてだ。帰ってきたふたりに、話しておくことがある。明日より、出かけることとなる。

ベネット：出かける？　どこへ？

アル：俺はその話を聞いて帰ってきた、でいい？

ＧＭ：ＯＫ。ベネットは連絡が今日まで取れてなかったので、知らないのか（笑）。

アル：じゃあ、ベネットに説明しておこう（笑）。姫ひめさんが、次の統一帝になることが決まったんだとさ。エストネルからお呼びがかかった。

ベネット：おお、それはめでたいでやんすな。

アル：……といいつつ、俺は複ふく雑ざつな表情をする。エル・ウォーデンと因いん縁ねんあるんだよなー。




エル・ウォーデン

　エストネル王国の国王にして、セイン。アルの師し匠しようテオドールに絡からみ、アルにとって因縁浅からぬ人物なのである。

　くわしく知りたい人はノベル版を参照してほしい。
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ナヴァール：だがアルよ、それならばなおさらよい機会ではないか。腹はらを割わって話すといい。

ベネット：これを機にわだかまりを解消しようという。

アル：うーん。正直、なんて言ったもんかな。

ナヴァール：エル・ウォーデン国王には、テオドールの弟で子しだと申し出ればわかってくれるだろう。

アル：ま、俺のことはどうでもいいや。そんなことより、姫さんが統一帝になれば悲願達成ってやつだよな。戦いのない、平和な時代が来る。がんばったな、姫さん。

ピアニィ：いえ、みんながいないとあたしにはなにもできませんでしたから……。

アル：ちなみに俺はこれで平和が来るとか思ってない。言わないけど（笑）。

ピアニィ：っ!?

アル：だってさ、ヒューバードやベルフトがこのまま終わるとは思えない。

ピアニィ：まあ、そうですよね……。

ベネット：大だい丈じよう夫ぶでやんすよ！　ピアニィ様の右腕たるこのあっしがいれば……！（笑）

ピアニィ：ありがとう、ベネットちゃん。

ナヴァール：ははは、統一帝の右みぎ腕うでくらいは名乗ってもいいかもしれんな。

ベネット：そうでやんす！　もはや、あっしはクラン＝ベルの四英雄などではない！　統一帝の右腕と呼んでいただこう……！

アル：お前……（笑）。

ＧＭ：右腕と四英雄をくらべると、右腕の方が下のような。

ベネット：バカな―――っ!?

ピアニィ：あはは。

ＧＭ：と、それはエストネルに向かう前の最後の夜。ひさしぶりに再会した四人の会話はいつまでもはずんだ。話題は尽つきることなく、気がつけば柱に掛けられた時計の針はりは〇時をとっくに回っており―――。

ナヴァール：おや、いけません。陛下、そろそろお休みにならねば明日に響ひびきますゆえ……。

ピアニィ：あ、はーい。

アル：ああ、俺も任務から帰ったばかりで疲つかれてるな。生あくびでもしよう。

ベネット：あっしも疲れてるでやんす。主に心が。さっきなぶられすぎて（一同爆笑）。

ＧＭ：（笑）。では、ナヴァールの言葉をきっかけに、四人は解かい散さんとなる。それぞれ伸びでもしつつ部屋を出て行―――。

ピアニィ：あ、待って！　ちょっとみんなを呼よび止とめます。

アル：ん？

ナヴァール：どうなされました、陛下。

ピアニィ：えっと、少しお礼を言いたいなって……。

アル：礼？　なに言ってんだこいつ、ってな顔をしよう。

ピアニィ：……最初は小さい国でした。すぐに滅ほろんじゃってもおかしくないくらい、ちっちゃい国です。

アル：ああ。それが？

ピアニィ：ここまでこれたのは、みんなのおかげ。だから、お礼を言いたいなって……。

アル：コン、と頭を小こ突づきます。

ピアニィ：あたっ!?　な、なんですかアル！

アル：あのな、そんなこと言わなくてもいいんだよ。いちいち。別にお前のためにやってるわけじゃないんだから。

ピアニィ：え―――っ!?

ナヴァール：ははは、アル。少し言葉が足りないようだな。

アル：あ？

ナヴァール：陛下、アルはこう言いたいのですよ。「お前のためにやってるんじゃない。俺たちは一緒にやってるんだ」

ピアニィ：おお！

アル：（苦笑いをしながら）ちっくしょう、うまくまとめやがって……（笑）。

ＧＭ：ではすてきなオチがついたところで、オープニングを終しゆう了りようしよう（笑）。ミドルフェイズに入って、エストネル王国王都エル・フィン・フリットに向かうまでを演出しよう！

アル：お？　いきなり儀式の会場にいくんじゃないんだ？

ＧＭ：ええ（笑）。途中、どんなイベントが待っているかは……お楽しみに。まあ、この第七巻のセッションは楽しいお祭り企き画かくみたいなものなので。うひひ。

アル：いやな予感しかしねえ……（笑）。











ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆伝説の先せん輩ぱい、再ふたたび




　エストネルにある、シェルドニアン学園。

　ここは、貴き族ぞくの子女たちの教育を目的とした教育機関である。

　そしてピアニィの母校でもあり……彼かの女じよが最初に伝説を残した場所でもあった。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入ろう！　まず、舞ぶ台たいとなるのは―――エストネル王国領りよう内ないにある、シェルドニアン学園となる。

ピアニィ：シェルドニアン学園!?




シェルドニアン学園

　前ぜん述じゆつしたとおり、エストネル王国に創られた学校である。

　世界各国から生徒を募つのっている名門校で、実じつ践せん型がたの授じゆ業ぎようがカリキュラムに組くみ込こまれており、生徒たちは基き本ほん的てきに生徒同士でギルドを組む。

　生徒同士の試合や、学校の地下に存そん在ざいする地下迷めい宮きゆうの探たん索さく訓練などがふつうに行なわれる。それどころか、学園祭や感かん謝しや祭さいなどあるたびに、戦せん闘とうを基き幹かんに据すえたなにかしらのイベントが開かい催さいされることで有名である。

　前ぜん巻かんに登場したエルザ・ブルックスはこの学園の教きよう師しの資し格かくを持っている。

　また、ピアニィの母親ティナ・アヴェルシアもこの学校に在ざい籍せきしていた。
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　なお、この学校を舞台とした作品はふたつある。

　ひとつはコミックとなる『アリアンロッド・サガ　コンチェルト』。

　そしてもうひとつが『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』だ。




ピアニィ：シェルドニアン学園にまた来ることになるとは（笑）。そっか、ここもエストネル王国でしたもんね！（笑）

ＧＭ：そうそう。えー……そんなわけで。（大きな声で）はーい、入ってきていいよー！

謎なぞの声：はあーい♪

ピアニィ：っ!?

謎の声：お邪じや魔ましまーす♪（バタン、とドアを開けて会議室に入ってくる）

ピアニィ：え、あれっ!?

ナヴァール：（わざとらしく）おやおや、菊きく池ちさん。なにか見み慣なれない人がいますよ？

ＧＭ：（わざとらしく）あれ？　いったい誰だれだろう？

見慣なれない人：ひ、ひどい!?

ピアニィ：（超笑顔で）なんでいるのっ!?　なんか、ドＭっぽい人がいますよー？

ドＭっぽい人：ちょっと待ってくださいっ、それどういう意味ですかあ!?（笑）

ＧＭ：というわけで、この場に見慣れない人が約一名います。さあ、自じ己こ紹しよう介かいをどうぞ。

緑谷：はーい、緑谷明澄りよくや・あきすみでーす。




緑谷明澄

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』の著ちよ者しや。

　大竹みゆ率ひきいるＴＲＰＧサークル・ルティナスの中ちゆう核かくメンバーでもあるライターだ。

　大竹みゆの、超ちよう親しん友ゆうである。

　それではどのくらい親友であるかと言うと、ふたりをひとつのセッションで一いつ緒しよにすると…………………いかん、危き険けんすぎて書けない。

　ともかくそんな親しん密みつであるとだけ、考えてもらおう。
















ピアニィ：え、え!?　ほんとなんでいるのっ!?　見学っ!?

緑谷：そんなわけないじゃないですかあ、部長ぉっ！

ピアニィ：え？　じゃあ……？

ＧＭ：さっきも言ったとおり、今回は全ぜん編ぺんを通してお祭り企き画かくなのでちょっと協力してもらおうかな、って。

ピアニィ：協力？

ＧＭ：そう。このシーンの舞台はシェルドニアン学園だ。この学園を舞台にしたリプレイと言えば、『エチュード』だ。

ピアニィ：ほむほむ。

ＧＭ：というわけで、このシーンのＧＭを緑谷さんにお願いすることにした。

ピアニィ：えぇ――――――っ!?

アル：な、なんつー無む茶ちやを……（笑）。

緑谷：はい、そんなわけで呼よばれました……（笑）。

ＧＭ：でも、緑谷さんがＧＭするのはもうちょいあと。まずは最初の解かい説せつを、前ぜん座ざの私わたしが務つとめさせていただきます。少々お待ちくださいませ、緑谷様。

緑谷：やめてくださいよっ、きくたけさんっ!?

ＧＭ：うひひ。大だい丈じよう夫ぶ、キミならできる。信じてる。

緑谷：はい、ありがとうございま……ってなんですかっ!?　なんか部長がすごい笑え顔がおなんですけど……っ!?（笑）。

ＧＭ：ああ、いじめていい対象が現あらわれたから……。

緑谷：なんですかそれ!?

ピアニィ：だって、明澄ちゃんドＭなんだもん!!（笑）

緑谷：ひ、ひどい―――っ!?（爆ばく笑しよう）　でも部長の、私の扱あつかいってそんなものですよねぇ～……。

ピアニィ：（超笑顔で）でも今、あたしの心が解かい放ほうされました！

緑谷：え、な、なにか開けちゃいけないものを開けてしまった気がする……（笑）。

ベネット：闇やみが……。

アル：で、菊池さん。このシーンはどんな状じよう況きようなんでしょう……（笑）。

ＧＭ：あ（笑）。えー……この場面は、大勢の護衛を連れたフェリタニア首脳一行が、エル・ウォーデンからの招しよう聘へいを受けてエストネル王国までやってきたってシーンだ。

アル：ああ、それでエル・ウォーデンに会う前にシェルドニアン学園に立ち寄ったってシチュエーションか。やっと繫がった（笑）。

ＧＭ：そういうこと。さて、走る馬車の車しや窓そうより外を覗のぞけば、そこには学園の巨きよ大だいな校門がそびえ立つ。その向こうには学園の敷しき地ちが広がり、校こう舎しやが悠ゆう然ぜんと立っているのが見える。

ピアニィ：わあ、懐かしい、と言いま……。

ベネット：（その言葉を遮って）では、あっしはシェルドニアン学園の校門に書かれた文字を見て、ガクガクと震ふるえ始めます。

ＧＭ：文字？

ベネット：「この門をくぐる者は、一いつ切さいの希望を捨すてよ」

ピアニィ：!?

ＧＭ：書いてねえよ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

アル：ゴクリ……さ、さすがは姫ひめさんの母校だぜ……。

ＧＭ：だから書いてないって!?（一同爆笑）

ベネット：な、なぜだろう。近づくと寒気がするでやんす！

ナヴァール：そういや、ベネットはここで氷漬づけになったんだったな（笑）。

ピアニィ：あ（笑）。




　ベネットは以前、ピアニィのお付きとしてシェルドニアン学園にやってきており、そこでひどい目に遭あったのである。

　くわしくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』をお読みいただきたい。




アル：あれ、俺も来たことある？

ナヴァール：アルは、たしか校門の前まで迎むかえに来たはず。

緑谷：はい。そういう演えん出しゆつをさせていただきました。

アル：ああ、そうか。今回は俺も中に入っていいのか？

ピアニィ：いいですよね、ナヴァール？

ナヴァール：うむ、前回とちがってお忍しのびではありませんからな。公式な訪ほう問もんとなれば、陛下に帯同されるは正当な行為かと。

ＧＭ：そのとおり。車窓より覗く校舎に見入れば……。

アル：「ピアニィ陛へい下か、統一帝おめでとう！」と書いた垂たれ幕まくが屋上から垂れ下がっている。

ナヴァール：そして近くの商店街ではピアニィ陛下統一帝記念バーゲンセールがやっている。

ベネット：さらに、学園のリビングに行くと「この学校から統一帝アルドワルダが出ました」って書かれたポスターがべたべた貼っており……（一同爆笑）。

ＧＭ：では、学園に入ったあとから緑谷さんにお願いするとして……ともかくピアニィ陛下にお出ましいただこう。

ピアニィ：はあい！

ＧＭ：まず、ピアニィを始めとしたフェリタニア首脳陣（ぶっちゃけＰＣたち）が乗った馬車が校門の前に到着するところから始まる。

ベネット：ちなみに、校舎の窓まどからその光景を見ていたシェルドニアン学園の生徒は、一行が乗る異常に豪華な馬車を見て―――「げぇっ!?　なんだあの馬車はあっ!?」と驚きよ愕うがくし……。

ピアニィ：豪華なの？（笑）

ＧＭ：きっと防弾装備もばっちり、大統領が乗るようなストレッチ・リムジンみたいな馬車。

一同：でかっ！

ピアニィ：どんな馬車っ!?

ＧＭ：とにかく降りてほしい（笑）。まず、馬車に就いている衛士が馬車のドアを外からチャッ、と開けると……。

ナヴァール：巻かれていた赤い絨毯がゴロゴロゴロ―――っ！　っと校門まで伸びたり。

ＧＭ：そうそう。それと同時に、伸びた絨毯の脇に数十名の騎士たちが一斉に立ち並んで道を作り、ザッ……！　と、剣を捧げる。

ピアニィ：っ!?

アル：さらに姫さんが馬車から一歩、降り立つと楽がく団だんが荘そう厳ごんな音楽を演えん奏そうし始める（笑）。

ピアニィ：なんで楽団!?　どこから出てきたんですか！

ＧＭ：フェリタニアから連れてきたんだろう。

ピアニィ：そこまでするっ!?　ちょ、ちょっとこういう豪ごう華かなのはっ!?

ナヴァール：ははは、今回はエストネル王国への正式な訪問ですからな。合衆国大統領としてはこれくらいは当然でありましょう。

ピアニィ：いえいえっ、大統領になったからこそ贅沢な感じにしない方が！

ナヴァール：そうはまいりません。今回ばかりは陛下にもビシッとしてもらわねば。ささ、民に動揺するそぶりをお見せなさいますな。

ピアニィ：うう……っ!?　じゃ、背筋を伸ばして動揺してないふりをして馬車から降ります。

アル：おっと、じゃあ俺は先に降りて前を歩こう。

ベネット：ではあっしはしんがりを。

ナヴァール：ふむ、私はすぐ陛下のうしろに付こう。さ、陛下―――。

ピアニィ：はい、と静かに馬車から降りま……。

ＧＭ：―――大歓声。ピアニィが馬車の中から姿を現わすと同時に、地面を揺るがすほどの大歓声が巻き起こった。

ピアニィ：!?

ＧＭ：前を見れば校舎のあちこちから生徒が顔を出し、校庭にも無数の生徒が群がっておりまして、みんな笑顔で声をあげているぞ。

緑谷：きっと校長とか、先生たちもみんな出迎えているかと思います！

ピアニィ：そこまでしないでも！　あたし、ここではただの生徒ですよ!?

アル：ただの生徒じゃないだろう（笑）。

ＧＭ：ええ。ピアニィはこの大陸の有史以来、大陸を統一したふたり目の人物だよ。本来なら、ここにいる大半の人間が近寄ることもできない立場だ。動じないふりをしつつ、校門をくぐると―――先生たちは一斉に頭を下げて臣下の礼を取る。

ピアニィ：……じ、じゃあ、先生とか見つけて、お久ひさしぶりです……。

ＧＭ：では、声をかけられた校長先生は落ち着いた表情で微笑み……。

緑谷：「お忍しのびできてから、二年ぶりですねえ」と（笑）。

ピアニィ：はい（笑）。

ナヴァール：じゃあ、私は『エチュード』の時のように校長先生とお茶でも飲もう。

緑谷：じゃあ、その誘いにエゴール校長は「お茶でも、チェスでも？」と言葉を返す、って感じですね。
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ナヴァール：ふむ、では校長室へと参りましょうか。というわけで陛下。久しぶりの母校です。短い時間ではありますが……ほんのひと時、学園内で楽しまれるがよいかと。

ピアニィ：ええっ……!?（笑）

ベネット：いきなり自由行動に（笑）。

ナヴァール：この学園内の警備は万全です。ここにいるかぎり、安全でありましょう。……と、退場してもよろしいか？（笑）

ＧＭ：ＯＫです。ぶっちゃけ、ここはピアニィのシーンであとは緑谷さんにぶん投げるので。

緑谷：ひ―――っ。

ナヴァール：さて、アルとベネットもお茶に呼ばれるか？

アル：いやいやいや、さすがに俺は護衛をするが……（笑）。

ピアニィ：じゃあ、せっかくなのでアルとベネットちゃんに学園内を案内します！

ＧＭ：では、笑顔を見せたピアニィに、お付きの文官がこう告げる。「陛下、ここに滞たい在ざいできる時間は一六分と八秒です」

ピアニィ：じゅっ……!?

一同：短っ!?（笑）

ＧＭ：ちなみに時期的には、今日は感謝祭最後の日なので、そのへんを使ってうまくシーンを演出してやってほしい。では、ここから緑谷さんお願いします。

緑谷：はーい！　えーと、それでは今日は一〇月の感謝祭の日ということで……。

ピアニィ：わくわくわくわくわくわく!!（←目がらんらんと輝き始める）

緑谷：ぶ、部長……っ、目が……っ。

ピアニィ：で？　で？　感謝祭が？（笑）

ナヴァール：七面鳥とアップルパイの日（笑）。

緑谷：そうです（笑）。七面鳥とアップルパイを獲とってきて、プリンスとプリンセスを決めるという。自じ宅たくに帰省できない生徒たちにとっての、大きなイベントです。そんな感謝祭で賑わう学園なんですけどぉ……。

ピアニィ：うんうん（笑）。じゃあ、生徒たちに手を振ります（笑）。

緑谷：ざわ……っ、と全校の生徒たちは遠とお巻まきにどよめいて物陰に隠れます。

ピアニィ：なんでぇっ!?（一同大爆笑）

アル：そりゃ……（笑）。

ベネット：「目を合わせたらやられるぞ!!」とか、いろんな伝説が流る布ふされてるでやんす。

ピアニィ：だ、大だい丈じよう夫ぶだから―――っ！　母校に寄っただけだから―――っ!?（笑）

緑谷：どうしてって叫んでも、生徒たちが姿を見せる様子はありません（笑）。

ピアニィ：い、いいもん！　いきましょう、アル！　案内します！

アル：な、なあ、姫さん、なんで生徒たちはあんなに……？

ピアニィ：い、いいから！（笑）　アルを引っ張っていきます！

アル：じゃあ、なにか事実から目を背けつつ……（笑）。俺は学校の様子を見回して……へえ、ここが姫さんが勉強した学校かあ、とキョロキョロ。

ピアニィ：そうそう！　ここが校舎でね、あそこが体育館ね！　……って、アルに順番に教えていきます！

アル：へー、と言っておこう（笑）。

ピアニィ：で、あっちでいつも試合しててー！　って、聞いてるベネットちゃん！

ベネット：き、聞いてるでやんす。

ピアニィ：でねでね！　あそこで『殺意の《フロストプリズム》』を歌ったのっ！（笑）

ＧＭ：……いかん、陛下が生き生きしていらっしゃる。

アル：ベネット……前に……なにがあったんだ。今日の姫さん、やたらテンションが高いぞ。

ピアニィ：ここでヤンヤンを見つけたの～！　とか！（笑）




　最近、すっかり影の薄いヤンヤンだが、実はピアニィがかの小竜と初めて出会ったのはこのシェルドニアン学園でのことである。

　学園の地下には、学園の創立前から地下迷宮が存在している。この迷宮はかなり昔に作られたもので、その広さも相当なものだ。

　その浅い層に限って学園の授業に使われるが、生徒のレベルでは侵入が禁じられているエリアが存在する。学生時代、ピアニィはこの禁止エリアにてヤンヤンを発見したのである。




アル：じ、じゃあ……禍まが々まがしい迷宮の入り口を見て、「あそこで……？」と戦せん慄りつしていよう。

ピアニィ：あ、ごめんなさい、アル。ひとりで盛もり上あがってしまって！

アル：いや、聞いてて楽しいよ。俺は学校ってのにはまったく縁えんがなかったからな。

ピアニィ：ああ、そっか。

アル：幼よう少しよう期きに家を飛び出して、そのまま師匠に弟で子し入りしてるんで（笑）。まあ、それはともかくハデな校内を見回して言おう。……しっかし、さすが貴族の子どもたちが集まるところだなあ。生徒もみんなお上品って言うか……。

ピアニィ：でも、授業は戦せん闘とうばっかりなんです。

ＧＭ：そんなことないからっ！　普ふ通つうの授業もあるからっ!!（笑）

ピアニィ：ちなみに、エルザ先生に初めて会ったのもこの学校です！

アル：……エルザ姉も変なことを……（笑）。

緑谷：では、ピアニィが学園を回っていると、寮りように残っていた生徒たちが「なんだなんだ」「あっ、ピアニィ先輩じゃない!?」「うおっ、校内に入ってきた！」とざわめき始めます。

アル：（生徒になって）「馬ばっ鹿か、陛下って言えよ！」（一同爆笑）

ベネット：（生徒になって）「閣下だろ、閣下！　閣下だろ、今なら！」（笑）

ナヴァール：（生徒になって）「だってぇ、先輩は先輩じゃ～ん！」とか（笑）。

緑谷：生徒たちはピアニィ先輩とお話ししたいという雰ふん囲い気きを出しつつ、遠とお巻まききに見てますね。

ＧＭ：まあ、近づき難がたいからな。

ピアニィ：なんでぇ!?　来てよ来てよぉ～！　寂さびしいよぉ～！（笑）

ＧＭ：「近くに来てもいい」ってサインを出さないと、生徒は近ちか寄よってこれないんじゃ（笑）。

緑谷：そうですね。気き後おくれして近づけないんじゃないかと。

ピアニィ：そ、そっか。じゃ、じゃあ……「おいでおいで」ってやる！

緑谷：そうするとですね、生徒たちはみんなで顔を見合わせたあと……「ピアニィせんぱーい！」という感じで「わ―――っ」と駆かけ寄よってきますね。

ピアニィ：わーい♪　……で、魔ま法ほうをぶっ放せばいいの？

緑谷：ひ、ひどいっ!?（一同爆笑）　どうしてそうなっちゃうの!?（笑）

ＧＭ：そんな緑谷さんの叫びを尻目に魔法は炸裂し……。

アル：するのかよっ!?

ベネット：（生徒になって）「こ、これが……伝説の《フロストプリズム》……」

アル：（生徒になって）「み、見ろよ。陛下、笑ってるぜ……」

ピアニィ：これがこの学園の挨拶なんですよ。

ＧＭ：そんな挨あい拶さつがあるかあっ!?（笑）

ベネット：「ピアニィ先輩、魔法を飛ばしていいですか!?　あの、《アベンジ》していいんでっ！」と集まってくる生徒たち。

アル：それってどうなのっ!?

ピアニィ：（超嬉しそうに）じゃあ、ひとりずつ並ならんでね～♪

緑谷：《アベンジ》するんですか？（笑）

ベネット：アントニオ猪いの木きにビンタされるのと同じじゃないですか！（笑）

ピアニィ：そうそう、そんな感じ♪

アル：……が、学校って変なところだなあ。これじゃあ傭よう兵へい隊たいと変わんねーや（一同爆笑）。

緑谷：そんな生徒の中には、「ピアニィ陛下の隣となりにいる、あれがアル・イーズデイル!?」「その隣にいるのは、もしや!?」と声をあげる人がいま―――。

ベネット：（割り込んで）はっはっはっ、あっしこそはクラン＝ベルの四英―――。

ナヴァール：（割り込んで）「ね、ね？　さっき校長と一緒にいたの、ナヴァールさんじゃねえ？」「うっそ、まじで」と。

ベネット：スルーされたっ!?　ち、ちらっちら……っ！（一同爆笑）

緑谷：あ、大丈夫ですよ。「サインもらってもいいですか？」とベネットのとこにやってくる生徒もいます。

ベネット：おおっ!?

緑谷：三年生なら、『エチュード』でベネットがやってきたのを知っていますから。

ベネット：うん、まあ、あっしもちょっと迷めい惑わくをかけたかもしれないでやんすがね？

ピアニィ：大だい迷めい惑わくだった！（笑）

緑谷：では、そんな時です。人だかりの中から、こんなやりとりが聞こえてきます。「ほら～、ユファさん、がんばるドラ～」「ユファさん、これも神の試練です！　がんばってください！」

ピアニィ：お。『エチュード』のＰＣたちもいる！　ユファ～。




ユファ・プリムナード・コネリー

　シェルドニアン学園に通うヒューリンの女子生徒。高飛車な言動が目立つが、実は素す直なおになれないだけで、つい思っていることと反対のことを言ってしまう難なん儀ぎな性せい格かくをしている。

　学園の行事がきっかけでパル、ユーキリス、ルーチェと共にギルドを結成。　ギルド名は『～～してあげてもよくってよ』と、なんかあるたびに変わる。

　ちなみにプレイヤーは大竹みゆである。
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緑谷：さらに、ちょっと大人びた感じの少年の声で「……なあ、声をかけようぜ。今の俺ら、〝ピアニィ先輩に話しかけてあげてもよくってよ〟だしなー」という声が……（一同爆笑）。

一同：〝話しかけてあげてもよくってよ〟!?（笑）

ピアニィ：ギルド名が―――っ!?

ベネット：ま、まさか統一帝になろうというピアニィに、上から目線でギルド名をつけて挑いどむ者たちがいるとは！（一同爆笑）

緑谷：で、ピアニィにはわかるんですが……「だって、だって、恥ずかしいじゃないのっ！」っていう、あわあわした女の子の声が。

ピアニィ：じゃあ……そんなに恥ずかしがってると、《フロストプリズム》ですよっ！　と言って……ぶっ放します。

緑谷：ちょっとぉぉ!?（一同爆笑）

ベネット：容赦しない陛下であった。

ＧＭ：そして重軽傷者五十名を出したこの事件は〝事故〟して扱われ、歴史の闇に……。

ピアニィ：ちがうちがうっ！　向こうが《インタラプト》持ってるの知ってるからっ!!（笑）

緑谷：と、そんなところで、前に会った時よりだいぶ大人びたユファちゃんと目が合います。

ピアニィ：わー♪

緑谷：ユファちゃんはピアニィと目が合った瞬しゆん間かんに言います。「逃にげるわよ、みんなっ!!」
















ピアニィ：えぇっ!?（一同爆笑）　なんで逃げるのぉ!?

ＧＭ：『エチュード』二巻の時、あんたも逃げただろう。ピアニィから。

ピアニィ：だって怖こわかったんだもん！

ＧＭ：というわけで、中の人を入いれ替かえて演出するという今回のコンセプトでした。

ピアニィ：でも、速いから追いつくよ、たぶん。

緑谷：追いついちゃうの!?（笑）

ピアニィ：ふふっ、と笑って理知の宝ほう玉ぎよくを使います。

アル：【行こう動どう値ち】を一気に上げた……だと！　笑顔のまま、消えるピアニィ。

ベネット：「馬ば鹿かなっ、消えた!?」（笑）

ピアニィ：こっちです（←ユファの背後に姿を現わしたらしい）。

緑谷：「いや―――っ!?」（←うしろを取られたらしい）

アル：さっきから姫さんの動きが『ドラゴンボール』みたいなんだが。

ベネット：「フフフ、知らなかったの？　大統領からは逃げられない」（一同爆笑）

ピアニィ：もう、やめてぇ～！　ちゃんとやってるんだから～！（笑）

ベネット：ちなみに、『２Ｅ』じゃ【行動値】を上げても移動力は増えないのでほんとは追いつけませんが（笑）。

ＧＭ：まあ、ともかく、もじもじしている少女がいるということがしたく……（笑）。

ピアニィ：ユファちゃん、人見知りは克こく服ふくしたんじゃなかったの？

緑谷：そうするとユファちゃんは、「だ、だって久しぶりですから、なんてお話しすればいいか、わからないんですもの……」と、顔を赤らめながら。

ピアニィ：そしたら、頭をなでなでしながら……。

ＧＭ：《フロストプリズム》を。

一同：《フロストプリズム》を!?

緑谷：「不意打ち……だと……!?」（笑）

アル：（げらげら笑いながら）不意打ちにもほどがあるだろう！（笑）

ピアニィ：不意打ちしません！　えっと……ユファちゃん、背せが伸のびましたね、なでなで。

緑谷：おお～。嬉うれしいですねえ。そうすると、「こ、こんな人がたくさんいるところで、やめてくださいっ」とユファは照れています。

ピアニィ：もう～、一いつ緒しよに体育館で歌った仲じゃない～（笑）。

緑谷：「それはそうなんですけど……っ」という風にあわあわしたり。

ピアニィ：お友達はできた？

緑谷：ユファちゃんは自信満々に胸むねを張はって、「もちろんですわっ！」と答えます。

ピアニィ：うふふ。そうだねっ。もう二年も経ってるもんね！

緑谷：で、ルーチェちゃんも、ベネットさんのことを覚えていて「ベネットさんですよね。お久しぶりです」と、ぺこりと頭を下げます。

ベネット：お久しぶりでやんすな～。

緑谷：えっと、ユファちゃんたちは、アルとはたぶん、ちょっとしか会ってないので。

アル：まあ、全然知らないんじゃないかな。

ピアニィ：じゃあ、紹介しますね。あたしの世話係をしてくれていた、コネリーの孫まご娘むすめのユファちゃんです。

アル：あの、爺じいさんから、この……あ、うん、ごめん（笑）。

ピアニィ：あたしとは、一緒に修しゆ行ぎようした仲なんだよね。

緑谷：そうです、そうです。「ピィ姉様は姉あね弟で子しなんですわ」とユファはちょっと誇ほこらしげに言って……「ユファ・プリムナード・コネリーと申しますわ」と、スカートの裾すそをつまんで、ぺこっとお辞じ儀ぎをします。

アル：じゃあ……おう。アル・イーズデイルだ、と返しておこう。

ピアニィ：ユファちゃんはレベル１なのに《フロストプリズム》が撃うてるのよ～（笑）。

アル：……姫ひめさん。使えるスキル以外になにか紹介の方法はないのか。

緑谷：他のギルドメンバーも「ルーチェ・ルベドと申します」ぺこっとしたり、「ユーキリスと申すドラ～」と言ったり。……パルくんはなんと言うんでしょうね？

ナヴァール：きっとね、「すっげぇー!!　ホントに剣けんを四本持ってるぜぇー!!　本物のアル・イーズデイルだー」と、アルの周りをくるくる回る。で、こう言うだろう。「あの、参考にするので剣とか振ふってもらっていいっすかね？　一いち応おう体育館のほうで……」（笑）

アル：も、問題あるんじゃないのぉ？（笑）

ナヴァール：（パルになって）「体育館なら大丈夫っすから！　なんなら木刀とかでもいいっすから！　構かまえるとことか見たいんすけど！」

アル：ひ、姫さん。これ、付き合ってやっていいのか？

ピアニィ：木刀だとパルくんが吹ふっ飛とんじゃうから……アル、爪つま楊よう枝じで！

一同：爪楊枝!?

アル：爪楊枝！　……さ、参考になるのかなあ。まあ、構えますが……。

ナヴァール：「す、すげぇ！　爪楊枝なのに隙すきがねえ!!　打うち込こめないぜぇ!!」（笑）

緑谷：全員、目を丸くして見ています。

アル：……こいつら、大丈夫かなあ（笑）。

ナヴァール：ともかく爪楊枝を持っているアルに、「すげー!!　この威い圧あつ感かん!!」って言って、突とつ然ぜんぺたっと座り込み…………………………「参りました」。

緑谷：パルが頭を下げた!?　「た、タマちゃんが頭を下げたわっ……！」……とか、そんなノリになるんじゃないでしょうか。

ピアニィ：アル、さすが～♪

アル：馬鹿にされているようにしか思えねえ……（笑）。

緑谷：とまあ、そんな感じで話が盛り上がったりしていると、たまたま『エチュード』第二巻でアルトリウス祭の大だい規き模ぼ模も擬ぎ戦せん闘とうの話になりますね。




アルトリウス祭の大規模模擬戦闘

　アルトリウス祭というのは、我われ々われの世界でいうクリスマスみたいなもので、シェルドニアン学園ではこの日、さまざまなイベントを催もよおして祝うのだ。その締しめくくりに、大規模模擬戦闘が行なわれるのである。




緑谷：「今やったら、ユファとピアニィ先輩はどっちが勝つんだろう」とか、そんな話になるんですけれども。ユファちゃんはこの二年間でレベルもけっこう上がりましたので。

ピアニィ：ね、ユファちゃん、何レベルになったの？

緑谷：い、いくつかは想定してないですね……。

ベネット：（ユファになって）「８レベルです、ピィ姉様！」（ピアニィになって）「へっ」

アル：鼻で笑った―――っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：そんな意地悪なこと言いませんっ！（笑）

緑谷：（笑）。「もしお時間があって、またアルトリウス祭にいらしてくださった時には……再戦いたしましょう！」彼女は瞳ひとみをきらきらさせています。

ピアニィ：次はユファちゃんに隙すきを見せないように気をつけるね……（←敗北している）。

緑谷：「ひ、ひぃ……っ」　ユファは逃げ出しま……。

ピアニィ：ちょっと待って、逃げないでぇ―――っ!?（笑）

緑谷：では、そんな感じに和わ気き藹あい々あいとしているところで、そろそろお別れの時間となります。

ナヴァール：では、私が登場しよう。陛下、そろそろお時間です。名な残ごりは惜おしいことでしょうが―――まあ、また訪たずねてくることはありますゆえ……。

ピアニィ：また来られるのかな。

ベネット：ははは、まあまあ。この先は平和な時代がずっと続くんでやんすし……いくらだって、いつだって来れるでやんすよ（笑）。

ピアニィ：な、なんだかやな感じだなあ……（笑）。

アル：平和が崩くずれるフラグを、一本ずつ丹たん念ねんに立てることに余よ念ねんがないな（笑）。

緑谷：ユファちゃんは「もう行ってしまうんですの？」とちょっと寂さびしそうですね。

ピアニィ：うん。大事なお仕事があるからね。

緑谷：「みなさん、お気をつけて」　ユファちゃんは最後にピアニィにぎゅっと抱だきついて。「必ず、またいらしてください。きっとですわよ」と涙なみだぐんでいる感じですね。

ピアニィ：うんうん。じゃあ、「あらあら」って言って……（笑）。

ＧＭ：ピアニィ、なんか大人になったな。

ピアニィ：ユファちゃんには、お姉さんっぽいですよ？（笑）

緑谷：では、「ピィ姉様、みなさまもお気をつけて」と、ユファちゃんたちギルドメンバーが見送って……〝ピアニィ先輩たちを見送ってあげてもよくってよ〟ですが、たぶん。

ピアニィ：あはは。じゃあ、ユファちゃん、あれをお願い！

緑谷：あっ！　なるほど、わかりました。「姉様、わかりましたわ！　みなさんに幸さちあれ！」と、ユファちゃんがひゅっと片かた手てをあげると。空に《セレスチャルシャワー》のきらきらーっとした演出が入ります。

ピアニィ：きらきらーっ！

緑谷：そして馬車に乗のり込こみ、去っていくピアニィを全校生徒で送り出したって演出をしたところでシーンを切る……ような感じでいいですか？

ＧＭ：―――はい、ＯＫです。えー……以上、ＧＭは緑谷明澄でした。

緑谷：お疲れ様でした～（と、部屋を出て行こうとして……）。

ピアニィ：ええぇ～っ!?　ほんとにこのためだけにぃ～!?（笑）

緑谷：はい、このためだけにやってまいりました～（笑）。

ベネット：すばらしい！（笑）

アル：な、なんちゅう……（笑）。







◆Middle 02◆ひとつの世界のために




　エストネル王国の王都エル・ウィン・フリットは、美しい水上都市である。

　その迎げい賓ひん館かんでは、統一帝に推すい挙きよされたピアニィを祝うため、主しゆ催さいのグラスウェルズ王国を中心に、各国の要人が集まってる。

　今、華はなやかな宴うたげが始まろうとしていた。




ＧＭ：では、次のシーンといこうか。場所はエストネル王国の迎賓館。シェルドニアン学園を訪問した夜、そこでグラスウェルズ王国主催のパーティーが開催されるって場面だ。各国の要人と話をするって内容なので、ここは全員が登場となる。

アル：グラスウェルズ主催のパーティー？

ナヴァール：きっと各国の要人が集まり、セレブな雰ふん囲い気きが溢あふれているんだろう。

ＧＭ：そう。もちろんピアニィが統一帝になるにあたって、それを祝うための会だね。今や友好国となったグラスウェルズ……つまりはフィリップ王がこれを催すのはおかしなことじゃないだろう。

ピアニィ：わ～（笑）。

ＧＭ：世界の代表になったからというだけでなく、グラスウェルズにとってピアニィは恩人でもある。なにせあの国で起こった反乱はフェリタニアが手を貸さなければ鎮圧できなかったかもしれないわけで。

ナヴァール：ちなみに会場の部屋はどんな感じ？

ＧＭ：ああ、パーティー会場は広々としていて、東京ドーム一〇個分くらいありま……。

一同：広っ!?

ＧＭ：……うそですごめんなさい。小学校の体育館くらいの広さかな？

ベネット：い、いきなり例えが身近に（笑）。

ＧＭ：天井には、明々と輝く魔法のシャンデリアがきらめき、四方の壁にはアルディオン大陸の歴史を描いた立派な絵画が飾られている。

アル：アルディオンの歴史？

ＧＭ：うん。一枚目はエリンディル大陸で妖魔と戦う戦士たち。二枚目に目を移すと、神竜王セフィロスに導かれた戦士たちが大陸に上陸する様子だね。

ピアニィ：見てすぐわかるもの？

ナヴァール：わかるでしょう。この世界でセフィロスを知らない者はいないでしょうし。

ピアニィ：そっか。

ＧＭ：そして次の絵は、王権を表わす四つのアイテムを身につけた初代統一帝ウルフリックと神竜王の写し身である深紅竜アイン・ソフ―――それが、純白竜アインと共に描かれた絵。ともかく、そんな巨大な絵画が部屋の周囲を覆うようにして飾られている。

ナヴァール：きっとその絵を見るだけでこのアルディオン大陸の歴史が学べるようになっているんだろう。権威付けのために。

ピアニィ：なるほどー。

ベネット：うーん……菊池さんの場合、これだけ凝った描写をするからには、きっとなにかの伏線にちがいない……。

ＧＭ：うひひ（笑）。はたしてどうかな？

アル：また嫌らしい言い方を（笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、会場が談笑に満たされる中……やがて開会の時刻はやってくる。部屋の最奥のドアにスポットライトがバッバッと当たって―――。

ピアニィ：っ!?

ＧＭ：光に照らされる中、大きな白塗りの扉がゆっくりと開き始め……管弦楽団が一斉にファンファーレを鳴らす。

ベネット：「ピアニィ陛下の、おなぁ～りぃぃぃ……ぃ！」

ＧＭ：……という掛け声と共に、キミたちは入室する。一斉に巻き起こる拍手！

アル：ど、どうでもいいが俗ぞくっぽい入室だな（笑）。

ベネット：入場曲に「殺意のフロストプリズム」が流れるでやんす。

ピアニィ：あたし、歌わなきゃダメ!?

ＧＭ：やらんでいいっ！（笑）

ナヴァール：統一帝らしく、堂々としていればよろしいのです。

ピアニィ：ど、堂々とですね！　……キリっ。

ＧＭ：（笑）。では、凜とした表情を見せるピアニィの前に、各国首しゆ脳のう陣じんがずらりと並ならび、ピアニィを拍はく手しゆで迎むかえます。その中には、ピアニィが見知った顔が何人かいるんだが……最初にやってくるのは、お付きの兵士を従したがえた、グラスウェルズ国王フィリップ。

ピアニィ：フィリップって今、何歳になります？

ナヴァール：一四歳だね。年齢だけでなく、いろんな困こん難なんを乗のり越こえてきたことで精神的にも成長している。はず（笑）。

アル：もうそろそろ男の子ではなく、少年って雰囲気だな。ちなみにフィリップに護衛は？

ＧＭ：当然、随伴している。ちなみに、すぐ脇に立っているのはリシャールだ。




[image: ]




一同：出たあ―――――――――っ!?

ベネット：ふ、再び『無印』にリシャールが……っ！

ＧＭ：リシャールは礼を尽くした態度で微笑を浮かべたまま、言う。「ピアニィ陛下、このたびの統一帝へのご即位のよし、心よりお慶び申し上げます」

アル：ちがうだろう！（笑）

ベネット：『無印』リシャールにそんな真面目なセリフは期待してないっ!!

アル：菊池さんならあっちでしょう！　鼻から……！（笑）

ＧＭ：薔ば薇らの花でも出せばいいのか？

一同：鼻から薔薇の花っ!?（一同大爆笑）

アル：前は音だけだったのに、とうとう花まで出せるように……っ（がくがく）。

ピアニィ：……リ、リシャールさん、お久しぶりです……（笑）。

ＧＭ：「鼻からリシャール」

ピアニィ：………………。

一同：………………。

ＧＭ：だ、ダメだっ!?　助けて……！　なんか演出がおかしいおかしいっ!?

アル：知りませんよそんなのっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：薔薇は鼻から出さず、口にくわえているだけにしよう。

ナヴァール：……い、いや、それもどうかと。

ピアニィ：リ、リシャール……もっとかっこいいと思ったのに！（笑）

ナヴァール：『ブレイク』だと、もっとかっこいいよ！

ベネット：なのに、菊池さんが演出すると鼻から花を出すように……はっ!?　もしや、鼻と花をかけた高度なギャグ……っ!?（笑）

ＧＭ：ちげーよっ!?　そもそもただのダジャレじゃねえか！

ナヴァール：まあ、それはともかく話を進めよう。

ＧＭ：―――うむ。さて、ここからしばらくはフィリップをはじめ、グラスウェルズ……すなわち『ブレイク』関係のＮＰＣが登場するんだ。
















ピアニィ：はい（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、このブロックは社長にＧＭをしてもらいます。

ピアニィ：えぇ――――――っ!?

ベネット：ちょ……っ。

アル：き、菊池さん？　もしかして今回のセッション、全編通して……？

ＧＭ：うん、今回は『サガ』の各シリーズからＮＰＣが次々と登場する構こう成せいになっている。でも、それだけじゃ面おも白しろくないんで……実は『サガ』関連のＧＭをほぼ全員呼んで待機してもらっているんだ。『ゲッタウェイ』は組み込めなくて、藤井さんはお呼びしてないが！

一同：っ!?

ピアニィ：そこまでする――――――っ!?（一同大爆笑）

アル：まじで!?

ＧＭ：わはは！　今回はピアニィが統一帝になるってだけの話だからね。世界統一おめでとう、って感じで……まあ、お祭りお祭り！　どうだ、驚おどろいたか。

アル：あきれたわっ！（笑）

ＧＭ：というわけで、社長。『ブレイク』がらみ部分だけ、ＧＭをお願いします。

ナヴァール：いきなり言うなよ！（笑）

ＧＭ：社長の素す晴ばらしいアドリブ力があれば問題ありません。いけるいける。

ナヴァール：な、なんというひどい無む茶ちや振ぶり……（笑）。やるよ！　どんなシチュエーションだよ！（笑）

ＧＭ：うひひ。このシーンはグラスウェルズが主催する、パーティーとなるのはさっき説明したとおり。歓かん談だんしていると、ややあってホストであるグラスウェルズ王フィリップが、ピアニィの前にやってくる―――そんな場面です。

ピアニィ：フィリップ陛下の方から？

ナヴァール：ああ、それはそうでしょう。身分の低い人から、身分の高い人へ挨拶に行った方がいいからね。じゃあ……そこから俺がやろう。




　以下、ＧＭとしての鈴吹太郎は「鈴吹：」と表記しよう。




ＧＭ：ちなみにフィリップ、リシャールの他に、その場にはアンソンとカテナがいま……。
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ナヴァール→鈴吹：アンソンとカテナはいない。

ＧＭ：いないのっ!?

鈴吹：フィリップやリシャールがエストネルまで出張っているのに、王国軍師まで国を空けるわけにはいかん。そうだろう？　王国のために働け、王国軍師。

ＧＭ：しくしくしく……アンソンは本国で書類整理か……。

鈴吹：安心するんだ、カテナも残って仕事を手伝ってくれている。

ベネット：とばっちり……（笑）。

鈴吹：ええと、どうしようかな……では、まずフィリップは跪ひざまずいてピアニィの手を取り、甲こうに口づけをしてから笑顔で言います。「お初にお目にかかります、ピアニィ陛下。フィリップ・グラスウェルズと申します」

ピアニィ：あ、そっか。直ちよく接せつ会うのは初めてだもんね。

アル：姫ひめさんは王族だから、そういう挨あい拶さつには慣れてそうだなあ。

鈴吹：いや、『無印』一巻では、侍じ女じよに世話を焼かれるのを嫌いやがっていたから、どうも上流階級のしきたりには疎うとくあられるようだ（笑）。

ＧＭ：きっと、パーティーの一週間前くらいに、ナヴァールとナイジェルがよってたかってスパルタ教育で礼れい儀ぎ作法を施ほどこしたんじゃないの？（笑）

鈴吹：そこは、マルセルにでも教えさせておく。「なぜレイウォールはこのような教育を施さなかったのだ!?」とか文もん句くを言いつつも、きっちり教育してくれるだろう。
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ピアニィ：では、手を差し出してキスをしてもらってから……ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアです、と挨拶します。

鈴吹：「陛下が統一帝にならんと〝四し宝ほうの試み〟に挑む由、心よりお祝いいたします」

ピアニィ：ええと……このたびは、合がつ衆しゆう国こくの理念に賛さん同どうしていただき、まことにありがとうございます、と、言います。会場に集まっているみなさんに。

鈴吹：「こちらこそ、足をお運びいただきありがとうございます。ピアニィ陛下と話をしたいという方々が大おお勢ぜいいらっしゃいます」

ピアニィ：じゃあ、周囲にぺこりと頭を下げて……今はフィリップとお話ししますよ。きちんとお話をするのは、これが初めてですね。お会いするのを楽しみにしておりました。

鈴吹：「光栄です。グラスウェルズからの救きゆう援えん要よう請せいの際さい、きちんと言葉を交かわすことかなわず、申し訳なく思っておりました」

ピアニィ：いえ、そちらの状況は聞きき及およんでおりますから。大変だったと……ですのでお気になさらず―――。

鈴吹：「ありがとうございます」　フィリップは再び一礼して周囲の賓客を見回しますと、ピアニィに話しかけたそうにしている人がたくさんいるとわかります。

ピアニィ：あら。

鈴吹：「……さて、どうやら私だけが陛下を独占するわけにもいかないようです。最後まで、この夜会―――お楽しみください」　そう言って、フィリップはその場を離れます。

ピアニィ：し、しっかりしている。

鈴吹：では、そんなところで私のＧＭは終了です。

ＧＭ：終わりかいっ!?

一同：はやっ！（笑）

鈴吹：演出すべき『ブレイク』関連のＮＰＣがフィリップしかいないからな。なんかＧＭというよりは、いつものＮＰＣ乗っ取りと変わらん（笑）。

ピアニィ：あれ？　リシャールは？　かっこいいリシャールは？

鈴吹：（謎のかっこいいポーズをとって）「ふっふっふ。リシャ～～～ル……っ！」

一同：かっこよくね―――――――――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：見たかっ!?　みんな見たかっ!?　これがかっこいいと言われる『ブレイク』リシャールの本性だぞっ!?（一同大爆笑）

アル：それでも鼻から花を出すリシャールよりマシです。

ＧＭ：しくしくしくしく……。

鈴吹→ナヴァール：ではあらためて、ＧＭを返そう（笑）。

ＧＭ：ほい、返されました。では、そこで再び視点を会場全体に戻そう。そこには、各国から集まった多くの人がいるわけだが……ピアニィは、ふいに気づく。さっきからキミの方をチラチラっ、と見ているふたり組がいることに。

ピアニィ：ふたり組？　どんな人？

ＧＭ：その服ふく装そうからして、グラスウェルズの人間だとはわかるけど……。

ピアニィ：じゃあ、そっちを見ましょう。

ＧＭ：そこに立っているのは眼鏡めがねの青年とツンケンした女の子。青年はグラスウェルズの軍ぐん師し服を身に纏まとい、女の子は大きな剣けんを持っている。女の子は幻げん竜りゆう騎き士し団だんの紋もん章しようをつけてるね。

ピアニィ：誰……？

ベネット：あー……わかったでやんす（笑）。

ＧＭ：話しかけたそうにしているけど、話しかけられずにいるのがありありとわかる。

ピアニィ：えー？　グラスウェルズ関連でそんな人いた……？　アンソンもいないし……。

ＧＭ：うん、いない（笑）。

ナヴァール：……あー（←気づいた）。これ、ピアニィは会ってるけど、大竹さんは会ったことがないよね（笑）。

ＧＭ：お、そのとおり（笑）。

ピアニィ：え？　じー……っと見ますが。

ＧＭ：（笑）。では、ややあってキミは気づきます。それは、数年ぶりに再さい会かいするふたり。別れた時よりも、ずいぶんと大人びた雰囲気になっている。

ピアニィ：数年ぶり……？（しばらく考えて）……ああっ!?　もしかしてセシル……！

ＧＭ：正せい解かい！　そのふたりとは、セシルとコーディだ（笑）。




セシルとコーディ

　コミック『アリアンロッド・サガ　コンチェルト』の登場人物。

　シェルドニアン学園を舞ぶ台たいにした、その過去の物語において、ピアニィはセシルとギルドを組んでいたのである。

　一方、コーディは学園内にて敵てき対たいするギルドに加入していたが……のちにピアニィたちとチームを組むことになった少女だ。




ピアニィ：え、なんで!?　あれ、なんでふたりがグラスウェルズに!?

ＧＭ：うん、実はこのふたり、学園を卒業したあとにグラスウェルズ軍に入隊しているんだ。コーディは幻竜騎士団の見習い、セシルはアンソンの補ほ佐さって形で。

ピアニィ：このふたりも出てくるとは……びっくりした（笑）。

ＧＭ：『無印』第四巻に、ベルクシーレの警けい備び隊長としてセシルの兄が登場したの、おぼえてるかしら。彼の口くち利ききだと思われる。

アル：幻竜騎士団に入れるとは。あれって、エリート部隊ですよね？

ナヴァール：ああ、ふたりはシェルドニアン学園出身だからエリートなのはまちがいない。ただ、この会場にいる貴族たちの中ではペーペー扱いでしょうな。

ピアニィ：あの、声かけてもいいですか？

アル：むしろ姫さんの身分が高すぎるから、こっちから声かけないと。向こうからは声かけられる状じよう態たいじゃないぞ（笑）。

ピアニィ：わかりました。じゃ、昔みたいに包丁持って近寄ればいいですか？（一同爆笑）

ＧＭ：包丁はやめようよ！（笑）




『コンチェルト』第一話におけるピアニィとセシルの出会いは、学園で黄昏たそがれるセシルの元に包丁を持っているピアニィがギルドメンバー勧かん誘ゆうのために声を掛かけるというものであった。
















ピアニィ：じゃあ、普ふ通つうに近づきます（笑）。―――お久しぶりです、ふたりとも。

ＧＭ：ではセシルが「お久しゅうございます、ピアニィ陛下」と挨拶をする。コーディも落ち着いた表情で瞳を閉じて礼を尽くすな。

ピアニィ：セ、セシルさん？　コーディちゃん？　そんな、あらたまらないでくださいよ!?同じ学校で学んだ同級生じゃないですか！

ＧＭ：「ですが、この場では……」と頭を下げながら周囲を気にするセシル。同じく、コーディも頭を下げたまま―――「本当に、昔のままでいいの？」とポソリ。

ピアニィ：はい！　昔のままがいいです！

ＧＭ：「……本当に？」

ピアニィ：本当に、本当です！

ナヴァール：（笑）。では、そこで気を利きかせて近づこう。……おお、セシル殿どのにコーディ殿。貴き君くんらはたしか陛下のご学友でしたな。幻竜騎士団のおえらいさんの相手は、私がしておきましょう。ですので……。

ベネット：そうそう。せっかくだから外の空気でも吸すってくるといいでやんすよ！

ピアニィ：じゃあ、セシルさんたちと三人でバルコニーに出ます！

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、ピアニィたちは三人で連れ立って……バルコニーへと出た。夜の風が少し肌寒く、空に浮かぶ月が煌々と三人を照らし出す。その場に出るなりコーディは……「あああっ、肩かたが凝こったわ―――っ!?」　首をコキコキ鳴らして伸のびをする。

アル：おい、態度が豹変したぞ。

ピアニィ：お、お疲れだったんですね、コーディちゃん。

ＧＭ：「あんたのせいでしょ、あんたのっ!?」

ピアニィ：ええっ!?

ベネット：いきなりざっくばらんに（笑）。

ピアニィ：あ、あのコーディ……ちゃん？

ＧＭ：彼女は腰に手を当て、眉をつり上げる。「……ったく。あんた、なに大陸統一とかしちゃってるのよ！」

ピアニィ：だ、だってぇ！（笑）

ＧＭ：そこに、困こまった笑顔で割わって入るのはセシルだ。「ピアニィ、あらためて名乗るね。僕ぼくはグラスウェルズ王国、王国軍師補佐見習いセシル・フォーミダブル。アンソンさんに抜ばつ擢てきされて、この地位についているんだ」

ナヴァール：（セシルになって）「仕事を教えてくれるのは、補佐のカテナさんだけどね」（一同爆笑）

ＧＭ：……っ!?

アル：アンソンは仕事しないのか（笑）。

ピアニィ：それにしてもセシルさん、すっかりみちがえて。学生の頃ころから優ゆう秀しゆうでしたもんね。

ナヴァール：こういう真ま面じ目めで優秀な子は、アンソンが絶対見み逃のがさない！（きっぱり）

ピアニィ：コーディちゃんは？

ＧＭ：「いちおー、幻竜騎士団所しよ属ぞくよ。ま、見習いだけどね」

アル：大陸最強の騎士団だったけど、内ない乱らんのせいで人がいなくなってるだろうな（笑）。

ベネット：今、一いつ生しよう懸けん命めい人材登用中でやんすな。

ピアニィ：コーディちゃんが入ったのなら、リシャールさんも心強いんじゃないですか？

ＧＭ：「当然じゃない！　今はまだかなわないけど、三年後にはトップに上のぼり詰つめてるわよ！　あんたが大統領になれたんなら、あたしだって団だん長ちようになれるはずよ！」

ナヴァール：なんと強気なことか（笑）。

ＧＭ：「さすがにそれは言い過ぎだよ、コーディ……」セシルは苦にが笑わらいしつつ、言う。「少し前まで幻竜騎士団にはファントムなんとかっていうすごいチームがあったらしくてね。それにくらべたらお前はまだまだだって、いつもアンソンさんに言われるんで……コーディ、切れちゃって」

ピアニィ：コ、コーディちゃん……性格変わってないね……（笑）。

ＧＭ：「変える必要、ないもの」

ピアニィ：三年後、楽しみにしてる♪

ＧＭ：その言葉にコーディは応こたえず、代わりに「……フン」と強気な笑えみを見せる。

ナヴァール：ちなみに、セシルは騎士の家か系けいだし、かなり背が伸びているんじゃないかな？

ピアニィ：けっこーちっちゃいイメージあったけどな。

ＧＭ：実じつ際さい、かなり伸びてるよ。だから最初、一いち瞥べつしただけじゃわかんなかったんだ。

ピアニィ：なるほど（笑）。セシルさん、大きくなりましたね～。

ＧＭ：そして、昔話に華はなが咲さくわけですが。

ピアニィ：あ、あの時の子が、こんなに大きくなりました！　と、ヤンヤンを見せます。

アル：そこで巨きよ大だいになったヤンヤンが、ぬ……っと登場（笑）。

ＧＭ：「って、これあの迷宮で見つけたちっこい子？」

ピアニィ：はい♪

ＧＭ：「ふーん」と、しげしげヤンヤンを見つめたあと、なにを思いついたのか……「ね、そんなことよりさ―――」　コーディはずいっとピアニィに顔を寄せる。

ピアニィ：な、なに？

ＧＭ：彼女は会場内にいるアルをびしっと指さして言う。「ね、あれがフェリタニアの第一の騎き士しってやつよね？」

アル：こっちに振られた！　あー……俺は、会場で肉を食べてるか、リシャールと皮肉の言い合いでもしてるかだと思う（笑）。

ピアニィ：あの、アルがなにか……？　と、コーディに聞き返すけど。

ＧＭ：コーディは表情を一転、わくわくした笑顔で―――「で、どこまでいったの？」

ピアニィ：どこにもいってないけど。

ＧＭ：「……出会って二年でしょ？　あんたがなんかしてあげたとかないの？」

ピアニィ：んー……《ウィークポイント》とかかけました。

ＧＭ：「そんなこと聞いてないわよっ!?」（一同大爆笑）

ピアニィ：っ!?　じゃあなにを!?

ＧＭ：「……ほら、他になんかこう……ふたりの関係を表わすようななにかよ！」

ピアニィ：アルとの関係、なにかあったかなあ？　お説教の記き憶おくばかり（笑）。

ＧＭ：「手を繫つないで浜辺を走ったとか」

ピアニィ：ないよ、そんなの。出会ってからずっと戦ってた記憶しか。

ベネット：どーゆー男女関係でやんすか。

ＧＭ：「あんた学生時代とまったく変わってない！　相変わらず無む頓とん着ちやくで！」

ピアニィ：なに怒ってるのっ!?

ＧＭ：ふたりのやりとりを聞いたセシルが笑いをこらえる横で、コーディは言う。「なら、あたしが話をつけてきてあげる！」と、アルに向かって歩き始める。

アル：!?　な、なんだこの悪お寒かんは……！
















ピアニィ：ち、ちょっとコーディ！　と、止めます！

ナヴァール：ふうむ、ここは逆襲してみてはどうでしょう。コーディに、セシルとの仲が進しん展てんしたかを聞けば、止まるんじゃないだろうか？（笑）

ピアニィ：じ、じゃあそう言います！　そういうあなたこそって！

ＧＭ：コーディはそこでぴたりと立ち止まり、ギギギとピアニィの方に笑顔で振り向いた。「……やっぱり、世界平和のためにあんたは殺しておいた方がいいんじゃないかしら」

ピアニィ：ひどい、コーディっ!?（笑）

ＧＭ：「だったら、こっちの聞きたいことにちゃんと答えなさいよ！　あらためてストレートに言うわよ!?　第一の騎士は、男としてどうなのって聞いてるの！」

ピアニィ：強いと思います！（即そく答とう）

ＧＭ：「…………」

ピアニィ：アルはベルフト兄様を倒たおしたし、《カバーリング》で守ってくれますし、手数は多いし、戦士としてとても優秀な人ですっ！（力説）

ＧＭ：「…………」

ピアニィ：……あれ、もっとちがうこと言った方がいい？

ＧＭ：い、いや、そのままでいいんじゃないかな。ピアニィらしくて……。

ピアニィ：ともかく、身体を張って守ってくれる素す敵てきな騎士だと言いたい。

ＧＭ：爆笑するセシルと対照的に、壁に手を付いてうなだれるコーディがすべてをあきらめたような口調で言った。




「……あんたが言うと、ほんとにそのままの意味しかなさそうでつまんない」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……さて、ピアニィがセシルたちと盛り上がっているその一方、会場にいるアル＆ベネットに視点を移そう。

アル：お、はい。

ベネット：今、アルはリシャールと肉を取り合ってバトルしてるんでしたっけ？

アル：そんなわけあるか！（笑）　お互いに嫌味を言いつつ、けん制せいしつつ、そして殺気を放ちつつ……隙すきを狙ねらい合っている感じだ。

ベネット：な、なにゆえそこまで殺気立ってるでやんすか。

ナヴァール：（いきなりリシャールになって）「……で？　ベルフト殿どのとの戦いはどうであった、アル・イーズデイル」

アル：重たい一いち撃げきだったさ。たぶんあんたよりな。

ナヴァール：「…………ほう」

アル：だが、ベルフトって壁は乗り越えた。次に俺が乗り越えるのは……あんただな。

ナヴァール：「リベンジかね？　フ、いつでも来たまえ」

ピアニィ：ま、真面目でかっこいいリシャール（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、そんな殺気漂う雰囲気の中。「……アル・イーズデイル、ベネット」と、ふたりは声をかけられる。振り向けば、ステラがそこに立っている。

ベネット：おや？　レイウォール国王が、このクラン＝ベルの四英雄になにかご用でも？

アル：久しぶりだな―――って、そうか、ステラはもうレイウォールの国王だった。あんまり横柄な口の利き方もできないか（笑）。

ＧＭ：いや、ステラは、アルのそんな態度をなにも気にしてない様子だ。「うちのかわいい大統領閣下はどちらにいるかな？」

アル：ああ、バルコニーに出て行ったぞ。でも学生時代の友人と話をしているみたいだから、あまり邪じや魔ましない方がいいんじゃないか？

ＧＭ：ステラはセシルたちのことを知っているゆえ、その言葉をすぐに理解した。「そうか、それではピアニィはそのままにしておこう」　そう言いながら、ふたりに視線を移し……。

アル：あ？

ＧＭ：「お前たちと出会ってからも、もう二年が経つのだな。ここまで、ピアニィと共に歩いてくれたことを感謝する」

アル：あ、ああ。まあ、なりゆきってやつだ。だが、まだ終わったわけじゃない。ヒューバードだって見つかってない。ベルフトだって行方ゆくえ不明なんだろ？

ＧＭ：「……ああ。ヒューバードの行方は相変わらず、ベルフトもヴェレンガリア領から逃げ出して以後の足取りはさっぱりだ。そのうち、お前にも協力を仰あおぐかもしれないが、その時はよろしく頼たのむ」

アル：おい、ずいぶんと信頼されたもんだな。

ＧＭ：ステラは、優しげに微笑んでアルの肩に手を置いた。「お前たちはピアニィの一番の側近だ。信頼しないわけがないだろう？　妹に手を出したら全力で叩きつぶす、これからもあいつを頼む」

アル＆ベネット：こらっ!?

アル：いいセリフの中にさりげなく変な言葉が混ざってたぞっ!?

ベネット：相変わらずこの姉も大概でやんすな。

ＧＭ：「いずれにせよ、信頼を置いているのは変わりはない」

ベネット：まあ、任してほしいでやんす。この、エリンディル・チャンピオン・ベネットの腕うでにかかれば陛下を護るくらいのこと……。

ＧＭ：「……そういえば、お前はエリンディルに帰ったのではなかったのか？」

ベネット：…………。フッ、それがいろいろあって、運命がこの大陸にあっしを縫ぬい止とめたと言いますか……げっへっへっへ。本当は帰りたかったでやんすよ？

ＧＭ：「はは、お前は相変わらずだな。本当はただ照れくさいのだろう？　ピアニィのために残ったのだと言うことが」

ベネット：いやあ、それが本当に……。

ＧＭ：「またまた」

ベネット：本当でやんすよ！　あっしは噓うそなんてついてないって。あっしの目を見てほしいでやんす……っ！

ＧＭ：「目を？」スッ、とステラは目を細めてベネットの瞳をのぞき込……。

ベネット：ビ―――ムっ!!（←目からビームを撃ったらしい）

ＧＭ：「《プロテクション》」（←跳ね返したらしい）

ベネット：ぎゃ――――――っ!?（←跳ね返されたらしい）

アル：目からビーム撃ったあげくに跳はね返かえされて負けてるなよっ!?

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

アル：とりあえずベネットはほっといて！　……この会場、他には誰が来てる？

ＧＭ：そうだな、アルのわかる範囲で言うと……あとはドーントレス卿きよう、弱虫軍ぐん師しのセレステ。それから、ベルフトの乳う母ばであるジュリアナもいる。
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アル：ステラに言おう。こんなとこで時間をつぶしてていいのか？　あんたの立場なら俺ら以外にも話をすべき人は多いだろう……？

ＧＭ：「…………」

アル：…………？

ＧＭ：「では、その……なんだ。ああ、そうだ。これはたった今、思いついた話なので知らないならそれはそれでいいのだがその………ナヴァールがどこに行ったか知らないか？」

アル：最初っからそれが聞きたかっただけだろうっ!?（笑）

ピアニィ：あははははは（笑）。

アル：ナヴァールは身長でかいんだから、見つからない方がどうかしてるぞ！（笑）

ナヴァール：はっはっは、私は部屋の隅すみで座すわっていたのだろう（笑）。

ベネット：ステラ様、眼鏡めがねを買った方がいいでやんす……とりあえずナヴァールはいた場所は教えますが（笑）。

ＧＭ：するとステラは、近くにいたドーントレスをとっ捕まえつつ―――「ほうっ、そうか。ドーントレス卿、あとは任まかせた。私は所用を済すませてくる」と、サササ……っ、何処かへと歩き去っていった。

アル：…………歩き…去っていく？

ベネット：な、流れるように去っていったでやんす。

ＧＭ：その場に残されたドーントレス卿は眉を寄せて困った顔をしていますが。

アル：す、すまん！（笑）　あんたに用事があるわけじゃないんだ！　お、おいベネット！　ちょっとこの場を抜け出さねーか!?　こういう席は得意じゃない！

ベネット：ど、同感でやんす！　では、さっさとおさらば……。

ナヴァール：では、ふたりのとこに現われよう。……なにを騒いでいるのだ、ふたりとも。ちなみに私のうしろには各国の貴族が数人ぞろぞろとついてきてる。「おお、彼がフェリタニア第一の騎士に、異国の英雄ベネット殿か！」

ピアニィ：（貴族になって）「あら、ぜひともお話を聞きたいですわ？」

アル：逃げられね―――っ!?（笑）

ベネット：ていうかナヴァール！　あんたはステラと話をしてたんじゃないのか―――っ！

ナヴァール：ステラ？　いや、私は会っていないが？

ＧＭ：ス、ステラ……不憫な子……。

ナヴァール：ふむ、そういえばステラはフィリップ陛下とお話しをされていたな。

アル：ナヴァールを探しててフィリップに捕まったのか……（笑）。

ピアニィ：面白そうだからあたしもそこに現われます（笑）。

ＧＭ：当然、ピアニィのあとにはぞろぞろといっぱい人がついてきますが。

アル：も、もおいい……抜け出すのはあきらめた…………（笑）。

ナヴァール：あ、そこで陛下に声をかけよう。―――陛下、あれをご覧らんください。

ピアニィ：え？

ナヴァール：指さした先には、ステラとフィリップが楽しそうに話をしている。で、その光景を眺ながめつつ……レイウォール国王とグラスウェルズ国王があんなに楽しそうに、そして和なごやかに話し合うのは何年ぶりのことなのでしょう。

ピアニィ：ええ、昨年までは考えられないことでしたね。

ナヴァール：歴史書によれば、レイウォールを建国した旧フェリタニアの第二王子グリスと、グラスウェルズを建国した第一王子ベルオートはとても仲の良い兄きよう弟だいであったとか。今再び、その頃のような穏おだやかな時代がやってきましょう。

ピアニィ：―――はい。数百年ぶりの平和が、あと数日で……。

ＧＭ：……では、穏やかな雰囲気の中……やがてパーティーはつつがなく終了の時刻を迎える。その日、出席した全員はみな一様に笑顔だったと、のちの記録には記されている。そんなところでシーンを終了しよう！

アル：な、なんか、実は平和がこないでござるフラグを懸命に立ててるような……（笑）。







◆Middle 03◆それは男の意地と生命を賭けるにふさわしく




　宴の翌よく日じつ―――。

　ピアニィたちは迎げい賓ひん館かんに逗とう留りゆうしていた。

　寝しん室しつの窓より、眼がん下かに広がるエストネル王国の美しい街並み。

　レイウォールともグラスウェルズともちがう街の色につい見とれる、穏やかな日の正午。

　だが数分後、その気分を打うち破やぶる男は……やってきた。




ＧＭ：では、ここから新しいシーンが始まる。舞台はパーティーの翌日となるシーンだ。統一帝継けい承しようの儀ぎ式しき……〝四宝の試み〟まであと三日―――。

アル：三日？　まだイベントがなにかあるってことか（笑）。

ＧＭ：ピアニィたち一行は、エストネルの迎賓館に逗留している。王都エル・ウィン・フリットは湖に浮うかぶ水上都市で、そこから眺める景色は大変に美しい。

ピアニィ：わー♪

ＧＭ：そこにエストネルのえらい人たちや各国の王族、重要人物が次々と謁えつ見けんを申もうし込こんできて、その対たい応おうに追われながら儀式の日を待っているという状じよう況きようだね。

ピアニィ：い、忙いそがしいそうですね……。

ＧＭ：そんな中、予定された来賓の中に……さる大物がいることが、その日最大のイベントだった。

ピアニィ：さる大物？

ベネット：うっきー。

ＧＭ：（スルーして）―――というわけで、このシーンのＧＭを紹介しよう！　おーい、入って来ていいぞー！

かわたな：（がちゃっ、とドアを開けて）……ほい、かわたなでーす！

ピアニィ：おお、かわたなさん！（笑）　エンジェルファイヤーが出てくる!?




かわたな

　〝かわいそうな〟田中信二たなか・しんじ、略りやくしてかわたな。

　ＤＴＰからリプレイ執しつ筆ぴつまでこなすオールラウンドプレイヤー。かっこいいセリフを砂すなのように吐はくプレイヤーでもある。

　フェリタニアの特殊任務部隊・エンジェルファイヤーの活かつ躍やくを描いた『デスマーチ』シリーズの執筆を担当している。
















　なお、このシーンにおけるゲームマスターとしての彼は、「かわたな：」と表記しよう。

ＧＭ：では、あとはかわたなに任せた。昨日打ち合わせたとおり、やるべきイベントはひとつだ。よろしく！

かわたな：は、任されました。えー、では……ピアニィは謁えつ見けんの間で、ナヴァールも随ずい伴はんして次々と来る来賓の対応をしているって状況で。あ、アルとベネットも登場してもらおう。

アル＆ベネット：了解。

かわたな：では、その日の公務で最大のイベントがやってきます。謁見の間の扉とびらがギィー……と開かれると、そこに姿を現わしたのは三人の男女です。

ピアニィ：三人？　アキナとマルセルと……あれ？

アル：エンジェルファイヤーじゃないだろ。人数合わないし、大物と謁見って言ってるし。

かわたな：そのとおり！　ひとりは、ゴルフォードの錬れん金きん騎き士し団だんの騎士団長のゲオルグ、彼に寄より添そうように立っているのはイルゼという副官です。
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ピアニィ：ゴルフォードの人……？

ＧＭ：そう。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズで、エンジェルファイヤーといろいろやりあった相手だな。

ナヴァール：ひとつ言っていいか。

かわたな：はい？

ナヴァール：イルゼが……いるぜ。

一同：社長っ!?（大爆笑）

ナヴァール：『デスマーチ』の定番ネタなんだよ！　言わないと気が済まない。

ＧＭ：い、言いたくなる気持ちはわかりますが……（笑）。

かわたな：（気を取り直して）えー……このふたりは、ゴルフォード国王ドワーディンを護衛するという名目でやってきました。

ベネット：てことは……いるでやんすな？　さる大物が。

かわたな：いるってことです。さっき言ったビッグネームがそれ！　ゴルフォード王国国王……その名もドワーディン……！

ＧＭ：なんでそんなに力が入ってるんだ（笑）。

ナヴァール：ゴルフォードの王様、『無印』じゃ初登場だな。

ピアニィ：たしか、『デスマーチ』であたしと婚こん約やくがどうとか言ってたのって……この人でしたよね？

かわたな：そうそう、この人です。

ＧＭ：三六通のラブレターを送った男（笑）。

かわたな：陰気な瞳と素敵な猫背、そしてもうもうと生えたヒゲがチャームポイントなドワーディンは鼻息を荒あららげてこの部屋に乗り込んできまして……。

ピアニィ：っ!?

かわたな：いや、乗り込んでくるんですが……さっそく、ゲオルグに「陛下、落ち着いてください！」となだめられている有様……っ！

ＧＭ：もうダメだろっ!?（笑）

アル：な、なに、この人……と、たじろぐ俺（笑）。

かわたな：「おお、これはこれは陛下！　ようやくお会いすることができましたな！　私こそがゴルフォードの王、ドワーディンと申します！」

ピアニィ：ド、ドワーディン陛下……。

かわたな：「いかにも！」

ピアニィ：えーと………………もらったお見合い写真と、ずいぶんちがいます（一同爆笑）。

ベネット：ちょっとその写真、見せてほしいでやんす。

ＧＭ：しゃ、写真……？　似顔絵にしておけ（笑）。

ピアニィ：（絵を見せつつ）ベネットちゃん、どう思う？

アル：似顔絵は絵え師しに描かかせてるだろうから、そりゃまあ……美化されてるだろうなあ。

ピアニィ：ベネットちゃんにこそこそっと見せます。

ベネット：…………ぶふぅ……っ!?（←見たらしい）　えー……ちょっと待って待って！　むしろこのハンサムフェイスはゲオルグの方が似てるでやんす……っ！（わなわな）

かわたな：「ふほほ、いやいやピアニィ陛下こそお見合い写真とはすいぶんとちがいますな……！　すなわち写真以上！　あまりの麗うるわしさに卒そつ倒とうしそうでございます」

ピアニィ：あ、あう……（←圧倒されている）。

かわたな：あ、ちなみに状況を説明しておきますと……ドワーディンの求婚に対して、まだ返事をしていないという状態です。

ピアニィ：そ、そっか。………………即、断ってもよかったのにっ！（笑）

かわたな：いやいや、ゴルフォード王国との関係というものもありますから。

ナヴァール：うむ、ゴルフォードには、陛下の統一帝拝命、そして合衆国構想に機き嫌げんよく賛同してもらわねばなりませぬゆえ。つまり、結婚の可か能のう性せいに関しては含ふくみを持たせた状態でいろいろ検けん討とう中という形で保留している状況なのです。

ＧＭ：つまり、鼻先に餌を吊した馬状態ってことだな。

ピアニィ：ナヴァール……！（笑）

ナヴァール：これも政治、外交というものにございます―――（一同爆笑）。

かわたな：ちなみに、ゴルフォードにとっても、ピアニィとドワーディンの婚約が成立すれば大きなメリットがありますからね。政せい治じ的てき・外交的に大変な勝利です。

ピアニィ：こ、断ことわったら？

かわたな：その場合、ゴルフォードとしては貸かしを作ったことにできますよ。まあ、ナヴァールはそこにつけ込んで、この話は意図的に期待を持たせたまま、宙ちゆうに浮うかせているのです。

ピアニィ：ひ、ひどい……（笑）。じゃあ、むげにもできないので……お初にお目にかかり、光栄です、ぺこり……と。

かわたな：「おおー……っ、な、なんと美しい笑顔であることか！　ワシの寿じゆ命みようも延のびそうでございます！」

ベネット：なにその褒ほめ言こと葉ばっ!?（一同大爆笑）

アル：すごい切り返しだ（笑）。

ピアニィ：どうしよう、ナヴァールっ!?

ナヴァール：…………うむ、いかん。わたしもなにを言っていいか、まったくわからない。

ピアニィ：ちょっと―――っ!?（一同爆笑）

かわたな：「えー……ところで、ピアニィ陛下」

ピアニィ：は、はい、なんでしょう。

かわたな：王はどこか照れるような、興奮するような口調で言います。「ワシの思いのたけを綴つづった数々の書しよ簡かん……お読みになっていただけたでしょうか？」

ピアニィ：え、あ、う。あたし、読んでることになってました？

かわたな：は、そこはピアニィしだいです。今ここで決めてくだされば。

ピアニィ：あーうー……（笑）。

かわたな：えーと、そこで王の隣となりにいたゲオルグが、困った表情でピアニィにアイコンタクトを送ります。

ピアニィ：アイコンタクト？

かわたな：「……この人、残念な人ですから適てき当とうに調子を合わせてください」

一同：ひでえっ!?（笑）

ベネット：なんて複ふく雑ざつなアイコンタクト……（笑）。

ＧＭ：「で？　で？　ワシの愛の書簡は読んでいただけたのかな？」

ピアニィ：はい、読みましたっ！　（小声で）……………………ナヴァールが（一同爆笑）。

かわたな：「おお、さようかっ!?　これは脈アリ……っ！」

ピアニィ：ちょっ!?　脈ありなのっ!?

アル：考えたことが全部口に出るんだ、この人（笑）。

かわたな：「陛下」

ピアニィ：は、はい。

かわたな：「あなたのお気持ち、たしかに私の心に伝わりました」

ピアニィ：………………どんな心が届いたんだろう。

ＧＭ：愛情とはなにかちがう、もっとおぞましいなにかだろう。

ピアニィ：いやあっ!?（笑）

かわたな：「お気持ちは嬉しい。しかしながら陛下、最近……不ふ穏おんな噂うわさを耳にしておるのです」

ピアニィ：不穏な噂？

かわたな：「ピアニィ陛下には、恋こい仲なかになっている方がいらっしゃると」―――と、そこでアルの方に一いち瞥べつをくれる。

アル：ああっ!?　俺かよっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：ドワーディン陛下。いずれにせよ、ピアニィ陛下のご結婚に関しては……まあ、此こ度たびの大事が終わってからゆっくり考えようということになっております。まずは、統一帝の儀を終わらせることが先決かと―――。

ＧＭ：大人ってきたねーなっ!!（笑）

かわたな：「いやしかし……あまり待たされるとワシの寿じゆ命みようが死んでしまう」

一同：寿命が死ぬってなにっ!?（笑）

アル：く、くそ、面白いなこいつ……（笑）。

ピアニィ：（素敵な笑顔で）いっそ……。

ＧＭ：こらこらこら！（笑）

ナヴァール：えっと、思わずゲオルグに視線を送るが……。

かわたな：「ああ、すまないな。こっちもな、苦労してるんだよ―――」と、アイコンタクトで報せてきます。

ベネット：ほんとに器用でやんすな!?

かわたな：ともかく、そんな部下の苦労をよそにドワーディン王はアルにライバル心を燃もやしてにらみつけています。

アル：なんか……さっきから……見られているような……（笑）。

かわたな：「（いきなり横柄な口調で）ほう？　そこにおられるのは、フェリタニアの第一の騎士、アルとやらではないか。ずいぶんと腕が立つそうだなあ？」

アル：話しかけてきやがった！（笑）　あん？　なんか用かよ、おっさん。

一同：おっさん!?（爆笑）

かわたな：「き、貴様……!?　一介の騎士が国王に向かって……おっさん!?」

ナヴァール：（超笑顔で）はっはっは！　いやあ、ドワーディン陛下っ!!　フェリタニアという国は大変ざっくばらんな国風でしてなっ、これは最大級の親愛かつ敬意を表わした挨拶でありまして……っ、はーっはっはっはっはっ!?（一同爆笑）

かわたな：ドワーディンはこめかみをひくつかせながら、どこか納得いかないといった口調で……「ふん。さすが、第一の騎士。大物ということだな」

アル：そ、そうなのか？

かわたな：「だがな？　うちのゲオルグとくらべたらどうだろうなあ？　勝てるかな？」

ＧＭ：ゲオルグは、手を左右に振って……「無理無理無理無理……っ」と（一同爆笑）。

ナヴァール：い、いかん、これは収拾が付かない……！　ドワーディン陛下、実はこちらに陛下がお好きだというお酒を用意しました！　ささ、一いつ献こんご賞味くださいませ……！　と、ちがう部屋に連れていこう。ささ、こちらへ……！　こちらへ！

ベネット：ヒューバードを前にしても顔色ひとつ変えなかったナヴァールをここまでたじろがせるとは……！（笑）

かわたな：では、引ひっ張ぱられながらも、ドワーディンは最後まで笑顔で言います。「ピアニィ陛下！　なにとぞ、なにとぞワシとのこと、よろしくお考えください……！」

ピアニィ：ぜんぜんあきらめる気配がないよ!?（少し考えて）……それには条じよう件けんがあります！

かわたな：「おお、条件ですと？」

ピアニィ：アルと戦って……勝ってください！（笑）

アル：ええ～～～～っ!?　と、俺は超嫌そうに声をあげる（笑）。

かわたな：「な、なにゆえその騎士と戦う必要が……？」

ナヴァール：（超ごまかすように）……はーっはっはっ!?　ドワーディン陛下！　ピアニィ陛下は個こ人じん戦せん闘とう力りよくこそ人として大変価か値ちがあるものと考えられておられましてな……っ！

ＧＭ：なんだよそのいいわけっ!?（大爆笑）

かわたな：ドワーディンはしばし考えたのち―――「わかりました。ずいぶん高いハードルを要求されたようではあるが、ピアニィ陛下を我が妻するには妥当なものでありましょう。しかとその条件、承りました」

ピアニィ：えぇ――――――っ!?　ぜったい断ことわると思ったのに!?

アル：ひ、姫さん…………？

ピアニィ：……………………ごめんなさい……。

ＧＭ：「ゲオルグ、祖国へ帰ったら、錬金騎士団最強の装そう備びをワシに寄よこすように」

アル：やる気まんまんじゃねーかよ！　どーすんだよっ!?

ピアニィ：だ、大丈夫！　アルならきっとなんとか……なんとかっ！

アル：お前な――――――っ!?（笑）

かわたな：では、ドワーディンはやる気になって高笑いをしながら退室していきました。

ピアニィ：…………。

アル：と、とほほ……（笑）。

ＧＭ：……まあ、そんなわけで。向こうの部屋では気が大きくなったドワーディンが上じよう機き嫌げんで酒をあおり、家臣とナヴァールからおだてられておりますな。

ナヴァール：私は必死で、そして全力でおだてよう。……それはすごい！　さすがですな！

ベネット：ナヴァール殿……（ほろり）。

アル：……なあ、統一帝になったらアレも世話しなきゃいけねえのか？

ピアニィ：世話って。

アル：上に立つってのは、つらいことなんだな……。

ピアニィ：がんばらねば……（ぐっ）。

ナヴァール：ドワーディン王が酔よっ払ぱらった頃ころを見み越こし……そういえばゲオルグ殿。フェリタニアとゴルフォードの友好の証あかしに、贈おくり物ものがありましてな。

かわたな：ああ、ちゃんとした外交タイムが始まったわけですな。

ナヴァール：そうだ。人目をはばかりながら、宝ほう石せき箱ばこをひとつ渡そう。

かわたな：「おお、これは？」

ナヴァール：それは、ピアニィ陛下からドワーディン王へ親愛の証あかし―――大変高こう価かな〝宝石箱〟でございます。

アル：宝石箱だけ？

ナヴァール：中にはなにも入っておりませんと言って渡すが……実は、その中には我が配下のエンジェルファイヤーが必死の思いで入手したゴルフォードの王の石が入っている（笑）。

かわたな：ゲオルグはそれを笑顔で受け取ります。「……これは貴き国こくから我わが国くにに対する親愛の証として、ありがたく受け取らせていただこう。しかし、この中にある物がまさかあんなところに入っていた物とは誰も予想しなかったでしょうなあ」

ナヴァール：はて、中のものとはなんのことでしょう？　これは我が国の軍師マルセルから預あずかったただの宝石箱にございます。

かわたな：「おお、そうだったな。この中には、なにも入っていない……そうですな？」

ナヴァール：そのとおりにございます。〝四宝の試み〟の時にはくれぐれも―――。

かわたな：「わかっているさ、くっくっく」

ＧＭ：なんだこの悪代官と悪の商人みたいな会話は（笑）。

ナヴァール：ちなみに、ドワーディン王にはせっかくなので好物の酒をたくさん召めし上あがってもらおう。四宝の試みの際、二日ふつか酔よいでよけいなことを考えられなくなるくらいには！

かわたな：ではそこでゲオルグがナヴァールのあと押しをします。「我が君は無類の酒好き。普ふ段だんから公こう務むでお疲つかれですゆえ、ここで羽目を外してもよろしいでしょう」ニヤリ。

ナヴァール：フ、これで外交交こう渉しようは―――成立だ。

ピアニィ：な、なんかくろーい（笑）。

ＧＭ：（笑）。ではそんなところでこのシーンを終了としようか。かわたな、ありがとう！

かわたな：おいっす、お疲れ様でした！

一同：お疲れ様でしたー（笑）。

ピアニィ：ありがとうございました（笑）。

ＧＭ：というわけで、ドワーディン王の訪問はつつがなく終了。次のシーンに移ろう！







◆Middle 04◆竜りゆう輝き石せきを継つぐ者たち




　ドワーディン王の訪問ののち、ほっとひと息つくピアニィ。

　だが、そんなピアニィを訪ねてくる者はまだ絶たえない。

　統一帝になろうという彼女には、文字どおり息つく暇ひまもなかった。




ＧＭ：さて、新しいシーンを始めよう。この日もひとつ、大事なイベントが発生する。

ベネット：大事なイベント、何個あるでやんすか（笑）。

ＧＭ：王威の竜輝石の数だけあるんだよ。

アル：各国の王様がみんな会いに来るのか（笑）。

ＧＭ：と、いうことで、このシーンはベルリールの王様がピアニィに会いに来ます。

ベネット：え？　ベルリールの王様って……。

ピアニィ：今まで全然聞いたことないです。

ナヴァール：それはわたしが説明しましょう。これについては事前に菊池さんに相談を受けていたので（笑）。

ピアニィ：なるほど。

ナヴァール：そもそもベルリール王国は帝紀七二三年、一夜にして王都が謎の崩壊をとげ、その後、レイウォールに併呑され滅亡します。

アル：そしてベルリールの竜輝石は行方不明だったはず。

ナヴァール：そう。失われた竜輝石については、いくつか噂はあったけれど、他のリプレイ・シリーズでも、今までまったく登場していない。

ＧＭ：決して忘れていたわけじゃないんだ（一同爆笑）。

ナヴァール：しかし、ピアニィ陛下が統一帝になるためには、ベルリールの竜輝石は是非とも必要―――っていうか、正式には竜輝石を持ったベルリール国王に協力してもらわなければいけない。

ＧＭ：そこで！　ベルリールについては読者のみなさんにおまかせしようと!!

ナヴァール：シナリオ集を作ろうと思うんだ。このセッションが本になるころには、発売されているはず。




アリアンロッド・サガ　シナリオ集『ベルリールの竜輝石』

　ベルリール王家の末裔アンスラ・アルシオネを助け、ベルリール王国の再興をめざす、キャンペーン・シナリオ集。ゲーム・フィールドより絶賛発売中。
















ＧＭ：読者のキャンペーンがうまくいったという想定で、このシーンでは正式に新生ベルリールの女王となったアンスラ・アルシオネ・ベルリールが、ピアニィに会いに来て、ベルリール再興の協力のお礼を述べます。

アル：女王はＮＰＣなのか。

ナヴァール：投稿キャラとして、『タクティクス・ガイド』には載っているよ。

ピアニィ：フェリタニアは協力したんですか？

ナヴァール：そうなるはず。ＰＣ③あたりはきっとわたしの部下です（笑）。

ベネット：もしかして、アンスラさんのおつきの騎士や軍師は読者ＰＣでやんすな。

ＧＭ：うむ、そのとおり。だから、このシーンはくわしい描写はできないんだ。キャンペーンをやった読者のみなさんはこのシーンを想像力で補ってください（一同爆笑）。

ピアニィ：じゃ、協力して、平和なアルディオンを作りましょう、と言ってアンスラさんの手を握ります。

ＧＭ：それでは、ここでシーンを終了します。

ベネット：大事なイベントにしては短かったでやんすな（笑）。

ＧＭ：しかたないだろうっ！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……さて、というわけでけっきょくこの日も、ピアニィは来らい賓ひんとの謁えつ見けんで一日を終えてしまったわけで―――。

ピアニィ：ノ、ノルウィッチにいる時と変わんない……（笑）。

ナヴァール：ははは、そこはあきらめてほしいものです。

ＧＭ：（笑）。さて、ではそこで場面が変わって―――時じ刻こくは夜と呼ぶにふさわしい時刻となる。が―――。

ピアニィ：が？

ＧＭ：ここでも、大事なイベントが起こる！　そんなわけで……悠羅さん、入ってきていいですよー！

ピアニィ：お！

久保田：（がちゃっとドアを空けて）どうもです～（笑）。




久保田悠羅

『アリアンロッド』のシステムデザイナー。『アクロス』の執しつ筆ぴつ者しやでもある。

　また、『ブレイク』では冷静沈ちん着ちやくなエルダナーンのカテナ・アウレアを演えんじている。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の中でもっとも大人であるといわれるが、時どき「うにゅう」などの変わった鳴き声を出す。
















ＧＭ：ほい、ではこれがシナリオ（と、久保田に手て渡わたす）。

久保田：昨日もらったものから変わってない？

ＧＭ：ちょこっとだけいじった。基本ラインは変えてないけど……一応、こっち見て。

久保田：了りよう解かい。（シナリオに視線を落として）登場は、アルとナヴァールは必須で、あとはいつでも登場可です。とりあえずこのシーンは、アルの部屋から始めよう。

アル：俺の部屋から？　……って……嫌いやな予感がする…………（笑）。

久保田：それはドワーディンが訪問したその夜のことです。アルが逗とう留りゆうしている部屋でくつろいでいると……トントン、軽快なノックの音が響ひびきます。

ナヴァール：では、私もアルの部屋でくつろぎつつ、今後のことについて話していよう。

アル：ちなみにノックは響くけど、特に声はかけてこない？

久保田：ええ。返事を待ってるようですね。……ドンドンドンっ！

アル：（ぶっきらぼうに）開いてるよ～。

久保田：「もう、開けてくれないわけね？」と、そんな女性の声がすると同時に、ぎぃぃぃいいぃと恨みがましい音と共にドアが開く。そこにいるのは、エルザ・ブルックスです。

アル：やっぱりエルザ姉か……っ。

久保田：「……相変わらずマナーってものがなってないわね、アルくん」

ナヴァール：おお、これはエルザ殿どの。

アル：あんた、どこでなにしてたんだよ。どうせ商売なんだろうけどさ。

ナヴァール：いやいや、エルザ殿は今やアヴェルシア国王の後見人でもある。商売に精を出す暇はなかろう。

アル：そっか、ウィルフレッドのお付きか。今、何なん歳さいでしたっけ？

ＧＭ：ウィルは六歳だね。非ひ常じように礼れい儀ぎ正ただしく賢かしこいおぼっちゃんだよ。

アル：もしかして、ウィルも来てるのか？

久保田：来ていますよ。アヴェルシアの竜輝石を持って、儀式に参加する必要があるので。

アル：ああ。なら「よう、ウィル」と気さくに挨拶しよう。

久保田：「とりあえず廊ろう下かで立ち話もなんなので入っていいかしら」

ナヴァール：どうぞどうぞ。ウィルフレッド陛へい下かも、長旅お疲つかれ様さまでございました。

久保田：部屋に入るなり、エルザは「メルトランド・アヴェルシア方面組はわたしが引いん率そつすることになっちゃってさー」と、ざっくばらんに言います。

ナヴァール：メルトランド？　もしや、スリスも来てるのか？

久保田：はい、一緒に来ます。ついでにロッシュも一緒です。
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ナヴァール：なんでロッシュがメルトランド・アヴェルシア組に（笑）。ロッシュは俺の担当じゃないのかよ！（笑）

ＧＭ：ロッシュはメルトランド王家の血を引くし、しばらくノルウィッチ城にいたわけで……従兄弟であり、年齢も比較的近いスリスと仲が良くなっててもおかしくないわけで……。

ナヴァール：変なフラグを無理矢理作んなよ！（笑）

久保田：（笑）。ロッシュは「スリス陛下とウィルフレッド陛下にご挨あい拶さつにうかがったところ、一緒にアル殿を訪たずねようということになったのです。僕自身は覚えてないんですが、アル殿にずいぶん世話になった、と姉から聞いております」

アル：お前の姉貴ほどじゃない。

久保田：「まあまあ、そんな謙けん遜そんしないで」と、エルザはぽんぽんと肩を叩たたきます。

ナヴァール：まあ、ロッシュはすごい勢いきおいでアルを殴なぐってたから（笑）。

アル：ああー、そういえばそうだった。

久保田：「そんなわけで、三人を引率してきたんだけど……ピアニィ陛下はもうお休み？」

ナヴァール：今からでも、呼んでまいりましょうか？　それとも後日こちらから……。

久保田：「いえ、こちらから出向くのが筋すじというものだし」

ナヴァール：あまり肩かた肘ひじを張らずに。形式に縛られればこちらの方が気が重くなります。

アル：まあ、チビどもも元気でなによりだ。

久保田：子供たちはアルのそんな態たい度どに慣れていますが、エルザの方は「はあ、あんたフェリタニア第一の騎士なんだから、もうちょっと言こと葉ば遣づかい、なんとかならないの？」と（笑）。

ピアニィ：じゃあ、あたしはベネットちゃんと一緒に登場します。

ＧＭ：ほい、登場をどうぞ。

ベネット：ピアニィ様のおなりでやんすよー。

ナヴァール：陛下の部屋にありましたから……と、お子さんたちにはクッキーを配ろうか。陛下の学校時代のお友達が焼いたそうです。

ＧＭ：すると、食べた子供たちの瞳が〝ぱあぁあああああぁ……〟と輝かがやいて星になる…………って、『コンチェルト』読んでる人しかわかんねえ（笑）。

ピアニィ：セシルさんのお手製クッキー（笑）。

ナヴァール：ロッシュは食べたことあるかもしれないな（笑）。

ベネット：ロッシュ、念のために言うでやんすが、野菜も食べなきゃダメでやんすよ？

久保田：「え？　あ、いやー……僕を育ててくれたゴーダ伯はくは、野菜が大の苦手だったもので僕も……」（一同爆笑）

ベネット：やっぱりか！（笑）　あんたの両親は、ギルド名に野菜の名前をつけるほどの野菜好きだったというのに……。

ＧＭ：好きだったわけじゃないってっ!?（笑）

久保田：「あれ？　なんでベネットさんが僕の両親のことを？」

ベネット：知ってるというか、会ったことがあるだけでやんす。
















ＧＭ：…………………なんか不思議な回答が……（一同爆笑）。

アル：と、ともかく。目覚めてよかったなロッシュ。

久保田：「ええ、姉やみなさんのおかげです」

アル：姉さん……ナーシアか。

久保田：「今では、すっかり優やさしくなりました」

アル＆ベネット：うそ――――――っ!?（笑）

ナヴァール：ロッシュから見れば超ちよう優しい姉だろう。

ベネット：それは、ロッシュにだけ態度がちがうのではないでやんすか？

アル：俺もそう思う（笑）。

ＧＭ：「あ、でもアンソンさんには相変わらず昔のままです」

ナヴァール：自虐かよっ！（一同爆笑）

ピアニィ：じゃあ、あたしはスリスちゃんとウィルフレッドくんに挨拶をしよう。お久しぶりー。元気だった？

久保田：そのふたりは任まかせた、菊池さん。

ＧＭ：わかった（笑）。ふたりとも立ち上がって一礼すると、ウィルフレッドが「陛下もお変わりなく」と言葉を返す。で、スリスは「とうとうこの時がやってきましたね」と、始めからわかっていたかのような語調で言う。二巻の頃に予言しているしな（笑）。

ピアニィ：ああ（笑）。

久保田：その様子をエルザは微笑ほほえましく見ている、と（笑）。

ピアニィ：じゃあ、スリスちゃんとぬいぐるみごっこしていいですか？　二巻で助けたクマのぬいぐるみ。

ＧＭ：ああ！　あったあった！　では、「クマパーンチ」とか言って。

ピアニィ：じゃあ、こっちはヤンヤンパーンチ（笑）。

ベネット：「やれやれだぜ」とか思いながら付き合ってるヤンヤン（笑）。

ピアニィ：でも、子供たちと一緒に遊べるって……なんか平和でいいじゃないですか。

ＧＭ：たしかにね。まだ幼いとはいえ、スリスやウィルはアルディオンの国々を背せ負おう立場にある。そんな遊びたい盛さかりの子供たちと戯たわむれるのは、きっとピアニィの思いやりだ。

ピアニィ：はい。この子たちには、平和な世界を託たくしたい……そんな気持ちです。

久保田：（シナリオに視線を落として）子供とピアニィが遊んでいる傍かたわらで、エルザもそれを微笑ほほえましく見守っているんだけど……アルの方に近づき、囁くように問います。「……そういえばアルくん、気づいた？」

アル：ん？　なんだよエルザ姉。

久保田：「……今、エストネルにすごい数の兵が集まってる」

アル：？　そりゃあ今、エストネルには各国の首しゆ脳のうが集まってるし、竜輝石も全部そろうことになる。警備がすごくて当然だろう。

久保田：「本当に、それだけなのかしら」

アル：おい、不安になるようなこと言うなよ。

ベネット：それはフラグでやんすな。

アル：じゃあ、俺もフラグを育てよう（笑）。……大丈夫だろう、エストネルにはこの大陸を守るために眠ねむってる連中が何人もいるんだぜ？　聖堂騎士団くらい、知ってるだろう？　それがいる限り、なにも問題は起こらねえさ。

ベネット：聖せい堂どう騎き士し団だん壊かい滅めつフラグが立ってしまった（笑）。

久保田：「これはユンガー隊長に聞いたんだけど……アルディオン中に散っていた全ノーデンスも今、エストネルに集まってるそうよ」

アル：……それにはさすがにちょっとびっくりするな。

久保田：「―――本当に何事もなく、平和な時代を迎むかえられるといいわね」　エルザはピアニィたちを見て力なく微笑み……このシーンは終しゆう了りようとなります。

アル：悠羅さん、お疲れ様でした（笑）。

一同：お疲れ様でしたー（笑）。

久保田：それでは、仕事にもどりまーす！（笑）

ＧＭ：ういうい（笑）。それでは、次のシーンにいこう！







◆Middle 05◆意外な再さい会かい




　ベネットは、夜の街をさまよっていた。

　迎げい賓ひん館かんでのパーティーの喧けん騒そうから離はなれ、どこか静かな場所へ―――。

　そんなひとりになりたい夜、思わぬ人物と再会したのは偶然だった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはベネット。今、迎賓館には各国の主要人物がやってきて、大変華はなやかなパーティーが開かれている。

ベネット：じゃ、あっしは堅かた苦くるしいパーティーから外へと抜ぬけ出だすわけでやんすね。

ＧＭ：そうそう、そんな感じだ。

ベネット：では、外で「あおーん！」と遠とお吠ぼえでもしつつ……寂さびれたバーを探さがすでやんすよ。

ＧＭ：ああ。それなら裏うら路ろ地じに渋しぶめの看かん板ばんが立っているバーが見つかるよ。

ベネット：他のお祭り騒さわぎの場所にくらべて、ずいぶんとハードボイルドなところじゃないの。

ＧＭ：『ベネット見聞録』のために、一度は来たことがある街ではあるが。

ベネット：あの時は、ちゃんと滞たい在ざいしてなかったし。今回は観光気分が味わえるでやんす！

ＧＭ：では、ベネットが寡か黙もくな親おや父じが経けい営えいするバーに入って腰を下ろすと……背はい後ごから声。「もしや、ベネット殿どのでは……？」

ベネット：おや、あっしの名前を知っているとは誰だれでやんす？

ＧＭ：くるりと振ふり向むくと、頑がん強きようそうなお爺じいちゃんがひとり。

ベネット：逞たくましいお爺ちゃん？

ＧＭ：髭ひげを蓄たくわえ、頭に〝愛〟と書いてありそうな……。

ベネット：こ、これはゼパどんっ!?

一同：ゼパどん!?

ベネット：あまりの衝しよう撃げきに言語感覚が破は壊かいされたでやんす。

ＧＭ：「久ひさしいのぅ！」




ゼパ・フリンジコルト

『ブレイク』に登場したＰＣのひとり。ファントムレイダーズの守りの要かなめであり、愛に生きるネヴァーフのじーさんである。かつて、ＰｖＰ（プレイヤー対プレイヤー）の結果、ベネットと共に冒ぼう険けんした経けい緯いがある。「ダメージは０じゃ☆」が決めゼリフ。
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ベネット：四巻かん以来でやんすなあ！（笑）

ＧＭ：「元気にしておったか？」

ベネット：もちろん！　そっちこそ、ダメージ０してるぅ？（笑）

ＧＭ：「してるのじゃ！」

ベネット：どう？　さっそくここで一いつ杯ぱい？

ＧＭ：「いいのぅ♪」

ベネット：さっそくゼパの分を注文するでやんす。（指を鳴らして）ヘイ！　マス……。

ＧＭ：……と、言い終わる前に。テーブルの上にはいつもの一杯が置かれていた。

ベネット：っ!?　馬ば鹿かな……心を読んだ、だと!?

ＧＭ：「読んだわけではありませんよ」　マスターが、カウンター越しににやりと笑んだ。

ベネット：……ええと、あなたはどちら様で？

ＧＭ：「なにを仰おつしやってるんですか。バーランドにいる兄から話はよく聞いております」

ベネット：エル・ウィン・フリットにも弟が住んでたでやんすか！（笑）

ＧＭ：「ええ。さあ、いつもの麦茶をどうぞ」

ベネット：……くっくっく。なにをかくそうあっしも二〇歳さい！　アルコールでもいいでやんすよ？　いずれ三み十そ路じになり、四〇になり、死んで転生して、犬になり、猫ねこになり、やがて虫になり、いつか人間になりた～い！　と叫さけぶ予定でやんす。

アル：意味がわからん……っ！（笑）

ＧＭ：「ベネット殿は相変わらずじゃのぅ」……てか、ベネットって二〇歳だっけ？

ベネット：いえね？　実は初期設定は記憶喪失の年齢不詳だったので、そろそろ二〇歳かなー……と（一同爆笑）。まあ、今夜はマブダチとの再会を祝って、乾かん杯ぱいでやんす！（笑）　って、ところでゼパ様はなぜここに？

ＧＭ：「なにを隠かくそう、半年前、ワシは大半の記き憶おくを取とり戻もどしたのじゃ！」

ベネット：おお！　愛以外のことを思い出したでやんすか！

ＧＭ：「うむ。なんと、ワシって神の戦士じゃったのじゃよ！」

ベネット：神の戦士っ!?　すなわち英語で言うとゴッドウォーリアっ!?（笑）

ＧＭ：「この大陸で言うところのセインと呼よばれているものじゃ」

ベネット：げええっ、セイン!?

ＧＭ：「うむ。今はグラスウェルズを離れ、ここの聖せい堂どう騎き士し団だんに厄やつ介かいになっておる」

ベネット：土ど下げ座ざするでやんす。

ピアニィ：いきなりっ!?（笑）

ベネット：すいませんでした、今まで調子に乗って……ゼパ、いや、ゼパ様！

ＧＭ：「いやいや、おぬしとワシの仲じゃ。今までどおりでいいのじゃ」

ベネット：へへへ、すいやせんね……！

ナヴァール：ゼパは、純じゆん白ぱく竜りゆうアインの親友と判はん明めいしたので（笑）。

ベネット：うおおお、すげえ！　マジすいません！　今まで調子に乗ってて！

ＧＭ：「久ひさ々びさの再会じゃし、手品を見せてやろう。ワシの頰ほおを殴なぐってみるといいのじゃ」

ベネット：じゃあ、全力で殴るでやんす。

ＧＭ：気づくと、ゼパは反対側の椅い子すに座すわっています。

ベネット：はっ!?　いつの間に!?

ＧＭ：「記憶と共に力を取り戻してのぅ。どうやら、ＮＰＣとしてのワシはレベル60相当らしいのじゃ」（一同爆ばく笑しよう）

ベネット：レベル60!?　ゼパ様は遠くへ行ってしまったでやんすなあ……。

ＧＭ：「レベル差が開こうと、おぬしとの友ゆう情じようは変わらんのじゃ」

ベネット：ぜ、ゼパ様……っ！

ＧＭ：「実は今、聖堂騎士団の騎士たちが、次々と目覚めていてのぅ。まだおぬしらには話せぬが、我われ々われには使命があるのじゃ」

ベネット：使命？　神の戦士に？　あれ？　これから平和になるでやんすよね？

ＧＭ：「ああ、ついに平和な時代が来るのじゃ―――」　やや、意味ありげにつぶやく。

ベネット：やっぱり来るんでやんすよな？　……なのに、なぜ意味ありげにわざわざ「使命がある」とか言うでやんすか？　ほわーい？

ＧＭ：「……ああ、いや。そんなことよりベネット殿、故郷に帰ったものと思っておったが」

ベネット：え、ああ。それに、あっしはこの旅人の石のせいで、この大陸から離はなれられないんでやんすよ！　セインのゼパ様、なんとかしてください！

ＧＭ：「そうか―――」　感慨深げに、ベネットの懐にあるだろう旅人の石に注意を寄せつつ……「運命じゃな。時代が、英えい雄ゆうとしてベネット殿を欲ほつしておるのじゃろう」

ベネット：英雄!?　エリンディル・チャンピオン・ベネットの出番が近いと……っ！

ＧＭ：「そういうことです」（一同爆笑）

アル：なんで言こと葉ば遣づかい変わるんだよ！　ゼパ、なんか隠してるだろう！（笑）

ＧＭ：いや、つい。「まあ、ワシらで平和な時代を作るのじゃ。そして、ピアニィ陛下を旗はた頭がしらとして世界に平和が訪おとずれ、人々が幸せに暮くらせる時代が来る！」　なにか決意を再確認でもするかのように、グラスを握り、熱く声を張り上げるゼパ。

ベネット：え、ええと？　穏おだやかに暮らせる時代……来るでやんすよな？

ＧＭ：ハッ、と我に返ってゼパは言った。「そういうことでやんす」（一同爆笑）

アル：だからなんで言葉遣いが変わるんだよっ！（笑）

ベネット：ゼパ、本当に記憶が戻もどったの？　別の人の記憶が上書きされたとかじゃないの!?

ＧＭ：「そんなことないのじゃ。……今日、おぬしと会えたのもなにかの運命じゃ。ひと晩ばん、酒を酌くみ交かわして世界平和を祈ろう……！」　そしてグッと酒をあおる。

ベネット：な、なんか性格変わってない？（笑）　でもまあ、大陸の明るい未来に乾杯！

ＧＭ：では、そんなふたりの様子を見たマスターも、グラスを磨きながらつぶやく。「……平和な未来、来るといいですね―――」

ベネット：……っ!?　ちょっとぉ――――――っ!?（笑）

ＧＭ：と、ここでおもむろにシーンはフェードアウト。ひとつマスターシーンを差し込もう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　夜が更ふけていく中、バーの窓越しにベネットの様子をうかがう者たちがいた。ふたりとも、全身を覆い隠す漆黒のフードとローブに身を包んでその顔をうかがい知ることはできない。

「ひとつの石の継けい承しよう者しや、異い国こくの英雄、かのテオドールが弟で子しに、伝説の軍ぐん師し。そして、七つの王おう威いの竜輝石を持った王たち……か」

　フードの下の眼鏡めがねを中指でかけ直し、男のひとりがそう言った。

「ええ、どうやら役者はそろったようで？」

　軽口で、しかし真剣な口調で言葉を返したもうひとりの男。そのフードからちらり、金色の髪が月の光に照り返る。

　ユンガーとサイラスはうなずき合ってのち、影に溶け込むように気配を消した。
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◆Middle 06◆統一帝の座ざに




　エストネル王国の一都市、エル・ウルフリック・ミンスター。

　この街の一画にある神殿は、アルディオン大陸にとって非常に大きな意味を持つ。

　そう、この神殿においてこれまでに幾人もの王が〝四し宝ほうの試み〟を受け、統一帝という称号を授かってきた。

　帝紀八一四年一〇月〇七日―――。

　今日この日、またひとりの統一帝が生まれ出る。




　新たな統一帝の名は、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアといった。




ＧＭ：では、新しいシーンに入ろう。ここは先ほどまでのシーンから一転し……ピアニィが統一帝となるための儀式、〝四宝の試み〟を受けるって場面だ。

ベネット：おおっ、いよいよ……！

ピアニィ：どきどき。

ＧＭ：場所は、エストネルの首都から離れた都市エル・ウルフリック・ミンスターの神殿。その最奥にある部屋に入る扉を背に、今、ピアニィは立っている。その前に在るのはエストネル王国国王エル・ウォーデン。そこから一歩下がって扇状に立ち並ぶのは、六人の国王たちだ。すなわち、レイウォール国王ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール、グラスウェルズ国王フィリップ・グラスウェルズ……。

アル：それとメルトランド国王がスリス・ロイドスか。

ナヴァール：うむ、残る三人はアヴェルシア国王ウィルフレッド・ラドフォード・アヴェルシア、ゴルフォード国王ドワーディン、そしてベルリール国王アンスラ・アルシオネ・ベルリール―――。

ＧＭ：……そう、その六人だ。また、他のＰＣと数十人の各国の諸侯らはさらにうしろの離れた部屋の中に整列し、物音ひとつ立てずに固唾を吞んで見守っている。

ピアニィ：そ、それは緊張しますね……。

ＧＭ：（笑）。さて、この神殿には〝帝てい王おうの間〟という部屋がある。統一帝を任ずるための部屋だ。今、その扉がエストネル国王エル・ウォーデン立ち会いのもと、重々しく開かれていく。

ナヴァール：……ついにこの時が来たか、とつぶやこう（笑）。

ピアニィ：儀式って、どんな感じに進むの……？

ＧＭ：この帝王の間には統一帝が座ることになる戴たい冠かんの椅子がある。そこで四宝……すなわち水晶の王冠クリユスタデム、珊瑚の王笏ラルセリア、黄金の宝剣オーブランド、瑠璃の王杖アズリスタを身につけた統一帝が鎮ちん座ざするのが、四宝の試みという儀式だ。

ナヴァール：各王国の王たちから、竜輝石を預かって四宝にはめるってイベントも忘れてはいけない（笑）。

ＧＭ：うん、むしろそこが大事（笑）。

ピアニィ：なるほど、なるほど。

ＧＭ：そして、儀式の時は始まった。「これより、習わしに則り……〝四宝の試み〟を執り行なう―――」と、うやうやしく宣せん言げんする。そして決められた作法にのっとり、儀式はおごそかに進行していく。

ナヴァール：神官長のありがたいお話をえんえん聞かされたり（笑）。

アル：世界の歴史がえんえん語られたり（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。そして永劫とも思える長い時間が経過してのち……。

アル：永劫かよ！（笑）

ＧＭ：儀式の手順は複雑かつ、長かったということで（笑）。で、最後にエル・ウォーデンがピアニィの前に歩み寄って、告げる。「オーギュスト・ダリウス・レイウォールが子、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアよ。汝を、統一帝に任ずる」

ピアニィ：はい。お受けします。

ＧＭ：その言葉を聞くと、七人の王たちはひとりずつピアニィの前へと歩み出る。そして、礼を尽くした態度で自らが携える王威の竜輝石をピアニィの前に掲げ、ひと言ずつ言葉をかける。たとえば、ステラなら「我、ステラ・ヴェレンガリアはピアニィ統一帝陛下の掲げる旗と共に在り、常に御身が剣となり、盾となりましょう。我が身に宿るすべての忠誠は、陛下の御ために。陛下の求む理想は我が理想。その実現がため……」……うんたらかんたらと。

ピアニィ：ステラ姉さま、硬いっ!?

ベネット：この堅苦しさもステラの性格（笑）。

アル：このあとも五分くらいしゃべってるイメージだ（笑）。

ＧＭ：スリスなんかはもっと短く、わかりやすく、少したどたどしい。「この世界が求む恒久の平和、その実現を陛下に託さん」と、シンプルだ。

ピアニィ：ぜんぜんたどたどしくない……ずっとあたしよりしっかりしてそうな……（笑）。

ナヴァール：そしてきっとドワーディンもシンプルに……「がんばれ、ワシの嫁―――」

一同：それはないわっ!!（笑）

ＧＭ：わははは、きっとそれを仰々しい言い回しで語るんだな（笑）。

ナヴァール：これ、別に忠誠を誓う儀式でもないのに、きっとみんなピアニィが自分たちの王であるかのような物言いをしているにちがいない（笑）。

ＧＭ：うん、そんな感じですな。なお、王が掲げた竜輝石はピアニィの横に並んでいた神官が預かり、ビロード張りの箱にひとつずつ並べて納める。それが全部そろったところで……。

ナヴァール：別の神官が石を、ぱちんぱちんと四宝にはめていく。

ＧＭ：そのとおり。平伏する神官の手より、宝剣、王笏、王杖と……ひとつずつピアニィに手渡されていく。

ピアニィ：すごい緊きん張ちようした感じで受け渡されます。

ベネット：これ、統一帝の資し格かくがない場合ってなんかあったでやんすよな？

ナヴァール：あるな。資格のない者が四宝を身につければ、それが炎ほのおのように熱くなったり、氷のように冷たくなったり、重くなったりする。

ベネット：……じゃあ何事も起こらなければ資格があるってことでやんすな。

ナヴァール：そういうことだ。

ＧＭ：さて、王笏、王杖、宝剣のあと……ピアニィに渡す王冠を手にしたのは神官ではなくエル・ウォーデンその人だ。竜輝石のはまった王冠を両手で持ち、ピアニィの前へ。

ピアニィ：じゃあ、ドレスのスカートを両手でつまんで、王様の前でかがんで……。

ＧＭ：では、その頭にそっと置かれる王冠。一瞬の間のあと……四宝にはめ込まれた竜輝石が淡あわい光を放ち始めた。この時ばかりは、ずっと沈黙を保っていた人々より、「おお……」と、声が漏れる。

アル：ここでなんか事件が起こると思ったが……無事に終わりそうだな。

ＧＭ：ええ（笑）。エル・ウォーデンは、四宝を身につけ、光を纏ったピアニィを満足そうに見て、「さあ、おかけなさい」と、王権の椅子に座ることを促した。

ピアニィ：じゃあ、そのまま椅子に座ります。

ＧＭ：すると……「これをもって、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアを統一帝とする……！」エル・ウォーデンが宣言した。

ピアニィ：光栄です、と返します。

ＧＭ：その言葉を合図に、ステラ、フィリップ、スリス、ウィルフレッド、ドワーディン、アンスラ……そしてエル・ウォーデンまでもがピアニィを祝福し、彼女の前に膝をついて頭を垂たれます―――。




　アルディオン大陸の七王が、四宝を身につけ王おう権けんの椅子についたピアニィにかしずく。

　ここに、正式に新たな統一帝ピアニィが誕たん生じようした。

　時に、帝てい紀き八一四年一〇月―――。

　これが、アルディオン大陸の新たな歴史の始まりとなった。




　誰もがそれを信じて疑わなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アル：おお、ほんとになにも起こらなかった！（笑）

ナヴァール：おかしい！　菊池たけしが七つのなにかを集めたら、そこで絶対に事件が起こるはずだったのに！（笑）

ベネット：七つとは限らないでやんすがね（笑）。

ＧＭ：（俺のイメージっていったい）

アル：で、こんなところでシーンは終了？

ＧＭ：いや、むしろここからが本番。

一同：なにぃっ!?（笑）

ナヴァール：やっぱりただじゃ終わらなかった！（笑）

ＧＭ：ひひ。えー……では、ここで場面を少し変える。統一帝の証あかしである四宝を身につけ、ピアニィ、そしてアルたち三人は帝王の間をあとにして、外へ。神殿前の広場には統一帝ピアニィをひと目見ようと、大おお勢ぜいの民みん衆しゆうが集まっている。

ナヴァール：アルディオンの歴史を変えた〝戦せん乱らんのプリンセス〟だからな。そりゃあ、民衆も集まるだろう。

アル：なるほど、これを演出したかったのか。

ＧＭ：神殿より姿を現わした新たな統一帝を前に、その場は水を打ったように静まり返っている。「みな、陛下の言葉をお待ちのようです。どうぞ、声をおかけください」
















ピアニィ：……ええと、なんて言えばいいんだろう、こういう時。

ナヴァール：言葉はなんでもかまわないでしょう。陛下の心に浮かんだ言葉を、そのまま口にすればよろしいかと……と、アドバイス（笑）。

ピアニィ：え、えっと……じゃあ……（声を作って）―――今、大陸の心がひとつになる時が来ました。あたしはまだ、非力なひとりの人間です。ですから、無む益えきな争いを起こさず、平和な世の中とするため……みなさんの力を貸かしてください！

アル：お、けっこーいいじゃん（笑）。

ピアニィ：実は心臓がばくばくです。

ＧＭ：ではその言葉に、民衆はなにも言葉を返さず場は静まり返ったままだ。

ピアニィ：えっ、あたしまずいこと言った……？

ＧＭ：―――が。次の瞬しゆん間かん、堰せきを切ったような大だい歓かん声せいが巻まき起おこった。ピアニィを祝う声が一斉にこの空に響ひびく。その拍手喝采は、大地を揺らすほどだ。

ピアニィ：よ、よかったあ……っ。心臓に悪い……！

アル：（笑）。まあ、わかりやすい言葉で「民衆に力を貸してくれ」なんて統一帝が言うとは思ってなかったんだろう。

ベネット：で、それを理り解かいするまで時間がかかったってことでやんすかね（笑）。

ＧＭ：いつまでも冷めやらぬ勢いで続く喝采。その中で、お付きの儀式官が「……さ、陛下。一度神殿の中に―――」と退場を促す。ピアニィが姿を見せてるかぎり、この騒ぎは終わりになりそうもないので（笑）。

ピアニィ：あ、はい（笑）。

ＧＭ：民衆の熱気を背中で感じつつ神殿へと戻り……これにて儀式は終了となる。

アル：ほんとに事件が起こらなかったな（笑）。

ベネット：で、シーンが終了となる、と。

ＧＭ：いや、むしろここからが本番だ。

一同：なにぃぃぃいいぃっ!?（大爆笑）

ナヴァール：（←爆笑している）

ＧＭ：神殿の廊下を歩く中……エル・ウォーデンはキミたちになにか言いたげに目線を送り―――。「ピアニィ陛下、お話をいたしたく」と、声を掛かけてくる。

ピアニィ：お話？

アル：統一帝の権けん利りとか心得、そういう話か？

ＧＭ：「それはこの取とり扱あつかい説明書を読んでもらうとして」

一同：おいっ！（笑）

ピアニィ：そんな携けい帯たい電話みたいな！（笑）

ＧＭ：冗談だ。「陛下に、ぜひともお願いしたいことがございます」

ナヴァール：なにか、穏やかならぬ話のようですな。

ＧＭ：「……」　王は、それにはなにも答えず―――「……では、こちらへ」

アル：じゃあ、別室に移うつって話を聞くことにしよう。なんかきな臭くなってきたぞ。

ＧＭ：うん。そこは神殿の一室……部屋の中央に大きな円卓が置かれた、なんか会議室みたいな場所だな。おのおのが席に着くと、エル・ウォーデンはおもむろにピアニィの前にかしずく。「……この時を待っておりました」

ピアニィ：は、はい？

ＧＭ：「私わたしは、統一帝にして〝ひとつの石〟を継けい承しようせし者の登場を永ながきにわたってお待ちしておりました。あなたには、これまでの歴代の統一帝とはちがい、ある事を成す義ぎ務むと力がございます」

ピアニィ：ある事？

ＧＭ：「ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア陛下。あなたこそは、このアルディオンの基礎を創り上げ、最初の統一帝となったウルフリックの再さい来らいです」

ピアニィ：いや、あたしはそんな……。

ＧＭ：「いえ、ひとつの石を扱あつかっているのがなによりの証しよう拠こ。陛下もご存ぞんじのこととはございますが……その石には大きな義務が課せられております」

ピアニィ：……義務……？

ＧＭ：「統一帝を真の意味で初めて受うけ継つぐあなたに、〝真の四宝の試み〟を課したく思いますれば―――」

一同：はい？

ピアニィ：真の……？　あの、質問が。

ＧＭ：「はい」

ピアニィ：私が統一帝となれば、この大陸から争いをなくせる……そう教えられて、今日まで戦っていました。それはまちがいではありませんよね？

ＧＭ：「まちがいではありません」

アル：事実、世界の主立った国はフェリタニアと友好関係を結んでるわけだしな。それで、争いを０にできるとかは思っちゃいない。バルムンクはまだ動いてるし、ヒューバードの動きだって気になる。

ベネット：でやんすな。でも、これから全世界が協力して、バルムンクやヒューバードみたいな敵を排除していけばいいのでは？　それはそれで、この大陸の平和にずいぶんと近づいているような。

ＧＭ：「たしかに」

ベネット：すっきりしないでやんすね。その〝真の四宝の試み〟ってのがなんだかわからないでやんすが、今のままの世界を続けるんじゃダメってわけで？

ＧＭ：「はい」

ベネット：あっさり言い切られたっ!?（笑）

ＧＭ：「そのやり方では表面上の平和しか得られはしないでしょう」

アル：握ってる情報、話せよ……と、ちょいと不機嫌そうに。

ＧＭ：「ふむ、それを説明するには、このアルディオンの成り立ちを話さねばなりません」

一同：…………。

アル：なんかいきなり話が大きく……（笑）。

ＧＭ：「貴公らは、魔ま族ぞく・妖よう魔ま……そして〝邪じや神しんの御み子こ〟という存在をご存じか」

アル：…………いきなりそこにきたか。

ピアニィ：魔族？　邪神の御子？　プレイヤー的には知ってますけど……キャラクター的には、戦ったことも見たこともない（笑）。話に聞いたことぐらいしか……。

アル：だな。まあ、それっぽいのとは戦ったが……。

ＧＭ：ああ、仮面のバルムンクとか、化け物に変身したキンバリーとか（笑）。

アル：よし、ここは皮肉っぽく言おう（笑）。……少なくとも、このアルディオンにはいないことになっているな。俺個人は御子も魔族も知ってるが。

ベネット：あっしも故郷のエリンディルでは妖魔だか魔族とやりあってるので……（笑）。

ナヴァール：きっと私も知っている。うん、きっとそのからみで、私は山を下りてピアニィ陛下に着いていくと決めたのだ。そうだ、そうしよう（一同大爆笑）。

ピアニィ：よく知らないのあたしだけっ!!（笑）

ＧＭ：「ふむ、ではやはり世界の成り立ちから話せばなるまい」　エル・ウォーデンは瞳を閉じて語り始める―――（と、鞄より作ってきた資料を取り出す）。

ナヴァール：エル・ウォーデン王よ、それはこの私が語りましょう―――。

ＧＭ：っ!?　え、あ、いや……資料をプリントしてき……。

ナヴァール：なにせこのナヴァール、軍師らしいことをなにもしておりませぬ。ぜひに、その役目はこの私に―――（一同大爆笑）。

ＧＭ：まかせます……（笑）。

ナヴァール：まず……このアルディオン大陸は、〝地の粛清〟によって沈むはずだった。だが、アーケンラーヴの〝父神〟ダグデモアの計らいにより、それを免れ、のちにエリンディル大陸で魔族と戦った戦士たちの休息地として彼らに与あたえられた。

ピアニィ：あ、そこは知ってるかな。初めての統一帝ウルフリックも、エリンディルで魔族と戦った戦士なんですよね？

ナヴァール：そのとおり。セインとは、永えい遠えんの命を授さずかった神の戦士だとされる。そして、ここにおられるエル・ウォーデン陛下もセインのひとりであらせられる。

ピアニィ：うー、伝説ぐらいにしか思っていなかったから、ピアニィは少し驚く（笑）。

ナヴァール：そして魔族を打ち倒したセインたちは、神しん竜りゆう王おうセフィロスを守しゆ護ご者しやとしてこの地に移い住じゆうし、暮らし始めた―――それがこのアルディオン大陸の始まりです。これは、歴史書に書かれていることゆえ、ご存ぞんじでしょう。

ピアニィ：うんうん。

ナヴァール：そして、ここからは歴史書に書かれていないことですが……魔族は、このアルディオンを包むように張られた〝セフィロスの結界〟を破やぶり、攻せめてきたのです。その時は、我々人間側が押おし返かえしたものの……魔族たちの長である〝邪神の御子〟の力はあまりに大きかったのです。

ピアニィ：な、なんでそこまで知ってるの。

ＧＭ：きっとこれまではまだ話す時ではなかったんだろう……（笑）。

ナヴァール：で、話の続きですが―――あまりに強大な御子に対して、神竜王セフィロスはすべての力をもってこれを封ふう印いん、自らも一緒に眠ねむりについた。

ベネット：相打ち状態ってことでやんすな。

ナヴァール：そういうことだ。そして封印された両者は、自らの分身を地上に残した。神竜王は純白竜と深しん紅く竜りゆうを、邪神の御子も四人の〝始し祖そ〟を。〝始祖〟は地下へと潜り、世界を歴史の影より干渉し始める。その組織こそが……。
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アル：バルムンクだな。

ＧＭ：「―――そのとおり」

ナヴァール：……私が知るのは、そのくらいのことです。なにか説明し忘れたことはありますかな、王よ。

ＧＭ：うむ、ばっちりです（笑）。でももうちょい細かく書いたものを資料にもってきたので配っておきます（笑）。




●火の時代

　エリンディル大陸にて、魔族や妖魔が各地に跋ばつ扈こする。

　神々を信じる戦士たちの集しゆう団だん〝セイン〟が、それら邪じや悪あくと戦い続けた。

　〝セイン〟たちは〝神竜王〟セフィロスより強力な魔ま法ほうクリスタル――竜りゆう輝き石せきを授けられ華はな々ばなしく活かつ躍やくした。

　やがて激げき闘とうに傷きずついた〝セイン〟たちを哀あわれに思った神々はエリンディル大陸の西方にあるアルディオン大陸を、彼かれらの憩いこいの場として提てい供きようすることを提てい案あん。

　こうして、神竜王セフィロスと、長キユニングウルフリックに率ひきいられた〝セイン〟たちはアルディオン大陸に渡ることになる。




●フェリタニア統一帝てい国こく

　帝てい紀き元年―――。

　アルディオン大陸に〝セイン〟たちが上陸を果たす。

　この新天地で、仲間たちに推おされたウルフリックはフェリタニア国を建国する。

　一方で〝神竜王〟セフィロスはエル・ウォーデン率いるエルダナーンのエストネル氏族に四つのアイテムを作らせた。

　これは王権の四し宝ほうと呼ばれるもので、水晶の王冠クリユスタデム、珊瑚の王笏ラルセリア、黄金の宝剣オーブラント、瑠璃の王杖アズリスタで構こう成せいされている。

　この四宝は、統一帝の資格がない者には身につけられない不思議なアイテムであった。

　しかし、四宝の試みを受けたウルフリックは見事にこれらを装そう備びすることに成功。以い降こう名実ともにアルディオンの帝王、統一帝と呼ばれることになる。




●魔族の侵しん攻こう

　帝紀一〇〇年ごろ。

　ウルフリックが亡なくなって（帝紀七五年）しばらくのち、アルディオンに魔族や妖魔が攻せめ込こんできた。この魔族たちを率いていたのが〝邪じや神しんの御み子こ〟である。

　〝邪神の御子〟とは、魔ま界かいに封ふうじ込こめられてしまった邪神の手足となるべく創つくられた亜あ神しんともいうべき存在だ。

　熾し烈れつな戦いののち、セインたちはかろうじて魔族たちの侵しん攻こうを防ふせぐことに成功、神竜王セフィロスは〝邪神の御子〟を封印した。

　しかし、神と同等の力を持つ〝邪神の御子〟を封じるためにセフィロスは自分自身を封印として用いた。以降今に至いたるまでセフィロスは〝邪神の御子〟と共に眠り続けている。

　エストネル王エル・ウォーデンはこの戦いを隠いん蔽ぺいした。封じられたとはいえ〝邪神の御子〟がこの地にあり、さらにセフィロスもその力の大半を使うことができないとあっては、ウルフリック亡き今、民が混こん乱らんするのは必ひつ至しという情じよう勢せいであった。

　結果、セインたちは魔族たちを完全に滅めつすることはできなかった。そして、この戦いに生き残った四人の魔族たち始祖の四人（Four Deadly Swords）は、バルムンクと呼ばれる組そ織しきを作り上げた。その目的は〝邪神の御子〟の復ふつ活かつと考えられている。

　その四人こそ―――

　　〝剣の王ノートウンング〟ベリアル

　　〝報復者フラガラツハ〟アザゼル

　　〝血の螺旋ダーインスレイブ〟……魔族としての名は伝わっていない。

　　四人目の名は、明かされてはいない。

　……である。




●七王国

　ウルフリックの血を引くフェリタニア王家は帝紀三〇〇年頃ごろに絶たえたと言われる。以降、大陸では様々な国家が覇はを競きそう戦乱の地となった。

　有力な国家はレイウォール、グラスウェルズ、メルトランド、ゴルフォード、アヴェルシア、ベルリール。これに統一帝を選ぶ役やく割わりを持つエストネルを加えて七王国と呼ぶ。

　中でも、特に強大になった王国がふたつある。

　セフィロスの移し身である、深紅竜アイン・ソフに守しゆ護ごされたレイウォール。

　もうひとつは、同じくセフィロスの移し身、純白竜アインに守護されたグラスウェルズだ。




ＧＭ：……と、こんなところ。ちなみに、グラスウェルズを守護していた純白竜アインは『ブレイク』の最終回で死亡している。

ベネット：パーティでの絵画はこれの前振りだったでやんすな（笑）。

ピアニィ：（資料を読んで）……で、〝始祖の四人〟のうちのふたりは、『アクロス』と『ブレイク』で倒されてる、と。それにしても……バルムンクの存在を隠かくしてなければ、もっとひどいことになっていたんですかね。

ＧＭ：「我々セインの間でも、バルムンクの存在を表に伝えるかどうかは、最後の最後まで意見が分かれたのだがな」と、エル・ウォーデンはどこか悲しげな顔を見せる。

アル：ああ、俺の師し匠しようのことか？

ピアニィ：ん？

ナヴァール：ああ、アルの師匠テオドールもセインで……エル・ウォーデンとは意見を対立させたからな。……いかん、プレイヤーの知識とキャラクターの知識が混在する（笑）。

アル：……と、ここまで聞いて思ったんだが。エル・ウォーデン……あんた、もしかして姫ひめさんを旗頭にするつもりか？　魔族と戦うための。

ピアニィ：えっ？

ＧＭ：エル・ウォーデンは、アルの言葉にやや沈黙をしたのちに……「そうだ」と短い言葉で答える。

ピアニィ：そ、そうなの!?

ＧＭ：「いかにも。〝真の四宝の試み〟とは、〝ひとつの石〟の力をもって、絡み合うように封印されている〝神竜王セフィロス〟と〝邪神の御子〟を同時に現世界へ顕けん現げんさせる儀式。そして、我らが持つすべての兵力をもって御子のみを討つ……！」

ピアニィ：そ、そんなこといきなり言われても!?

ＧＭ：「なにを驚いておられる？　貴女の望みはこの世界の恒久的な平和のはず。アルディオンに神竜王の加護を取り戻すことは必須でありましょう？」

ピアニィ：いや、でも……！　それがなんであたし!?

ナヴァール：ふむ、なるほど。今までの統一帝は〝ひとつの石〟に巡り合うことはなかった。ゆえに、この儀式は不可能であった―――そういうことでしょう。

ＧＭ：そのとおり。エル・ウォーデンはピアニィを……正確には〝ひとつの石〟を携えた王の出しゆつ現げんをずっと待っていたのだ。

アル：なるほどな、だから今まで俺らの行動を見逃してたのか。

ＧＭ：そのとおりだ。

ピアニィ：え？

ナヴァール：……つまり、フェリタニア建国の時も、陛下はアヴェルシアの竜輝石……すなわち国を興すのに必要とされる〝王の石〟を持っておられなかった。だというのに、エル・ウォーデンは興国を認みとめている。

ピアニィ：それは……〝ひとつの石〟が〝王の石〟だと思っていたから……。

アル：それはないだろう。竜輝石のルールを作ったのはエル・ウォーデンだ。気づかないわけがない。

ＧＭ：うん。ちなみに、第四巻でフェリタニアがメルトランドと連合王国を組む時もピアニィに肩入れするような裁定を行なっている。これは、エル・ウォーデンがらみの記述を読み返せば、わかるはずだ。

ピアニィ：そ、そんな頃から伏線が……（笑）。

ナヴァール：なるほど、そこでピアニィ陛下に表舞台から消えてもらっては困るので、お目こぼしをしたというわけだ。

ＧＭ：そういうこと。あの時、エル・ウォーデンはピアニィがひとつの石を持っていると確信して、満足げな笑みすら浮かべている。

ナヴァール：なんというか……世界を平和にするために、ドクターヘルと戦っていたら、そいつは単なる小物で背後に暗黒大将軍がいたって話だな。

ＧＭ：わ、わかりにくい例えだな。

ベネット：ああ。ゼパ様がこの街にいたのも、〝御子〟と戦うためってわけでやんすか。妙な態度だなと思ったけど、ようやく意味がわかったでやんす。

ナヴァール：私からもひとつ聞きたいことがあります、エル・ウォーデン陛下。概ねの話は理解しました。ですが、この儀式に魔族や妖魔が気づかぬわけもないと愚考いたします。陛下のお考えと同じく、妖魔どももセフィロスを討つべく、現われるのではありませんか？　もし、御子を討つよりも早くセフィロスが倒れるようなこととなれば……。

ピアニィ：あ。

アル：世界の滅亡だな、それは。

ＧＭ：「ナヴァール、お前の言うとおりだ。ゆえに、我らはセインとノーデンス、そのすべてをこの戦いに投入するのだ。人と魔の、大きな戦いになるのは疑いない」

ピアニィ：…………あの、その戦いでどれだけの人が犠牲になるのでしょう。

ＧＭ：「測りかねます。もちろん、あなた方の生命も含めて」　当然のように言う。

ピアニィ：!?

ベネット：クライマックスがとんでもなく悲惨なものになる予感しかしない（笑）。

ＧＭ：「さあ、ピアニィ陛下。今こそ我らと共に大陸の平和を摑むべく、共に参りましょう」かしづきながら、笑顔で告げるエル・ウォーデン。

ピアニィ：ちょ、ちょっと考えさせて……！

ＧＭ：「？　いったい、なにを考える必要があるのです。我々は―――」

アル：待て。俺はそこでふたりの間に割り込む。

ピアニィ：アル！

アル：エル・ウォーデン王、あんたは計画どおりだろうよ。念願だっただろうよ。でもな、こちらの意い志しをなにも聞かずに決めちまうのはどうなんだ？　統一帝になったから、ひとつの石が使えるから義務を果たせ？

ＧＭ：「そうだ。〝ひとつの石〟は必要な時代、必要な人物の前に現われる。石がピアニィ陛下の前に現われたのは運命の導きに他ならない。今、御子を討たずしていつ討つのか」

アル：あんたは計画どおりだろうけど、手て駒ごまにされるこっちは気にくわねえよ。

ナヴァール：アル、エル・ウォーデン陛下になんという口の利き方を！　と叱る（笑）。

ピアニィ：あたし、あわあわしてます。

ＧＭ：エル・ウォーデンは怪訝な顔で、アルを見つつ。「？　アル・イーズデイルよ。お前はテオドールの弟で子しであろう？　邪神の御子を討つはお前の本懐であると思うたが？」

アル：それは否定しねえよ。でも気にくわねえんだ。人を利用して当たり前ってその態度が。

ピアニィ：落ち着いて落ち着いて！　ええと、あたしどうしたら……。

ナヴァール：ふうむ……（少し考えて）……ピアニィ陛下。ここで迷う必要はないかと存じます。邪神の御子を討つことは、結果として陛下の望まれる平和を摑むことと同義でしょう―――って、言うしかないぞ、ナヴァール的には！（笑）

ベネット：あっしも妖魔と戦うのには躊躇はないでやんすが……。

アル：旦那、あんたはエル・ウォーデンの考えに賛さん成せいなのか？

ナヴァール：物事を合理的に考えれば、エル・ウォーデン王は正しかろう。それは私や、陛下の目的にも合致する。今は陛下もお悩なやみだが、のちに私の助言が正しかったと思うだろう。

ＧＭ：エル・ウォーデンは、満足げにうなずき……「ピアニィ陛下、結論は決まっているようです。さあ、我々と―――」

ピアニィ：は……。

アル：いやいやいや！　待て、少しだけ待ってくれ！　姫ひめさんに少し時間をくれ！

ＧＭ：「時間？」

アル：そうだ。迷ったまま戦いに出るより、ちゃんと考えて……冷静になった方がいいだろうが！　結論は、姫さん自身に決めさせてやってくれ！　それには時間がいる！

ピアニィ：アル……!?

ＧＭ：「―――わかりました。しかし無限に待つわけにはまいりません。儀式には定められた刻というものがある。……三六時間。三六時間だけ、お待ちしましょう」

アル：ああ、助かる。……そんなわけでＧＭ、あとで相談するシーンを作ってほしい（笑）。

ＧＭ：了解。（シナリオに目を通して）……うん、問題ない。挟み込めるな。それでは、ここで一いつ旦たんシーンを切ろうか！







◆Middle 07◆真の儀式




　〝真の四宝の試み〟とは〝神竜王セフィロス〟と〝邪神の御子〟の封印を解くこと。

　その先に待つのは、おそらくはアルディオン史上で最大級になるであろう、人と魔の戦いである―――。

　儀式まで、あと三六時間。

　残された時間は……決して多くはなかった。

ＧＭ：では、次のシーンを始めよう。儀式まで、三六時間弱―――さっきの話、意見をまとめる場面をここでやってもいいが……予定では情報収集シーンだ（笑）。

ナヴァール：ああ、ここで情報収集ができるのか。

アル：うん、それを先にやろう。まだ知りたいこと……というか確認したいことがある。

ベネット：調べられる情報項目はあるでやんすか？

ＧＭ：一応、いくつか用意してるが……なにか調べたいものがあればまず聞かせてくれ。

アル：俺は、その〝真の四宝の試み〟ってのが、エル・ウォーデンの言ったとおりのものかどうか、ちゃんと確認しておきたい。

ピアニィ：ヒュー兄様のことも調べたいかな……。

ベネット：ああ、たしかに。前回、あれだけ大見得切っていたのに、出てくる気配がまったくないでやんすからな（笑）。

ナヴァール：それを言ったら、ベルフトもだな。まあ、『ゲッタウェイ』の方でもうちょっと動きが見えないと『無印』には出てこなさそうだが（笑）。

ＧＭ：……（笑）。じゃ、情報項こう目もくと難なん易い度どをまとめよう。




　調べる項目は、次のとおりである。




・真の四宝の試み　　　【感知】　難易度：18

・ヒューバードの動向　【幸運】　難易度：18

・ベルフトの動向　　　【知力】　難易度：18




アル：その能のう力りよく値ちは……全然ダメっ！（笑）　俺はみんなの脇で腕立て伏せでもしていよう。

ナヴァール：【感知】ならベネットが高かったな。

ベネット：あっしは、アイテムによって13まで上がっているでやんす。

ナヴァール：私は《グランドマスター》があるので、【ＭＰ】さえ使えばすべて【知力】17で判定可か能のうだ。

ピアニィ：じゃあ、あたしは【知力】をやりましょう。

ナヴァール：とりあえず、アルも一回振ふるだけ振ってみたらどうか？

アル：まあ、ヒューバードの行ゆく方えは追っていたし、クリティカルが出るかもしれないしな。……でりゃー（ダイスを振る）……出なかった！（笑）　んー、やっぱり俺にはわからんねー。

ＧＭ：ヒューバードの消息は依い然ぜん不明である、と。

ピアニィ：じゃあ、あたしはヤンヤンのおかげで【知力】が２増ふえて、16スタートです。

ナヴァール：ファンブル以外は成功か。

ピアニィ：はい。（ダイスを振る）……あ、５なので成功です♪

ＧＭ：えーと……（少し考えて）先にそれだけイベントを起こしちゃうか。情報はステラが持ってくることにしよう。

ピアニィ：姉さまが（笑）。

ＧＭ：ではキミが悩み、考えてる時だ。ふいに、〝どどどどど……！〟という足音が……。

一同：どどどどど!?

アル：いかん。ぽんこつステラが出てくるとしか思えない（一同爆笑）。

ＧＭ：うむ、ぽんこつかどうかは置いといて、その足音はステラのものだ。足音はキミたちがいる部屋の前で〝キキュゥゥゥゥイ……っ！〟という急ブレーキの音と共に止まり……。

一同：…………（笑）。

ＧＭ：〝バアン！〟　ドアが勢いよく押し開かれる。ステラは、部屋に飛び込むなり声をあげる。「大変だ、ピィ……っ！　あ、いやっ、今は統一帝陛下であらせられました……！」

ナヴァール：またそんな形式ばったことを気にしているのか（笑）。

ピアニィ：い、いつもどおりでいいです、ステラ姉さま。

ベネット：それじゃ骨ほねが砕くだけるまでハグされるでやんすよ？

ピアニィ：そうだったっ!?

ＧＭ：「陛下、ハグはしません。というか、冗談を言っている場合ではない！」

ナヴァール：ステラ、キミが大変なことというと……ベルフト殿でん下かのことかね？

ＧＭ：「!?　さすがはナヴァール……！」―――って、そりゃベルフトについて判定したんだからベルフトの話に決まっとる！（一同爆笑）

ナヴァール：フフフ、これが軍ぐん師しプレイというものだ。

ピアニィ：それで？　ベルフト兄様がどうかしたのですか？

ＧＭ：「依然、その行方は知れないのだが……ベルフトが、エストネル王国内で目もく撃げきされたという情報が寄よせられた！」

ピアニィ：ええええええ～っ、こっちに来てるの!?

ベネット：なん、だと!?　みんな逃にげて―――っ!?（笑）

アル：いったいなんの目的で？

ＧＭ：「それはわからん。今のところ、目撃されたという情報だけだ」

ピアニィ：か、観光とか。

一同：観光!?（笑）

アル：いやいやいやっ、そんな平和に終わるわけないだろ！（笑）

ピアニィ：う、うん。そうですよね……。

ナヴァール：さっそく惨事の予感だな。……ともかく、次の情報を調べよう。

ベネット：ならば、《ダンシングヒーロー》使っちゃうでやんすよ。〝真の四宝の試み〟を調べるでやんす～。（ダイスを振る）……ふふん、余よ裕ゆうで成功。

ＧＭ：〝真の四宝の試み〟については、エル・ウォーデンの話にあったように、邪神の御子とセフィロスが同時に召しよう喚かんされるという話でまちがいないとわかる。

ベネット：エル・ウォーデンが言ったのは、本当だったんでやんすな。

ＧＭ：だが、それ以上に重要な情報がひとつ。

一同：お。

ＧＭ：さっきエル・ウォーデンもちらりと言っていたが……〝真の四宝の試み〟には、妖魔……つまり〝邪神の御子〟の眷けん属ぞくたちが現われるだろう。

アル：まあ、確定だろうな。で？

ＧＭ：結けつ論ろんをまず言おう。クライマックスの儀式の最中、妖魔が乱らん入にゆうしてくる可能性がある、とエル・ウォーデンは懸念している。

アル：は？

ナヴァール：それはおかしくないか？　儀式が完成して初めて、御子とセフィロスが召喚されるんだろう？　途中で乱入してきたら召喚に失敗してどっちも出てこないのでは？

ピアニィ：ですね。それじゃ、エル・ウォーデンさんの目的は果たせなくなるけど、妖魔たちの目的もだめになりますよね？

ＧＭ：そうだね。あくまで妖魔たちはピアニィによる儀式の成功を望んでいる。御子を現世に呼び出すためにね。でも、もし発動を開始した儀式……その術式を書き換えられる妖魔がいたとしたら？

ピアニィ：？　どういうこと？

ベネット：……あの、セフィロスは封印したまま、御子だけ呼び出すよう裏技みたいな能力を持った妖魔がいらっしゃるとか……？

ＧＭ：おお、正解。

ピアニィ：えぇ――――――っ!?　それはずるいですよ！

アル：な、なんて卑怯くさいんだ（笑）。

ナヴァール：しかし、最初はふつうに儀式をやって、途中から妖魔が乱入ってことは……。

一同：……。

ベネット：つまり……ダブルクライマックスになる？

ＧＭ：そういうことだ。

ピアニィ：（きらめくような笑え顔がおで）おおー。

ＧＭ：なぜ嬉しそうなのです、陛下。

アル：まあ、重要な情報だった。クライマックスでリソースの使い方に注意する！（笑）

ベネット：あっしはそんな裏技妖魔がいるって話を、エル・ウォーデンたちから盗み聞きしたということで。

アル：王様……そんな情報持ってるなら俺たちに教えろと……（一同爆笑）。

ＧＭ：いや、聞けばちゃんと教えてくれるよ。盗み聞きはベネットの演出だから……（笑）。

ナヴァール：よし、次は私だ。ヒューバードの動向について調べよう。（ダイスを振る）……達成値は21。この情報は、私が予想して密偵を飛ばしたことにしておこう。

ＧＭ：うい（笑）。えー……ヒューバードの動きに関してはこれまた一向に摑つかめないのだが、地下で自分たちの目的に関して動いているらしい。

ナヴァール：他には？

ＧＭ：……そして、その目的のためにヒューバードはエストネルに入ったらしい。

一同：なに――――――っ!?

ナヴァール：……と、という情報が私の密みつ偵ていからもたらされた。

ＧＭ：その情報収集活動の最中、密偵は五人ほど帰ってこなかった。

ナヴァール：なにいっ！（笑）

ピアニィ：で、ヒュー兄様もエストネルに……？

ナヴァール：これだけではなんとも言えないが、ヒューバードも儀式を待っている？

アル：わからんですね。えーと、情報は「ヒューバードとベルフトがエストネルに来た」と「きっとラストバトルはダブルクライマックス」、ってふたつか。

ベネット：情報としては十分でやんすな。他に調べ切れてないものがあるかもだが。

ＧＭ：さて、それはどうでしょう？（笑）　では、ここでシーンを変えよう！







◆Middle 08◆ふたりの王子




　どことも知れぬ、闇やみの中。

　鎧よろいの音を響ひびかせて現あらわれたのは、レイウォール王国第二王子ベルフト。

　そこで待っていた、もうひとりの人物は―――。




ＧＭ：では、ここでマスターシーンを演出しよう。場面は、どこかの洞穴。その暗闇の奥にマントを羽は織おった男がひとり立っている。

ピアニィ：ヒュー兄様……？

ＧＭ：そのとおり。前にピアニィたちと会った時より、さらにその髪は伸びて……少しワイルドさが増したようだ。彼は目を閉じて腕を組み……なにかを待っているかの態度。

ナヴァール：待ってる？

ＧＭ：そうだ。ややあって……ふいにヒューバードの目が開く。暗闇の中でそれは妖しく光り―――そこに洞窟の入り口の方より迫る足音。逆光となって映るその人影は、巨漢の男だ。

アル：巨漢？

ピアニィ：まさか……（笑）。

ＧＭ：〝ガッシャ、ガッシャ……〟と鎧の鋼が打ち鳴らす音。男は、ヒューバードに気づくとそこで足を止める。にっ、と笑みを浮かべて言った。「待たせたな、ヒューバード兄ぃ」

ピアニィ：兄ぃ!?（笑）

ベネット：やっぱベルフトか―――っ！（笑）　このふたりが接触するのか―――っ!?

アル：それはそれとして「兄ぃ」って呼び方じゃなかった気がするっ！（笑）

ＧＭ：あれ？　兄上だったっけ？

ナヴァール：すると奥おくにいるヒューバードが言うんだ。「……ベルフト。お前、変わったな」

アル：で、ベルフトが答える。「……俺が変わったのではない、時代が変わったのだ！」

ＧＭ：意味わかんないよっ！（一同爆笑）

ベネット：セリフに意味があるような、ないような（笑）。

ＧＭ：よくわかんないネタはともかく！　ヒューバードは、背後からやってきたベルフトに振ふり返かえりもせずに、余裕たっぷりに言う。「―――ベルフト。待っていたよ」

ピアニィ：おお。

ＧＭ：そして、交わされるのはこんな会話だ―――……。




　レイウォールのふたりの王子は、闇の中で邂かい逅こうした。

「ベルフトよ。時は満ちた。我われ々われが持つ本来の目的を果たさんがため、共に行こう」

「本来の目的、か」

　兄、ヒューバードの言葉に、ベルフトはどこか自嘲気味に応えた。

「ほう？　あまり乗り気ではないようだな。だが、まさか忘れたわけではあるまい。お前が父オーギュストより授かった―――」

「……待ってくれ、兄上」

　言いかけたヒューバードの言葉を、ベルフトがさえぎった。




ベネット：なんでさえぎるのベルフト―――っ!!（笑）

アル：うぉおおっ、重要な情報っぽいのに！（笑）

ピアニィ：パパといい、ヒュー兄様といい、いつも肝かん心じんなところで言うのをやめる！（笑）

アル：で！　ベルフトはなにを言うの！

ＧＭ：わはは（笑）。ベルフトは、兄の言葉を遮ってのちに……「兄上。俺はすでにピアニィに敗北を喫したのだ。あれは、もはや倒すべき敵。その存在を利用する考えはない。つまり、兄上が考えていることに協力する気はない」

ナヴァール：お？　ふたりが協力しあうって話じゃないのか。

ＧＭ：ヒューバードは、ピアニィとベルフトを込こみでなんかしらの計画を練っているようですな。

ナヴァール：まあ、前からピアニィを欲ほしがっていたからな、ヒューバード。

ＧＭ：超ちよう欲しがってます。実はステラも必要としている。

アル：ああ。ステラを幽ゆう閉へいした時にそんなこと言ってたな。

ＧＭ：そう。あの時もステラには、「お前が必要になるまで幽閉しておく」的なことを言っているな。

ピアニィ：うーん……なんなんだろう。ヒュー兄様の反応は？

ＧＭ：ベルフトに拒きよ否ひされたヒューバードだが、意外に落ち着いた雰囲気だ。「……そうか。まあ、そういうと思っていたさ。ならば私ひとりでも事を成すのみ」

アル：意外にあっさりだな。必要としてるんじゃないのか。

ＧＭ：今すぐにはいらないのだろう。そのことは、ベルフトもわかっている。ゆえに……「だが、近いうちに会おう、兄上―――」　そう告げて、なんの未練もないそぶりで、彼はその場より立ち去る。ヒューバードもそれを止める様子はない。

アル：く、くそ。意味ありげに意味不明なことを言いやがって！（笑）　ともかく、この兄弟の協力は物別れに終わったと言うことだな。

ベネット：それがわかっただけでよしとするでやんす。

ナヴァール：ヒューバードがなにを企たくらんでいるか、わからんままだ（笑）。

ＧＭ：うひひ。それは、いずれわかる時がくるだろう。そんなところで……このマスターシーンを閉じよう！







◆Middle 09◆決意と覚かく悟ご




　儀ぎ式しきの時間が迫せまる。

　ピアニィは、いまだ迷まよっていた。

　アルディオンのため、平和のため、そして仲間たちのため。

　なにが最良の決けつ断だんとなるのかを。




ＧＭ：さて、ＰＣ全員が集まっているシーンに戻もどそう。ピアニィが決断するまでの時間が、刻こく一いつ刻こくと迫っているわけだが……そこの演出をしちゃおうか。

ピアニィ：はーい。

アル：では、それで！

ＧＭ：というわけで……ピアニィがシーンプレイヤーとなるけど、なにか希望があるかな？

ピアニィ：じゃあ、自室でひとり考え込んでいるところに、みんなが来るって感じでいいですか？

ＧＭ：ＯＫ、じゃあそんな感じで始めようか。じゃあ、最初は……。

アル：よし、俺がいこう。ベネットも一緒がいいかな。

ベネット：ではあっしも登場でやんす。

ＧＭ：了解。では、エル・ウォーデンに突きつけられた時刻が迫る中、ピアニィの部屋の扉とびらをノックする音が響く。

ピアニィ：―――はい、どうぞ。

アル：というわけで、俺とベネットが入る。で、そこでまだ暗い顔をしている姫さんを見て……おい、なんだよ。まだ考え込んでいえるのか？　と。

ピアニィ：……はい。

アル：やれやれ、と言って……ソファかなにかにどかっと腰を下ろす。

ピアニィ：あの、ありがとう。アル。時間をくれて。

アル：あ？　別に礼を言われるほどのものでもねえよ。で、どうすることに決めたんだ？

ピアニィ：それがまだ……。

アル：やれやれ、と頭をぼりぼりとかく（笑）。

ピアニィ：だ、だって。エル・ウォーデンさんの言うとおりにすると、また戦いになるんですよ。しかも、これまでにない大きな戦いだって。

アル：だな。

ピアニィ：勝てば平和になるけど、リスクもまた大きいってことです。

アル：七百年に渡わたってこの大陸の……歴史の影で行なわれてきた戦いに、決着がつくんだからな。そうなるだろうさ。

ナヴァール：―――たしかにひとつ誤あやまれば国ひとつ……いや、アルディオン大陸そのものが危き険けんに晒さらされるであろう。だが陛下が仰ったとおり、それを乗のり越こえた先に平和があるのです……と言いながら部屋に入ろう（笑）。

ピアニィ：う、うう……。

アル：なあ、姫さん。

ピアニィ：は、はい。

アル：なにをそんなに迷ってるんだ。

ピアニィ：いや、だって。あたしが儀式を行なうと決断すれば大きな戦いになるのですよ？　これまで以上の大きな戦いに。

アル：はー……やっぱそこでひっかかってたのか。

ピアニィ：迷いますよ！　あたしがやると言ったら、みんなが従したがってくれるのはわかっています。それがわかっているから……。

アル：ああ、それがわかってるから迷うんだろ？　お前の決断で、俺や旦那やベネット、それだけじゃなく、今この国集まってる奴ら……みんな死んじまうかもしれない。

ピアニィ：そうです。だって、戦う相手は神様とか……そんなものに並ならぶ、強い力を持った敵です。戦えば、どれだけの人が死ぬかわかりません。あたしの決断が、みんな巻まき込こんで、危険な目に遭わせる。

ナヴァール：陛下は、この戦いにおける犠ぎ牲せいを心配しておられるのですな。しかし、セインたちはかの敵を倒すための存在。無駄な犠牲を払うつもりはないにせよ、邪神の御子らと戦うことこそ本懐のはず。それに、御子の討伐なくして平穏な世界は得られません。

ピアニィ：うー、だから困ってるんですよ！　じゃあ、仮にセインたちが戦いに出るのは仕方ないとして……。

ベネット：あー……陛下。ちょっといいでやんすか？

ピアニィ：ベネットちゃん？

ベネット：あっしは、小こ難むずかしい話は苦手でやんすが……こういう世界の危き機きというやつには経けい験けんがあるほうでやんしてな？　世界を救ったクラン＝ベルの四英雄ゆえ。

ナヴァール：そ、そうだった！

ベネット：（シリアスな口調で）―――世界の危機に立ち向かった時、最後の戦いの場では世界を救いたい、誰だれかを守りたい……そんな想いだったでやんすよ。

ピアニィ：……うん。

ベネット：それが最近ではサインをねだる子供を捨てて逃げるとか五〇メートルバックダッシュとかあり得ないことばかりでやんす。

アル：Ｏはたあ――――――っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：いい話をしようとしたんじゃねえのかよっ!!（笑）

ベネット：いかん、ついっ!?　戻して戻して！　えー……なんだっけ。そうそう、あっしも仲間のために戦ってきたでやんす。あっしと同じ想いが陛下にあること、しかと感じたでやんすよ。

ピアニィ：!?　すごい、ベネットちゃんの言葉に説得力ある!?

アル：こ、こいつ……いつもこういう時だけ説得力あるよなあ（笑）。

ナヴァール：過去に積んだ物語のおかげだな（笑）。

ベネット：……で、みんなの想いをまとめ、受け止め、束ねることがあなたにはできる。その力はあると、このベネットが保障するでやんす。

ピアニィ：あたしにそんなたいそうなものないよ。

ベネット：あるでやんす！　今まで陛下に力を貸かしてくれた人が、どれだけいたと思っているでやんすか。そのために、命をかけた人だっている。あっしは、そんな想いを束ねる力を持った者たちが起こした奇き跡せきを、過去に何度かこの目で見てきたでやんす。そんなあっしが言う。あなたは、世界と……人の想いを背負える人だと。

アル：な、なんという説得力！（笑）

ベネット：だから、まず自分を信じるでやんすよ。それに……個こ人じん的てきな話をするのであれば。陛下とあっしは友達じゃないですか。

ピアニィ：……!?

ベネット：陛下が決断したことならそれがうまくいくよう、あっしは友人として全力で支える。そういうものでやんしょう？

ピアニィ：す、すごい！　なんかすごく感動した……！（笑）　初めてベネットちゃんのセリフで！（笑）

ＧＭ：おっと、ここに来てベネットの評ひよう価かが上がった！

ベネット：やった～。もうこんなに嬉うれしいことはない、もう思い残すことはなんにもないでやんす～……ぱああ～……光になって消えます。

ＧＭ：消えるなよっ!?（笑）

アル：ではそこで……はー、やれやれと。

ピアニィ：はーやれやれ!?

アル：で？　今のベネットの話で戦う気になったのか？

ピアニィ：いや、その……みんなが死んじゃうかもしれないって思うとやっぱり決断はしにくいですけど―――。

アル：ばかたれが。

ピアニィ：ばかたれ!?　ひどい！（笑）

ナヴァール：まあ、アル殿は陛下が戦いに赴くのを快く思っていないようでありますからな。

アル：別に戦いたくないわけじゃねえよ。むしろ、師匠のからみもあるからな、戦いたいとすら思う。

ピアニィ：え、じゃあなんでばかたれ……。

アル：姫ひめさんがそこまでする責任や義ぎ務むはねえと……それはそう思ってる。でも、大陸に平穏をもたらしたいと思ってるんだろ？

ピアニィ：は、はい。

アル：じゃあ、話は簡単じゃねえか。御子を呼び出して、こいつをぶっ倒す。で、俺たちは全員が生き残る。それでいいだろ。

ピアニィ：!?　いや、だって……そんな簡単に……。

アル：俺がさっきからいらいらしてるのは、お前が俺らを信用してないからだ。俺ははっきり言って、御子をぶった斬ってやりたいと思ってる！　でも、なんで戦いに行こうって言わないと思う。

ピアニィ：な、なんで。

アル：俺はちっともそれっぽく見えないかもしれないが、フェリタニアの……いいや、お前の騎士だ。

ピアニィ：!?　あ、アルが……。

ベネット：こんなことを言うなんて……（笑）。

アル：だから、お前が決めたことに従うと決めている。そもそも最初に出会った時、約束しただろう。お前が安全になるまで騎士でいる、って。そして交わした約束は必ず守るとも。

ピアニィ：は、はい。

アル：だから、お前は素直にこう命令すればいいんだよ。俺に！

ピアニィ：命令？　な、なにを。

アル：「絶対に死ぬな。仲間も死なせるな」

ピアニィ：……。

アル：お前が俺にそう命令するなら、俺はその約束を絶対に守る。どうだ。

ピアニィ：…………。

アル：お、おい。返事しろ。

ピアニィ：……や…………。

アル：や？

ピアニィ：やばいっ、これは泣きそう……っ（一同爆笑）。

アル：泣くのかよ！（笑）

ベネット：あっしの感動話が一瞬でふっとんだでやんす。

ナヴァール：ははは、ベネットの時代は終わったようだ。

ピアニィ：……ああ、いいなあ、セッションって。なにか一本映画を見たような……（笑）。

アル＆ＧＭ：まだ終わってないからっ！（笑）

ピアニィ：でも、なんかこう……すごい最終回気分に……（笑）。

ベネット：盛大な死にフラグを立ててるようにも見えるでやんすが……。

アル：こわいこと言うなよっ!?（笑）

ピアニィ：あはは（笑）。じゃあ……アルに命じます。絶対に死なないこと。そして、仲間を絶対に死なせないこと。

アル：じゃあ、それを言われて……たまにはサービスしよう。姫さんの前にかしずいて、ただひと言だけ答える。―――御意、と。

ピアニィ：それはかっこいい……！

アル：で、恥ずかしいのでさっさと立ち上がる俺！

ピアニィ：え―――っ！

アル：で、姫さんの非難を交わすべく、ん、と拳を握って前に突き出す。

ピアニィ：？　…………ああ（笑）。じゃあ、あたしも拳を握って……コン、とアルの拳とぶつけます。

アル：……勝つぞ、姫さん。

ピアニィ：はい……っ！

ナヴァール：いいシーンだ（笑）。

ＧＭ：ほんまに（笑）。
















アル：ああ、それとな。ひとつ提案がある。各国の王や貴族は、エストネル国外に脱出してもらうよう進言しよう。さすがに、同じ戦場にいない奴は守れないからな。

ピアニィ：はい！

ＧＭ：その提案はとてもいいが……ひとつ問題がないか。

アル：問題？

ＧＭ：うん。今、エストネルに集まってるＮＰＣの中で……ピアニィが戦場に残ると聞いて、ひとりだけ国外退去に応じない奴がいると思う！

一同：………………。

アル：あー……。

ピアニィ：ス、ステラ姉さま……（笑）。

ナヴァール：ふうむ、ならばそれは私に任せてもらおう。おそらく説得できる。はず。

アル：まあ、それがいいかな。

ＧＭ：では、キミたちがそんな言葉を交わしたところで……「……どうやら、決意は固められたようですね」と、ドアを開けて入ってくる人物がひとり。

ナヴァール：エル・ウォーデン陛下。

ＧＭ：そのとおり。

ピアニィ：エル・ウォーデンさん。あたしは、儀式をお受けします。

ＧＭ：その言葉に、王は微笑んでうなずく。「ピアニィ陛下は儀式の終了……すなわち、御子と神竜王を呼び出したあと、戦場より離脱されてもかまわないと言いにきたのですが……」

アル：その必要はねえよ。そう言って―――……。




　アルは、ひと呼吸の間を取ってピアニィと、ナヴァール、ベネット……順番に視線を送る。

　そこに在る笑顔を見て、心に刻んだのは勝利の確信と決意。

　それを確認してのちアルはエル・ウォーデンに再び向き直り―――告げた。




「姫さんと、こいつらふたりは……

　フェリタニア第一の騎士、アル・イーズデイルが絶対に守る」







◆Middle 10◆揺れる想い




　それは、決戦を直前に控えた明け方のこと。

　ナヴァールはステラから返される言葉を想像しながら、彼女の部屋へと赴いた。

　そして、思ったとおりの言葉が返され―――思わず苦笑した。




ＧＭ：「絶対に看過できん……っ！」

一同：……っ!?

ＧＭ：と、このシーンは怒りで顔を真っ赤にしたステラの怒声から始まる（一同爆笑）。

アル：斬新なスタートだ……（笑）。

ピアニィ：びっくりした……（笑）。

ＧＭ：（笑）。シーンの舞台は、ステラの自室で時刻は明け方。窓より射し込む朝日が部屋を明るくし始めたそんな時刻だ。シーンに登場しているのはナヴァール、そしてステラのふたりだけ。

ベネット：ここは邪魔せずに温かく見守るでやんす。

ピアニィ＆アル：（笑顔でうなずく）

ナヴァール：では、私はさっき打ち合わせたとおり、ステラを説得しにやってきて、そっこーで怒鳴られたわけだが……。

ＧＭ：そりゃそうでしょう。〝真の四宝の試み〟のこと、〝邪神の御子〟と〝神竜王〟を召喚すること……そして、その戦場にピアニィを含めた四人で赴くこと。そのすべてを聞かされてステラが怒鳴らないわけがない。

アル：な、なんという予想どおりの反応をする奴なんだろう……（笑）。

ＧＭ：そして、当然といった様子で次の言葉を吐く。「……そんな危険な場所に、お前たちとピィだけで行かせるわけにはいかん。私も連れていけ、ナヴァール。でなければ死ね」

一同：おいっ!!（笑）

アル：前にもやったぞ、そのギャグっ！（笑）

ナヴァール：残念だがステラ、その頼みを聞くことはできない。お前には、頼みたいことがあるのだ。

ＧＭ：「頼み？」

ナヴァール：そうだ。お前には、エストネル王国より脱出する各国の王らを守る任務についてもらいたい。

ＧＭ：「まて、ナヴァール。それは私にしかできないことか？　その中にはグラスウェルズのリシャール卿を始めとして、多くの騎士や魔術士がいるはずだ。なにも私が指揮を執らずともよかろう！」

ナヴァール：たしかに、お前はそう思うかもしれない。

ＧＭ：その言葉に少し笑顔を浮かべるステラ。「なら……！」

ナヴァール：しかし、ダメだ。

ＧＭ：ステラはナヴァールに摑みかからんばかりの勢いで声を荒げる。「なぜだっ！　返答しだいでは、いかにお前といえど……っ！」

ナヴァール：私は、お前だけを信用しているからさ。

一同：っ!?

ＧＭ：「……っ」言葉を詰まらせ硬直し、ステラの顔が瞬時に紅くなった（一同大爆笑）。そしてややうわずった声で……「い、いや、しかしだな……ピィを置いていくことは……」

ナヴァール：私がお前だけを信用しているように、お前もこの私を信じてほしい―――と、そこでステラをそっと抱き寄せて……。

ＧＭ：は、ステラはさらに石のようになりました（一同大爆笑）。

ナヴァール：顔をあわせぬまま、耳元で囁く。陛下は必ずお守りする。それにお前はひとりの姉である前に、もはや一国の王なのだ。個人の感情で動くことは許されん。ピアニィ陛下も、自分の感情より民のことを想い、今日までやってきた。お前にも、それができるな？

ＧＭ：「…………」

アル：いかん、もうステラが反応すらできなくなってる！（笑）

ＧＭ：ややあって、身体の硬直がほぐれ……ステラは紅い顔のまま尋ねる。「どうしてもか？　私がついていっては……だめか？」

ナヴァール：だめだ。

ＧＭ：「私は、お前についていきたいのだ、と言ってもか？」

ナヴァール：そうだ。

ＧＭ：間髪入れず吐き出される言葉にステラはすねるような表情を見せ、ぐっと……ナヴァールの胸を両手で押し返して身体を離す。

ピアニィ：姉さま……（笑）。

ＧＭ：そして腕を組んでそっぽを向き……ぽつり。「―――冷たいな、ナヴァール」

ナヴァール：それにはなにも答えず、微笑んでいよう。

ＧＭ：「今一度、問う。各国要人の護衛任務……それは統一帝としてのピアニィの命令か」

ナヴァール：そうだ、と言いたいところだが……お前のかわいい妹の願いさ。

ＧＭ：その言葉を聞いて―――ステラは嘆息したあと、フッと笑い……そして表情を引き締めて言う。「……わかった。ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール、その任務……拝命いたしました。私は私の成すべきことをいたしましょう」

ナヴァール：それでいい。頼むぞ、ステラ。

ＧＭ：「ああ。私だって、いつまでもお前にからかわれてばかりの子供ではないさ」

アル：今さっき、思いっきりからかわれていたような……。

ピアニィ：しー！

ナヴァール：では、いい子だ……と言って、部屋を去るとしよう。護衛の件、くれぐれもよろしく頼む。

ＧＭ：「わかっている。いいからさっさと行け」

ナヴァール：はいはい、と。では、ドアを開けて部屋を出て行こ……あ。

ＧＭ：あ？

ナヴァール：ステラ。

ＧＭ：「なんだ」

ナヴァール：お前が子供でないなら、もう必要ないな？

ＧＭ：？　「……なにがだ」

ナヴァール：お前はもう……夜、ひとりで寝られるな？

一同：っ!?

ピアニィ：ちょっとちょっとちょおぉおお……！（笑）

ＧＭ：「なっ、ば……！」もう動揺をとおり越して、意味不明な身振り手振りをする生命体になってますが。

ナヴァール：ははは、冗談さ。では、また会おう―――パタン。

ＧＭ：では、ドアを閉めた直後にどすん、と枕が投げつけられた音が鳴り……そんなところでシーンを閉じるとしよう。なんだこのシーン（笑）。

ナヴァール：わはは。

ＧＭ：あー、いや、このシーンはステラのこんなセリフで閉じるとしようか。




「ナヴァールの馬鹿が……っ」

　ステラは、枕を全力投球してのち、憤慨しながら声を荒げる。

　ややあって―――。

　深呼吸しつつ息を整え、ドアの前に転がる枕をゆっくり拾い上げる。

　それを両の腕で抱きつぶしつつ……そして、つぶやいた。




「ひとりで寝たくないと思うのは……

　なにも子供だけではないのだぞ、ナヴァール」











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆真の四し宝ほうの試こころみ




　七つの〝王の石〟と〝ひとつの石〟をその小さな両の手に握り、ピアニィは再び〝帝王の間〟が扉の眼前に立った。

　この扉とは、ただ〝帝王の間〟に入るためだけのものではない。

　そう、これより変わるであろう世界へと繫がる、扉だ。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズに入ろう！　そこは、〝四宝の試み〟を行なった場所にある巨きよ大だいな扉とびらの前―――キミたち四人は八つの竜りゆう輝き石せきを手に、そこに立っている。

ナヴァール：ついにここまで来ましたな。この儀式こそ、アルディオンに真の平和をもたらすもの。……陛下。

ピアニィ：はい、行きましょう！　竜輝石をかざします！

ＧＭ：ＯＫ、するとキミの眼前で儀式の間の石の扉が重たい音を立ててゆっくり開いていく。

アル：ここまでは、〝四宝の試み〟と同じだな。

ピアニィ：じゃあ……部屋に一歩、踏み出します。

ＧＭ：そこは、〝四宝の試み〟を行なった儀式の間だ。灯りが落ち、静まりかえって前に入った時とはずいぶんと雰囲気がちがって見える。コツ……踏み込んだ硬い足音が空虚に響いて―――。

ベネット：ふ、雰囲気を盛り上げてくれるでやんすね……。

ピアニィ：じゃあ、そっと〝ひとつの石〟を掲げますが……。

ＧＭ：では、それに呼応して……ふいに掲げた石から、淡く柔らかい白色の光がゆっくりと噴き上がる。それが、この空間に満たされた時……キミらの心の中に声が響いた。

ピアニィ：声……？

ＧＭ：そうだ。「―――答えよ、汝なんじは扉を開くことを望む者か？」

ベネット：扉を開く？

ナヴァール：おそらく〝真の四宝の試み〟を受けるかの最終確認だろう。神しん竜りゆう王おうと邪じや神しんの御み子こを復ふつ活かつさせる覚悟があるか否か。

ＧＭ：そのとおり。

ピアニィ：それなら、まっすぐ前を向いて「はい」と答えます。

ＧＭ：すると……部屋の最奥の空間に鋭い光が現われる。光は、アーチを描くように線を曳いて門を形作った。そして描かれたアーチ向こうに……見慣れない風景が揺らいでいる。

ベネット：どこでもドア……っ！

ＧＭ：まあ、そんなもんだ（笑）。

ピアニィ：それじゃ、みんなで光の扉をくぐりましょう。もう迷まよいとかも一いつ切さいなく、まっすぐ歩いていきます。

ＧＭ：わかった。では、キミたちはその空間に足を踏み入れた。そこで四人の視界が一気に開ける。そこは、四方に地平線すら見える広大な空間だ。

ベネット：どこっ!?

ＧＭ：頭上には不自然なまでに青く澄み渡る空が広がり、赤い荒野がどこまでも続いている。さらに見渡せば……周囲三六〇度、まるでそこにスクリーンでもあるかのように、外で行なわれている戦闘の様子が映し出されている。

ナヴァール：おお。他には？

ＧＭ：すぐ正面に、石の柱……というか大理石でできた台座のようなものが、円環状に立ち並んでいる。円の中央にひとつ、円周に六つ。それを取り囲むように七つの台座がある。それぞれの台座には、ちょうど竜輝石がはまるようなくぼみが見える。

ピアニィ：竜輝石をはめるのが儀ぎ式しき？　台座に近づいてみます。

ＧＭ：すると―――そこで再び響く声。「答えよ、七つの鍵かぎをもて世界の改変を望む者よ。汝はその肩かたにすべての責せき任にんと運命と生命を背せ負おう覚かく悟ごはあるか。その証あかしを我われに見せよ」

ピアニィ：じゃあ、無言でうなずいて竜輝石をひとつずつ台座にはめていきます。

ＧＭ：ＯＫ。三人が見守る中、ピアニィが台座に竜輝石をはめると……竜輝石がそれぞれに象しよう徴ちようされる色の光を放ち始めた。

ナヴァール：レイウォールは赤、グラスウェルズは白とか？

ＧＭ：そうそう。赤、白、青、黄、紫むらさき、緑、空の七つだ。最後、中央の台座にひとつの石をはめると、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、そこからすべての色が混まじり合った不思議な光が噴き上がり、この空間に広がっていく。

ベネット：おおっ!?

アル：どうでもいいけど、演出が細かいな！（笑）

ＧＭ：（笑）。同時に、今までよりもずっと強い力で響く声！　「これより、真の四宝の試みを執とり行おこなう……っ！」　噴き上がった七つの光はしだいに収束し……そしてかき消えた。が、光の代わりにその場にぬうっと現われたのは七体のゴーレムだ。

アル：なるほど、こいつらが姫さんに資格があるか試してくれるってことか。

ＧＭ：そうだ。それぞれが赤、白、青、黄、紫、緑、空と竜輝石の象徴色にカラーリングされてている。眼前にそびえ立った白色のがキミを見下し―――「ひとつの石を持つ者よ。世界を変える覚悟があるものか……見せよっ！」　さあ、戦闘に入ろう！
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◆Climax 02◆神と魔まと





　帝紀八一四年一〇月七日―――。

　それは、エストネル王国が一都市エル・ウルフリック・ミンスター周辺にて始まった。

　大地を埋め尽くすのは鎧の鋼色……鈍い白銀色。それすなわち、エル・シフ・ノールドにて永き眠りについていた聖堂騎士たち。

　眼下に整列するセイン、そしてノーデンスを見下ろしながら、エル・ウォーデンは厳しい表情を見せ……ふいに空を仰ぐ。

　世界は、静謐に満ちていた。




　神と魔の決戦の刻が、訪れようとしていた。




ＧＭ：さて、戦闘を開始する前に少し演えん出しゆつ……マスターシーンをいれよう。まずはエル・ウォーデンの視点だ。それと同時にカメラの視し点てんがちょっと移うつる――……。




　エル・ウルフリック・ミンスターを見渡せるその丘で、エル・ウォーデンは街より天に向かってほとばしる光を確認した。

　絡み合い、混ざり合いながら天をめざす神々しい七つの光。

　光の塔は瞬時に雲を吹き散らし、天を貫いた。

　が―――光の出現を待っていたかのように、数瞬の刻をおいて北の空の一点に赤とも黒とつかぬ血のようなものが染み出した。

　染み出した、という表現はやや正確ではない。

　まるで薄い刃で裂かれた肌より垂れ流れた血のよう―――。

　垂れ出したそれは、清流に大量の墨を流したかのような姿色となって北より南の空へと流れ込んでくる。エル・ウォーデンはその様子を見据え、気持ちと表情を引き締める。

「来たか、妖魔どもめ」

　心の内よりわき上がる高揚感。

　それを抑えながら、眼前に整列する兵たちを鼓舞した。

「今こそ我らが力を見せる時ぞ……！」

　王の声に、大地を揺るがすほどの歓声があがる。

　その中にはゼパやユンガー、サイラスの姿すがたもあった。

　エル・ウォーデンの号令の元、兵たちは得物を構かまえ、北の方向へ前進を開始する。




　その先に待ち構えるのは、空を覆いつくさんばかりの……異形の大集団だった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同どう時じ刻こく、シェルドニアン学園。

　エル・ウルフリック・ミンスターの方角から上がった光の柱と、不吉な色に染まった空を、生徒たちは不安げな顔で見上げていた。

「お、おい。アレを見ろ！」

　不意に生徒のひとりが逼ひつ迫ぱくした声を上げて、空の一点を指す。

　その先には、その背より生えた翼をはためかせる魔物の大集団が空を覆い尽くしていた。

　ざわつく生徒たちの中、ユファは「ふんっ」と鼻を鳴らして呟つぶやく。




「……大丈夫よ。こんなんじゃ足りないわ。

　この程てい度どでうちのピィ先輩を倒せると思っているのかしら……！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同時刻、グラスウェルズ王国王都ベルクシーレにて。

「大変だ、アンソンっ」

　珍めずらしくあわてた様子で執しつ務む室しつへやって来たカテナに、書類整理をしていた手を止めてアンソンは尋たずねた。

「どうしたんだ、そんなにあわてて。なにかあったのか？」

「ああ。先ほどエストネルの方角で光の柱が発生、空が奇き妙みような色に染まったのが確認された。それと同時に、無数の魔物がエストネル方面へ進軍しているのも発見されている。エストネルでなにか異い常じよう事じ態たいが起こったのは明らかだ……アンソン？」

　カテナの報ほう告こくは慌てるのに十分な内ない容ようだ。

　なにしろ彼かの地ちにはフィリップ王を始めとして、この大陸の重要人物が集まっている。

　彼らの身に害が及およべば、再び戦せん乱らんが起こらないとも限かぎらない。

　だが、アンソンは報告に慌てた様子もなく、再び書類整理を始めてしまった。

「いまさら慌てても仕方がないよ、カテナ。落ち着いて行動しよう。それに……」

「それに……？」

「あそこには僕ぼくたちの頼たよりになる友人たちがいる。だから、きっと大だい丈じよう夫ぶさ」

　そう言ってアンソンはゼパ、そしてアル・イーズデイルの顔を思おもい浮うかべ、笑った。




アル：……（笑顔で迷めい惑わくそうな顔）。

ＧＭ：迷惑そうな顔をするなよ、そこっ!!（笑）

アル：いや、だって、マブダチ、マブダチって言われるようになってから、一度も顔を合わせたことがないので距きよ離り感かんを計りかねてるんですよ（笑）。

ナヴァール：そういえばそうだな。

ベネット：というか、同どう窓そう会かいで久ひさしぶりに会った友達みたいな（笑）。

アル：そうそう。向こうはすごいフレンドリーなんだけど、こっちはどう対たい応おうしていいか分からない（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊





　アルディオン大陸のどこか。

　街かい道どうを歩いていたナーシアはふと足を止め、遠くの空へと視し線せんをやった。

　見えるのは不吉な空の色と、光の柱。

　その空の下にあるのがエストネルであることに気がついて、ナーシアは今そこにいるだろう友人のために祈いのった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ：ナーシア～……。

ＧＭ：とまあ、こんな感じで世界各地からエストネルの異常が見えています。って、ところで改めて戦闘を開始しよう！

アル：はい。守護者との位置関係はどうなってるんです？

ＧＭ：ＰＣたちは１エンゲージ。５メートル前に白の守護者がいる。さらに、ＰＣから20メートルの位置に空と青、紫と緑、赤と黄のそれぞれ二体ずつのエンゲージが三つだ。

ナヴァール：三つの守護者のエンゲージの距離は？

ＧＭ：それぞれ25メートルだね。

ベネット：意外とエンゲージが離はなれてるでやんす。

ＧＭ：なお、戦闘勝利条じよう件けんは白の守護者を戦闘不ふ能のうにする。説明は以上かな……じゃ、セットアップを始めよう！

一同：おう！




第一ラウンド

▼行こう動どう値ち（開始時点）

　白、空、青、紫、緑、赤、黄の守護者　　：50

　ベネット　　　　　　　　　　　　　　　：28

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　　　　：20

　アル　　　　　　　　　　　　　　　　　：11

　ナヴァール　　　　　　　　　　　　　　：７
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ＧＭ：ではセットアッププロセスから。守護者の【行動値】は全員50なのでこちらから行くぞ。

アル：おお、高い！

ＧＭ：まずは黄の守護者から動く。オリジナルエネミースキル《黄の重じゆう圧あつ》を使用。

アル：重圧を受けるスキル……って、重圧はなくなったんだっけ。

ナヴァール：そうだね。バッドステータス一新しちゃって、バッドステータスの重圧はなくなった。

ピアニィ：それじゃ、どんな効こう果かですか？

ＧＭ：対象は場面（選せん択たく）なので、ＰＣ全員。【精せい神しん】で対決を行なって、こっちが勝利すると対象が使用するスキルのコストを２倍にするという素す敵てきな効果でございます。

ベネット：なんだってー！

ナヴァール：きついな。効果はいつまで？

ＧＭ：ラウンド終しゆう了りようまで。ちなみに解かい除じよ方法はない！　ちなみにこちらの【精神】判はん定ていに＋２Ｄされる。

ベネット：《インタラプト》するでやんすか？

ピアニィ：ダブルクライマックスだし、【ＭＰ】コストが上がるのはつらいですけど……。

ナヴァール：うむ。《インタラプト》をここできるのももったいない。温おん存ぞんしよう。

ＧＭ：んじゃ判定を！　こっちは（ダイスを振ふる）出目13で達成値13。

ピアニィ：【精神】０ですか!?

アル：ゴーレムですからねえ。

ベネット：くっ、フェイトを１点使うと避さけられるこの微び妙みような感じ。けど、温存で（ダイスを振る）達成値12。切ない……。

アル：俺も達成値12。１足りない……。

ピアニィ：あたしは14で避け。

ナヴァール：ファンブル以外だなー……（ダイスを振る）うん、問題なし。

ＧＭ：当たったのはアルとベネットか。それじゃふたりはズンッと心が重くなったかのような感覚に捕とらわれる。これであらゆるコスト２倍になる。

アル：まあ、１ラウンドだけだし問題はない！

ＧＭ：では、セットアップを続行します。で、次に動くのは白の守護者。こいつが手に持った剣けんを天に掲かかげると、空と黄、緑の三体の守護者から光が放たれ剣に集まる。三色の光を纏ったまま、剣は頭上高く振り上げられ……。

ベネット：おお……っ!?　ビームか！　ビームがくるでやんすか!?

ＧＭ：で、白の守護者がブンッと剣を振ると、そこから三色の閃せん光こうがキミたちに向かって襲おそいかかる！　くらえ、その名も《デルタビーム》！

ピアニィ：ほんとにビーム来た！

ナヴァール：セットアップで攻撃？

ＧＭ：はい、セットアップで攻撃です。範はん囲い（選せん択たく）を対象とした特とく殊しゆ攻撃でして、リアクションが行なえないという特殊効果がついております。ちなみにダメージは貫かん通つうダメージといって防ぼう御ぎよ力りよく無む視しとなる。

アル：げっ、それは《インタラプト》で打ち消すか……？

ベネット：ここは打ち消さなくてもいいのでは？

ナヴァール：（少し考えて）そうだな。

ＧＭ：それじゃ命中判定。（ダイスを振る）ファンブルはしないので、自動的に命中だ。

アル：《カバーリング》で姫ひめさんをかばう！

ＧＭ：んじゃ、ダメージいくよ。70＋４Ｄで……ほいさ！（ダイスを振る）84点！

ピアニィ：《サモン・アラクネ》を飛ばします！（ダイスを振る）18＋13。31点軽けい減げんです。

ナヴァール：さらにアルへ《プロテクション》。ケセドの杖つえを使って。（ダイスを振る）66点消した。

アル：それで、俺はノーダメージ。

ナヴァール：私とベネットは53点ダメージくらった。

ベネット：これであっしは残りＨＰ[image: 150]点。まだ耐たえられる。

ＧＭ：なお、スキルの効果で空と黄、緑の三体は［行動済ずみ］に。これでこっち側のセットアップはおしまいだ。

ベネット：それではあっしからでやんすな。ついに、この時が来てしまった。《マスターテイマー》。テイマーのスキルでして、セットアッププロセスにサーバントを呼よび出だすという。

ＧＭ：ベネットが不思議な技わざを。

ベネット：まず、ここに猫ねこがいます。そして左に旅人の石があります。へい、飲め！（笑）

ＧＭ：飲ませんなよ!?（笑）

ベネット：旅人の石を飲み込こんだ猫は巨きよ大だい化か。これがあっしのサーバントでやんす。でかかろう、怖こわかろう！　やれ、猫！

ＧＭ：（猫になって）にゃー！（ベネットを攻撃）

ベネット：ぎゃ―――っ!!　あっしじゃね―――っ!?（笑）

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

アル：冗談はさておき！（笑）それで、効果は？

ベネット：ちなみにシーンの間、ダメージが＋５Ｄ。命中判定と回かい避ひ判定が＋３でやんす。

ＧＭ：コスト倍になっているから忘わすれないで。

ベネット：忘れてた！　ごばっ、ＭＰ20点も消費した！

ピアニィ：あたしはアルの命中を増やしましょう。《スウィフトウェポン》＋《エンチャントウェポン：光》をアルに。

アル：次は俺。うーん、一いち応おう使っておくか。《クリアマインド》。このラウンドの間、コストが無視されます。

ＧＭ：…………ええー。

ベネット：黄の守護者涙なみだ目め（笑）。

ピアニィ：コスト２倍の効果、無意味ですよね（笑）。

アル：２倍されても、無視しますからね。１シナリオ１回だけですけど。

ナヴァール：それなら、このタイミングで使うよな。

ＧＭ：次はナヴァールとピアニィ。

ナヴァール：うーん、私はセットアップにやることが増ふえたけど……とりあえず《コーデックス》。クラスはアコライトで。それと、《メンターアーツ》も同時に宣せん言げん。

アル：これで全員終わりか。ギルドサポートはどうする？

ベネット：《陣じん形けい》くらいは使っていいんじゃないですかね。

ピアニィ：それじゃ《陣形》で。

ナヴァール：アルが白の守護者にエンゲージ。他三人がばらけよう。……いや、陛へい下かとベネットは同じエンゲージの方がいいか。

ピアニィ：どうして？

ナヴァール：《キャスリング》でベネットが陛下をかばえるからです。

ベネット：あっしもＨＰが高くなってだいぶタフになったでやんす。１回くらいならなんとか。

ピアニィ：なるほど、それじゃあそれでいきましょう。

アル：《限げん界かい突とつ破ぱ》はどうする？

ベネット：無む駄だ遣づかいになる可か能のうがあるし、今回は使わないでいいんじゃないですか？

アル：そうだねー、やめておこう。

ナヴァール：《クウェリィ》でどっちが強いか聞いておけばよかったな。

ピアニィ：あっ、そうでしたね。

ナヴァール：よし、次のキャンペーンでは必ず《クウェリィ》を取るぞ。

ベネット：気の長い話でやんす（笑）。

ＧＭ：じゃ、次はイニシアチブプロセス。なにもしなければ、【行動値】50の守護者たちからになるんだが……。

アル：まちがいなくこのタイミングだよなー。《カリキュレイト》を宣言！

ベネット：でやんすな。あっしも《カリキュレイト》……いや、止めておくでやんす。

ＧＭ：んじゃ、まずはアルからだ。

ナヴァール：そっちはなにもしてこないの？

ＧＭ：ええ、まだなにもしません。

アル：それじゃ、目の前の白の守護者を殴なぐる。《フルスイング》は使わないで《スマッシュ》《クロススラッシュ》。まず一発目の《バッシュ》が（ダイスを振ふる）命中45。

ＧＭ：厳きびしいな、さっきからクリティカルのみ。（ダイスを振る）……うん、無理。

アル：８Ｄ＋91点だから（ダイスを振る）[image: 111]点の〈光〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。

ＧＭ：ぶ、結けつ構こうくるな……。では、アルが剣を振り出した瞬しゆん間かん、空の守護者の頭部がきらりと光る。

ナヴァール：なにをするんだ？

ＧＭ：《空色の抱ほう擁よう》というスキルを使用。頭部から放たれた空色の光が白の守護者の前で壁かべになり、アルの剣を受け止めて砕くだけた。光がチラチラ散る中、白の守護者は無む傷きずで立っている。

アル：ダメージが通ってない……？

ＧＭ：そう、スキルでダメージを０にする。《ガーディアン》みたいなものだな。

ナヴァール：それは前の版はんだよ。今の版でダメージを０にするスキルは《アフェクション》だ。

ＧＭ：ああ、そうそう《アフェクション》。

アル：ルールが変わったばっかりだから、名前をまちがえますよね（笑）。

ＧＭ：なお、通つう常じようこのスキルは１シナリオ１回しか使えないが、白の守護者を対象とするかぎり何度でも使用できる。つまり無む限げん《アフェクション》。

アル：ということは、２回目の攻撃も無意味ってことか……。

ＧＭ：そうなるね。時にこの《空色の抱擁》を使う空の守護者ってちょっと可か愛わいいと思わない？

アル：なんで、今日のＧＭはかわいいを連発するんですか。あと、守護者は別にかわいくない（笑）。

ベネット：まあ、女子力を高めたかったりするんじゃないですか（笑）。

ナヴァール：ともかくだ。この空色のを倒さないと、白にはダメージが通らないってことか。

アル：そうなるな。

ＧＭ：さて、イニシアチブはこれで終わりかな。それじゃ、こっちのメインプロセスだ。まずは白の守護者から。目の前のアルをシュシュっと剣で薙なぐ。《連続攻撃》だ。

アル：いいぜ、来い！

ＧＭ：命中は４Ｄ＋25。（ダイスを振る）クリティカル！

ピアニィ：ああっ！

アル：とりあえず、《ディフェンスライン》。（ダイスを振る）ダメ。《バトルコンプリート》で振り直して（ダイスを振る）それでもダメだ！　くそ、しょうがないか。

ＧＭ：ダメージは４Ｄ＋[image: 100]。ここで赤の守護者が《赤の追つい撃げき》を使用。白の守護者の剣に合わせてビームを放つ！　ダメージに＋50されて（ダイスを振る）[image: 160]点の物理ダメージだ。

アル：そこそこ痛いたい。が、《プロテクション》と《サモン・アラクネ》をもらえばなんとかなりそうだな

ナヴァール：任されよう。《プロテクション》。ケセドの杖つえを使って（ダイスを振る）合計67点軽減。

ピアニィ：さらに《サモン・アラクネ》でダメージを軽減。（ダイスを振る）29点です。

アル：自分の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が40点あるから、最終的に24点ダメージ。

ＧＭ：しょぼっ！　しかし、今のは牽けん制せい。振り抜ぬいた剣を素す早ばやく切り返し、本命の一いち撃げきをアルに放つ。《連続攻撃》の二回目、行くぞ！

ナヴァール：ここで《ブランダームーブ》……と思ったが、アルだけなら《ディフェンスライン》で避けられるな。

アル：クリティカル以外は避けられるので、別の範囲攻撃の時に使った方がいいでしょうね。

ナヴァール：じゃ、今のはなしで。

ＧＭ：では、二撃目の命中判定。（ダイスを振る）くっ、２、２、２、１。合計７だから32。

アル：《ディフェンスライン》。５Ｄ振って、全部１じゃなきゃ回避。（ダイスを振る）クリティカル！

ピアニィ：わー、クリティカル！

ナヴァール：そうか。今のアルは《クリアマインド》のおかげで無む敵てきモードなのか。さっぱりとした顔をしている。

アル：ああ、正月にパンツを取とり替かえた時みたいなすっきり感が俺を包つつんでいる。

ＧＭ：じゃあ、パンツ王子が回避に成功したということで！

ピアニィ：なんですかパンツ王子って（笑）。

ＧＭ：では、これで白の守護者は終了。このイニシアチブプロセスで……。

ベネット：《カリキュレイト》で割り込むでやんす！

ＧＭ：では同じく緑の守護者がスキル使用、白の守護者に《緑の追風》！　緑の守護者が光を放つと、白の守護者が縛鎖より解き放たれて再び腕を振り上げ、動く……！

ピアニィ：《エンカレッジ》っ!?


アル：もしくはそれに近いスキルか。それよりこれも白の守護者に放つ時は回数無制限か？

ＧＭ：うむ、基本的に１ラウンド１回だ。他の守護者に対しては１シナリオ１回だが。

ピアニィ：もしかして、他の守護者も同じように白を援えん護ごするスキルを持ってる……？

ベネット：その可か能のう性せいは高そうでやんすな……！

ＧＭ：では、行動値の高い白の守護者がベネットより先に行動！　やることはさっきと同じ、アルに《連続攻撃》！




　と、攻撃したはいいが《ディフェンスライン》を使ったアルにはかすりもしなかった。




ＧＭ：うぉおおぉおっ、当たらねぇええぇっ!?　《ディフェンスライン》強すぎだろっ!!

アル：まあ、その分コストは高いんですがね。

ナヴァール：《クリアマインド》の効きいている今はコスト０だがな。

ＧＭ：このラウンドはアルに攻撃するの無む駄だだな……。次はベネットの行動！

ベネット：あっしが《カリキュレイト》を使って動く。ムーブはなにもなし。マイナー《ブルズアイ》、メジャー《ダブルショット》。対象は空の守護者、お前からでやんす。

ピアニィ：無限《アフェクション》使いは早く倒さないと！

ベネット：任せるでやんすよ。あっしの攻撃は常つねに〈無〉属性の魔法ダメージ。あっしは守護者を殺すためだけに生まれた戦闘マシーンでやんす！

アル：矢や弾だまは使う？

ベネット：《デュアルアロー》で、リンメルの矢を二本使うでやーんすっ！（ダイスを振る）おお、クリティカルっ!?　クリティカルですよー、あっし！　みなさん、クリティカルでございます!!　ベネットがクリティカルでございますっ!!


ピアニィ：すごい！（笑）

アル：テンション高すぎだろ！（笑）

ＧＭ：回避判定にクリティカルすればいいんですよ、クリティカルすれば！（ダイスを振る）……大竹さん、クリティカルしませんでしたよ？（恨うらめしそうに）

ピアニィ：ちょっ、あたし関係ないですよ！（笑）

アル：ダイス目が悪い時は人のせいにしたくなるということで（笑）。

ベネット：ダメージは基き本ほん72の、《ブルズアイ》で＋13、リンメルの矢が２本で＋20。さらに７Ｄがクリティカルで９Ｄ＋[image: 105]点！

ピアニィ：ベネットちゃん、《ピアシングストライク》を忘れてない？

ベネット：……ああっ、《ピアシングストライク》でさらに＋３Ｄでやんす！　（ダイスを振る）……[image: 134]点の魔法ダメージでやんす！

ナヴァール：けっこういいダメージだな。

ＧＭ：【魔法防御力】で20点減へらして[image: 114]点抜け！

ベネット：続いて２発目。今回はリンメルの矢を１本だけ使用、《デュアルアロー》は使わない。……てりゃー（ダイスを振る）……クリティカル。なんだ、今日のあっしは!?

ピアニィ：どうしたのベネットちゃん。今日は凄すごいよ！

アル：ろうそくの火は最後の瞬間もっとも明るくなると言う（笑）。

ベネット：今日は体が軽い。もう、なにも怖こわくないでやんす！

ＧＭ：死にフラグを立てるなよ（笑）。ほい（ダイスを振る）うん、クリティカルしない。もう今日はダメだ俺。

ベネット：では、ダメージロールの前に《ピアシングストライク》を使用！

ナヴァール：それならここで《チェックメイト》だ。ベネット、ここで倒してしまえ。ケセドの杖を使って（ダイスを振る）41点プラス。

ベネット：こっちは[image: 120]点だから、＋41で[image: 161]点の魔法ダメージ。

ＧＭ：（ダメージ計算中）……うん、その程度ならまだまだ倒れない。

ベネット：意外と耐たえるでやんすね。

ＧＭ：では、イニシアチブは終わりでこっちのメインプロセス。青の守護者が動きます。頭部が光ってビームを放つ。《ガーディアンビーム》を使用する。

アル：またビームが来たか。

ＧＭ：「対象：単体」の特殊攻撃だ。誰だれを狙ねらうかはランダムで決める。とりゃ（ダイスを振る）ベネット。

ベネット：あっしかー!?　ふっふっふっ、回避が一番高いあっしを狙うとは愚おろかでやんすね。

ＧＭ：その慢まん心しんが命取りだ。死ねぇぇぇぇっ!!　（ダイスを振る）ちっ、クリティカルはしないが、ちょっとずつ出目が上がってきたぞ。出目14で39！

ベネット：それなら《ドッジムーブ》を使用！　《ダンシングヒーロー》を使いつつ（ダイスを振る）……お、45で回避したでやんす！　ひょいっと頭を引ひっ込こめる。

ＧＭ：青い閃せん光こうがベネットの頭の上を擦さつ過かし、背はい後ごの壁かべに当たってパンと光が飛び散る。当たらなかったか。

ナヴァール：ダメージどのくらいだったんだろうか。

ＧＭ：やっぱり当たってみる？

ベネット：いや、遠えん慮りよしておきます。

ピアニィ：あはは（笑）。

ＧＭ：さて、これで青の守護者は［行動済］。なにもなければ、次の守護者のメインプロセスに行くが……。

アル：《エンカレッジ》使うか？

ベネット：そうでやんすね。陛下に《エンカレッジ》。今でやんす！

ピアニィ：じゃあ、いきますよ。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《フロストプリズム》。

ナヴァール：対象は？

ピアニィ：空と青のエンゲージかな。（ダイスを振る）……クリティカルでない。44。

ＧＭ：やっぱりクリティカルのみ。（ダイスを振る）でなかった。両方とも命中です。

ピアニィ：シーン１回に変わったので、ここで《マジックフォージ》を入れちゃおう。これで[image: 118]＋24Ｄのダメージ！

アル：これはいけるか。

ピアニィ：（ダイスを振る）……[image: 200]点ピッタリの〈水〉と〈光〉属性の魔法ダメージ。ちなみに１点でもダメージが通れば［放心］と回避判定マイナス１Ｄ、【魔法防御力】マイナス10です！

ＧＭ：ぶっ、いろいろついてきた！

アル：特殊効果のオンパレードだな。

ＧＭ：まず、空の守護者が自分に《空色の抱擁》。これでダメージ０だけど、白の守護者以外に使えなくなった。

ナヴァール：自分で自分を抱だきしめたか。

ピアニィ：むぅ。でも切り札ふだは使わせました。

ＧＭ：で、青の守護者はうらやましそうな目で空の守護者を見ながら、光と氷の乱らん舞ぶに巻まき込こまれていく。で、実はこいつ〈水〉属性なので、【魔法防御力】を二倍にしてダメージを計算します。

ピアニィ：属性あったんだ！

ベネット：ってことは、白以外、全部異ことなる属性を持ってるでやんすかね。

ナヴァール：そんなところだろうな。

ＧＭ：これでダメージ[image: 160]点。さらに［放心］、回避判定にマイナス１Ｄ、【魔法防御力】マイナス10は受けておく。

アル：お？　［放心］は打ち消されないのか。

ＧＭ：じゃ、残りの守護者が動く。２体いるからピアニィとナヴァールに一体ずつ打うち込こもう。まずは紫の守護者がピアニィに《ガーディアンビーム》。紫のビームが額ひたいからピアニィに向かって打ち込まれます。（ダイスを振る）出目14だから39。

ピアニィ：39なら、ミスティックガーブで避さけられる、けれど……。

ベネット：けど？

ピアニィ：《アベンジ》が撃うちたい。

ナヴァール：さすが閣かつ下か（笑）。

アル：狙えるなら《アベンジ》でいいんじゃないか。

ピアニィ：はい、じゃあ《アベンジ》を宣言します！

ＧＭ：迫せまる紫むらさき色いろのビームを避けようともせず、魔法の詠えい唱しように入るピアニィ。さあ、男らしく殴り合おうじゃないか。

アル：いや、待った。俺が《カバームーブ》でピアニィを《カバーリング》しとく！

ＧＭ：それじゃアルにダメージを……（ダイスを振る）90点〈闇やみ〉属性の魔法ダメージ。

ナヴァール：《プロテクション》。ケセドの杖も使って（ダイスを振る）65点軽減。

ピアニィ：《サモン・アラクネ》張はりますか？

アル：ＭＰ大だい丈じよう夫ぶか？

ピアニィ：コスト２倍になってないから、そんなに減ってはいないんですよ。

アル：じゃあ、すまん頼む。

ピアニィ：はい。（ダイスを振る）33点軽減。

アル：これでダメージ０だ。この程度のダメージなら、《カバーリング》しなくてもいいか。

ナヴァール：そうだな。ちなみに、バッドステータスはなし？

ＧＭ：ダメージが０になったのでわかりません。

ナヴァール：わかった。それはしょうがない。

ＧＭ：では、メインプロセス終了！　ピアニィ陛下の反はん撃げきどうぞ。

ピアニィ：《フロストプリズム》を使用！　たあ！（ダイスを振る）

ＧＭ：紫の守護者像の回避判定……！（ダイスを振る）む、失敗。ダメージこい！

ピアニィ：いちおう、フェイトを１点使って（ダイスを振る）出目は20で42！　合計[image: 154]点です。そっちの属性は〈闇やみ〉でしょうから素す通どおしですよね？

ＧＭ：み、見み抜ぬかれてる……。はい、[image: 134]点そのままもらいました。

ピアニィ：さらに［放心］、回避判定マイナス１Ｄ、【魔法防御力】マイナス10です。

ＧＭ：それも全部もらった。うぐぐ……。

ピアニィ：これであたしは終わりです。アル、ありがとー。

ＧＭ：では、紫の番が終わったので次は赤の守護者。宣言どおりナヴァールに《ガーディアンビーム》。命中判定は（ダイスを振る）よっしゃ、クリティカル！

ナヴァール：ぎゃー!?

ベネット：ついにクリティカルがきたでやんす。《インターフィアレンス》いる？

ナヴァール：いや、いらん。一撃じゃ死なないから温存しておこう。普通に回避（ダイスを振る）ぐわっ、惜おしい。６と３！

アル：《カバーリング》もいらないか？

ナヴァール：ああ、そのままもらおう。

ＧＭ：それじゃ、ダメージいくよー。（ダイスを振る）[image: 103]点の〈火〉属性魔法ダメージ。

ナヴァール：《プロテクション》。（ダイスを振る）72点軽減。【魔法防御力】で防ふせいで13点ぬけか。このまま受けてバッドステータスなにが来るかたしかめよう。どうせ〈火〉属性で来るバッドステータスなら、あまりわたしに関係ないものだし。

ＧＭ：お、それじゃ１点以上ダメージが入ったので、ＨＰロスとＭＰロス20点ずつ受けてください。

ナヴァール：ぶほっ、なんだってー！

ベネット：ナヴァール、油ゆ断だんしたでやんすね（笑）。

ピアニィ：20点は痛いです（笑）。

ナヴァール：陛下に《サモン・アラクネ》使ってもらっておくべきだったか……。

ＧＭ：これで赤の守護者が行動終了。次はナヴァール。

ナヴァール：うーん、ここは《ジョイフルジョイフル》でベネットに動いてもらい、空の守護者を倒してもらうか。

ベネット：やめろー、あっしのＭＰが削けずれるー。……と言いたいところでやんすが、あっしが動いた方がよさげでやんすな。

ナヴァール：うむ、頼む……っと、その前にハイＭＰポーションをマイナーで飲んでおこう。で、ベネットに《ジョイフルジョイフル》。

ベネット：では、《ブルズアイ》《ダブルショット》。ＭＰ消費が30点。うおー……。

ピアニィ：がんばってー、ベネットちゃん！

ベネット：対象は空の守護者。（ダイスを振る）さすがにもうクリティカルはしなかった。達成値42。

ＧＭ：出なくはないが……。（ダイスを振る）うん、無理。27で全然届とどかない。

ベネット：ＭＰがきついでござる《ピアシングストライク》。うお―――っ、死ねー!!　（ダイスを振る）これは目がいい!!　[image: 119]点の魔法ダメージです。

ＧＭ：99点ダメージ……だが、まだ倒れん！

ベネット：くわー、倒れんのか！　まだあっしにＭＰ10点を使えというのかー!!　ならば行くぞ、２発目。（ダイスを振る）クリティカル!!　これがあっしの怒いかりだー!!

ナヴァール：またクリティカルか（笑）。

ピアニィ：今日のベネットちゃんすごいっ！（笑）

ベネット：これが、ＭＰ10点の分、これがＭＰ10点の分、そしてこれがＭＰ10点の分だー!!

アル：ＭＰしか言っていないぞ（笑）。

ＧＭ：大切な人はいないのかよ（笑）。

ベネット：ＭＰよりも大切なものなどない！

ピアニィ：言い切った（笑）。

ＧＭ：回避ー。（ダイスを振る）うむ、クリティカルしない。

ベネット：《ピアシングストライク》を使って（ダイスを振る）[image: 114]点！　さすがに死んだんじゃないですかね。死んだよ、キミ、今死んだ。新しいキミに生まれ変わった。

ＧＭ：うるさいっ、たしかに倒れたよっ！（笑）

ベネット：よしっ！

ＧＭ：ベネットの矢が頭に突つき刺ささり、空の守護者は天を仰あおぐように背せ中なかから崩くずれ落おちる。それと同時、空色の光が守護者の体から噴き出だし、キラキラとキミたちに降ふり注そそぐ。

アル：自じ爆ばくか？

ＧＭ：いや、むしろＰＣたちに有利になるスキル。《空色の瞳ひとみ》というスキルが発動。空の守護者が戦闘不能になると即そく座ざに効果が発はつ揮きされ、ＰＣ全員のフェイトが５点回かい復ふくするぞ。

ベネット：やったぜー。と、思ったがフェイトぜんぜん使ってない（笑）。

ピアニィ：後半があるから温存してましたし（笑）。

ＧＭ：とまあ、このように守護者には倒すと嬉うれしいおまけが全員についてます。

アル：とはいえなにが起こるか分からないし、白の守護者を集中攻撃で倒す方がいい気がする。

ベネット：けっこうタフでやんすからねえ。ＨＰ[image: 400]点くらい？

ピアニィ：三回攻撃してようやっとだから、それくらいだよね。

ＧＭ：ともかく、これで全員［行動済］になったので、クリンナッププロセス。ここで白の守護者が《白の鼓こ舞ぶ》を使用。白の守護者が白い光を放つと、その場にいる守護者全員の魔ま力りよくが一気に増ぞう幅ふくする！

ピアニィ：それってどんな効果ですか？

ＧＭ：白の守護者以外のダメージロールが＋20。なお、この効果は累るい積せきしていくぞ。

ナヴァール：つまり長引くほど、そっちのダメージがでかくなるわけか。

アル：やっぱり集中攻撃で早く終わらせた方がいいな。

ＧＭ：他にやることはないね？　んじゃ、このラウンドは終わりだ！




第二ラウンド

▼行こう動どう値ち（開始時点）

　白、青、紫、緑、赤、黄の守護者　　　　：50

　ベネット　　　　　　　　　　　　　　　：28

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　　　　：20

　アル　　　　　　　　　　　　　　　　　：11

　ナヴァール　　　　　　　　　　　　　　：８




[image: ]




ＧＭ：さーて、２ラウンド目のセットアップでございます。

アル：あー、フィーバータイムが終わった……。

ＧＭ：ああ、〝コストが０〟タイムな（笑）。

ベネット：《クリアマインド》の効果は１ラウンドですからね。

ピアニィ：そうなのかー。

ＧＭ：では、再び黄の守護者さんが全員を対象に《黄の重圧》。黄色の光を放ち、キミたちにプレッシャーをかけてくる。（ダイスを振る）達成値13。

アル：俺は普通に振る。（ダイスを振る）あ、ピッタリ13で成功した。

ナヴァール：（ダイスを振る）やべーっ、危あぶなかったー!?　出目３だったけど成功。

ピアニィ：ん、あたしも成功です。

ベネット：あっしはここで失敗すると終わる。フェイト１点使って（ダイスを振る）ふう、13で成功！

ＧＭ：くっ、誰も引っかからなかったか。黄の守護者が悲しい目でそちらを見る中、続いて白の守護者が《デルタビーム》。今度は緑と青、黄の守護者からビームを集めて撃つのだが、問題はどこに撃つか。

ナヴァール：シーン全体攻撃のような気がしてたけど、そういや範囲攻撃だったか。

ＧＭ：そうです。うーん……やはり、ピアニィとベネットのいるエンゲージに撃つか。

ピアニィ：ガーン、攻撃が来た！　リアクション不可ですよね？

ＧＭ：うむ。リアクション不可の貫かん通つうダメージだ。じゃ、こちらの命中判定行くぞ（ダイスを振る）うん、ファンブルもクリティカルもない。

アル：姫さん、《カバーリング》いるか？

ピアニィ：いえ、前のラウンドのダメージからして大丈夫です。ＨＰ[image: 169]ありますし。

ベネット：あっしも現げん在ざいＨＰ[image: 150]点でやんすから、《カバーリング》は必要ないかも。

アル：ＯＫ。

ＧＭ：じゃ、ダメージいくぞ。４Ｄ＋70。（ダイスを振る）やや低めでキリよく80点の貫通ダメージだ！

ピアニィ：まずはあたしが《サモン・アラクネ》。（ダイスを振る）30点軽減。

ナヴァール：さらに《プロテクション》を陛下に。ケセドの杖は温存して（ダイスを振る）うん、全部打ち消した。

ベネット：あっしは50点もらって、残りＨＰ[image: 100]。まだまだでやんす。

ＧＭ：こちらはこれで終わり。次はベネット。

ベネット：守護者さんよ、お前もやるじゃない。あっしの妖よう魔まの血を目覚めさせるとは。くくく……もう止められんぞ！　《シニスター》を使用。フェイトは２点消費。

ＧＭ：んで、効果は？

ベネット：はっ、ＨＰが80点ほど回復します。みるみるうちに傷きずが治っていく。

ピアニィ：ダメージが上がるようなスキルかと思った（笑）。

ＧＭ：では、傷が治っていく様子を見た白の守護者が言う。「……ひぃ、化け物！」

アル：守護者が言うなよ！（笑）

ナヴァール：つーか、しゃべれるのか（笑）。

ベネット：あっしを化け物と言ったな。そう言ったヤツは、みんな無様に死んでいったぞ、くくく……。

アル：お前、「化け物」とか呼よばれたのは初めてだろっ!!（笑）

ベネット：だって、あっし自身が「ひぃ、化け物」と言ったあとに倒されてるでやんす。

アル：自分の経けい験けんかよ！（笑）

ピアニィ：なんだかなあ（笑）。

ＧＭ：ともかく、ベネットは終わりっと……80点も回復するのか、倒せないなあ。

ピアニィ：じゃあ、次はあたしから。《インクリーズデバイス》をナヴァール以外に。これでこのラウンド中、17点ダメージ増ぞう加か。

ナヴァール：私は《エンサイクロペディア》で白の守護者をエネミー識しき別べつだ。目もく標ひよう値ちは？

ＧＭ：22です。

ナヴァール：じゃあ、フェイト１点ぐらいは使っておくか。まだ、全然使ってないし。（ダイスを振る）おわ、危なかった。24で成功。

ＧＭ：では、こちらをどうぞ（データを書いた紙を渡わたす）。

ナヴァール：（データを見ながら）なんか、他の守護者が使うデータも書いてある。

ＧＭ：それは白の守護者の《真なる守護者》の効果で使えるようになっているスキルです。

ピアニィ：だから、白の守護者をエネミー識別すると分かるわけですね。

ＧＭ：そういうことですね。

ナヴァール：これを見ると、青の守護者がイニシアチブで白の守護者のＨＰを[image: 100]点回復するスキルを使ってくる。青も倒さなければだめだな。

ベネット：《空色の抱擁》と同じく、無限回使用でやんすな。

ナヴァール：次は紫の守護者。白の守護者に［カバー］してくる。

アル：青と紫は優ゆう先せんして倒さないとならないってことか。

ＧＭ：それと、こちらもお渡ししておきます。白の守護者をエネミー識別すると追加で分かる情じよう報ほうでして（データの書かれた紙を渡す）。

ナヴァール：（受け取りつつ）これは？

ＧＭ：守護者を倒した時に得られるボーナスのまとめ。

ナヴァール：おお……（紙を見て）おっ、白の守護者を倒すとスキルかギルドサポートのシナリオ使用回数制せい限げんが１回増えるのか！

アル：まだ使用していないものでもよいって書いてあるから、純じゆん粋すいに使用回数が一回増えるんだな。

ピアニィ：他にもダメージを増やしたり、ＨＰかＭＰを回復させたり、いろいろありますね。

ナヴァール：全部倒したいところだけど、青と紫を倒して、白の守護者を倒すのがいいんじゃないかな。

アル：まずは、青を倒しますか。

ナヴァール：そうだな。というところでセットアップは終わり。

ＧＭ：では、イニシアチブ。割わり込こむ人いる？

アル：もうスキルが品切れだ。

ベネット：あとは《アデンダム》を使うかどうか……必要ないですよね？

ナヴァール：うん、様子を見よう。

ＧＭ：じゃあ、メインの白の守護者。やることは変わらず《連続攻撃》でアルを攻撃。一発目（ダイスを振る）37……。これじゃ当たらないよな。

アル：《ディフェンスライン》を宣言（ダイスを振る）42で避け。

ＧＭ：やっぱり、クリティカルしないとかすりもしない。二発目、クリティカル出ろ……！（ダイスを振る）おし、クリティカル!!


ピアニィ：ええー!?


ナヴァール：やるなあ、菊きく池ちさん。帰り道は気をつけて（笑）。

ＧＭ：本当に。自分でもちょっと怖い（笑）。

アル：《ディフェンスライン》（ダイスを振る）クリティカルせず。《バトルコンプリート》で振り直し。（ダイスを振る）出ない！　ダメージください。

ＧＭ：赤の守護者が《赤の追撃》を使って、６Ｄ＋[image: 150]。せーの、どっかんこ！（ダイスを振る）低い。14だから、[image: 164]点。

ナヴァール：ケセドの杖を使って思い切り《プロテクション》。（ダイスを振る）ああ、アルには数字が悪いな。68点軽減。

ピアニィ：《サモン・アラクネ》もいきます。（ダイスを振る）29点軽減。

アル：ありがとうございます。これで、27点ダメージ。地味に削けずれていくな。

ＧＭ：うーん、しょぼい。とりあえず次に行こう。赤と緑の守護者が《ガーディアンビーム》。ベネットに撃ってもしょうがないので、ナヴァールとピアニィに一回ずつだ。

ピアニィ：あたしに撃ってくるのはどっちですか？

ＧＭ：もちろん緑の守護者です。

ピアニィ：（殺意にぎらぎら輝かがやく目で）なんで、〈火〉属性のはずの赤の守護者が撃ってこないんですかー!?

ＧＭ：それはピアニィが《アベンジ》してくるのが分かってるからだよ！　あと、その目は止めて！（笑）

ピアニィ：おっと（笑）。

アル：まあ、姫ひめさんは《フロストプリズム》使ってるわけだし、手はばれてるよな（笑）。

ベネット：被ひ害がいがより大きくなる赤が攻撃しないのは、正しい判はん断だんでやんす（笑）。

ＧＭ：てわけで、緑の守護者がピアニィに向かってビーム！（ダイスを振る）39！

ピアニィ：39なら行けるかな。《アベンジ》使います！

ＧＭ：では、緑色のビームと、氷と光の嵐あらしがふたりの中間地点で交差し、お互たがいに命中する。こっちは４Ｄ＋[image: 100]（ダイスを振る）[image: 118]点の〈風〉属性魔法ダメージ。

ナヴァール：ケセドの杖つき《プロテクション》。（ダイスを振る）72点軽減です。

ピアニィ：ありがとう、ナヴァール。さらに自分で《サモン・アラクネ》すれば。（ダイスを振る）30点軽減。これでダメージ０です。

ＧＭ：か、硬ぇ!?


ピアニィ：ふふん♪　では、こちらの攻撃。（ダイスを振る）……42！

ＧＭ：（ダイスを振る）む、回避判定は失敗。

ピアニィ：ダメージは（ダイスを振る）[image: 150]点ですっ！

ＧＭ：殴なぐり返かえされたほうが痛いという過か剰じよう防ぼう衛えいですね……。

ナヴァール：クロスカウンターは痛いんですよ。

ピアニィ：あ、１点でも通ればさらに［放心］、回避判定にマイナス１Ｄ、【魔法防御力】マイナス10！

ＧＭ：わ、わかってるよ！（笑）追加効果が酷ひどい……。ええい、気を取り直して赤の守護者。ナヴァールさんにビームをプレゼント！（ダイスを振る）37！

ナヴァール：37は避けられないな。（ダイスを振る）ん、無理。

ＧＭ：では、ダメージ……の前に、自分自身に《赤の追撃》を使用。一拍ぱくおいてから二本目のビームを発はつ射しや！　これでダメージは４Ｄ＋[image: 150]だ。

ナヴァール：そ、それはやばい！

アル：それじゃ、ここでナヴァールを《カバームーブ》《カバーリング》！

ＧＭ：ではダメージロール。（ダイスを振る）[image: 163]点、〈火〉属性魔法ダメージ。

ナヴァール：ケセドの杖を使って《プロテクション》。（ダイスを振る）お、アルがかばってくれて気を取り直したせいか、出目がいい。74点軽減。

ピアニィ：（ダイスを振る）あ、代わりにあたしがダメだー。ごめんなさい、アル。25点しか軽減できない。

アル：合わせて、99点軽減。60点ダメージ。

ＧＭ：ダメージが入ったので、追加でＨＰロスとＭＰロスを20点ずつ。

アル：これで残りＨＰ[image: 100]点。

ＧＭ：まだ、そんな残ってるのか！

アル：がっちりナヴァールと姫さんが軽減してるからな。

ピアニィ：そう……アル、死ねなくなっちゃったからね（哀あわれむように）。

ＧＭ：そんな、哀れむような言いかたしないであげて（笑）。

アル：俺が倒れた方がピアニィ的にいいのか（笑）。

ピアニィ：あっ、ちゃうちゃうちゃう!?　今までアルに《サモン・アラクネ》するよっていうといらないっていわれる場合が多くて、でも今回は気にせず《サモン・アラクネ》撃てるようになったから嬉しいって意味です！

ナヴァール：あれは《レイジ》があったからです。

アル：そう、ＨＰをコントロールするために断ことわることが多かったんですよ。

ベネット：今回から《レイジ》がなくなったから、常にもらってるってわけでやんすな。

ピアニィ：ああ、なるほど。

ＧＭ：で、これで守護者の行動は終了。で、流れるように緑が《緑の追風》を紫に使う。

ナヴァール：そうか、白の守護者以外にも撃うてるんだったな。

ＧＭ：１シナリオ１回だけですがね。では、紫が《ガーディアンビーム》をベネットに撃つ。（ダイスを振る）38。

ベネット：あっしでやんすか!?　《インターフィアレンス》……ＭＰがきつい。フェイト１点使って《ドッジムーブ》（ダイスを振る）44で回避。ひょい。

ＧＭ：くおーっ!?

ベネット：さて、続いてはあっしの番でやんす。ＭＰはきついがここでダメージを出しておかないと、陛下の攻撃でとどめを刺させない。《ブルズアイ》《ダブルショット》！

ＧＭ：対象は？

ベネット：対象は青の守護者。その青がにくい！

ＧＭ：青の守護者はとても大変心優やさしく、理り性せい的てきで……。

ベネット：（言葉をさえぎり）あっしに野生を縛しばる理性はいらないでやんす！　リンメルの矢を使い、一発目の命中（ダイスを振る）39！

ＧＭ：だから分かりにくいネタを……（ダイスを振る）回避は合計で30。命中。

ベネット：《ピアシングストライク》を使って（ダイスを振る）[image: 133]点の〈無〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：ベネットも魔法ダメージなんだよな。[image: 123]点抜けて、累るい計けい[image: 318]ダメージです。

ベネット：ＨＰが[image: 400]点とすると、あと82点。再びリンメルの矢を使って二発目（ダイスを振る）46。ふふん、回避してもいいでやんすよ？

ＧＭ：くそっ、クリティカルのみ。だが、出す！（ダイスを振る）でなかった……。

ベネット：では、《チェックメイト》をお願いします。

ナヴァール：《チェックメイト》……！（ダイスを振る）おお、出目がいい。４、５、５、５、６で35点！

ＧＭ：ぶ……っ。

ベネット：合わせて[image: 163]点でやんす。

ＧＭ：[image: 143]点抜け。これは耐たえられん！　青の守護者もベネットの矢を胸むねに受けて、膝ひざが砕け、前のめりに倒れる。で、もう動かなくなったその体から青い光が吹き出し、キミたちの体へ吸すい込こまれていくぞ。

ピアニィ：撃げき破はボーナスですね！

ＧＭ：そのとおりでございます。《青せい藍らんの神しん癒ゆ》という、１回だけ使えるＨＰかＭＰのどちらかを全ぜん快かいさせるギルドサポートを手に入れました。……ちょっと大おお盤ばん振ぶる舞まいだったかも。こんなにダメージいかないとは思わなかった。

アル：いや、けっこう消しよう耗もうしてますよ、俺もＨＰ半分切ってますし。

ベネット：あっしもＭＰがキツキツでやんす。で、あっしのメインプロセスは終了でやんす。

ＧＭ：それじゃ緑の守護者が白に《緑の追風》。しかし、攻撃がアルには当たらないんだよなー……。よし、ムーブで離り脱だつしてナヴァールにエンゲージ。

ナヴァール：しまった。１メートルでもうしろに下がるべきだったか！

ＧＭ：ふっふっふっ、落ちろナヴァール！　《連続攻撃》で一発目……。

アル：待った！　ナヴァール、ここは《ブランダームーブ》だ！

ナヴァール：うむ、使い時だな。《ブランダームーブ》。命中判定にマイナス６だ。

ＧＭ：うぐ、けっこうくるな……。（ダイスを振る）達成値40……だから34か。

ナヴァール：《パトロナイズ》……は難むずかしいか。ベネット、頼む。

ベネット：了りよう解かいでやんす。《インターフィアレンス》。10点減るから……うわー、ＭＰ残り１じゃー、ぐわー。

ピアニィ：そんなに減っているんだ……。

ベネット：あっしは前のラウンドでコスト２倍を払はらったから……。くそう、この怒いかりを乗せて……（ダイスを振る）うおー、クリティカルじゃー！　ナヴァールはやらせーん！

ＧＭ：くっ、ベネットの放った矢が守護者が勢いきおいよく振ふり下おろした剣に命中。狙いがずれて、ナヴァールのすぐ脇わきの床ゆかへと突き刺さる！

ナヴァール：ベネットを信しん頼らいしていた私は微び動どうだにしない。

ベネット：ふっ、最後にナヴァールを守れて満足でやんす。妖よう魔まの力を引き出しすぎて、もう体が持たぬ。うごごご……。

アル：なんでお前がやられてるんだ（笑）。

ピアニィ：ＭＰがなくなっただけなのに（笑）。

ＧＭ：そんなベネットを気にせず、白の守護者は振り下ろした剣を素早く斬きり上げる。二発目は（ダイスを振る）出目17で42。

ナヴァール：クリティカルのみだな。（ダイスを振る）出ない。命中だ。

ＧＭ：赤の守護者が《赤の追撃》を使って、ダメージ＋50。赤の守護者がビームを放つと、剣がそれを吸い込み赤く光る。

アル：最後の《カバームーブ》＋《カバーリング》。使いどころだよな。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 162]点ダメージ。

ナヴァール：《プロテクション》。（ダイスを振る）お、まあまあの出目だ。72点軽減。

ピアニィ：《サモン・アラクネ》28点軽減。

アル：ありがとう。合わせてちょうど[image: 100]点軽減だから、22点ダメージ。残りＨＰ78点だ。だいぶ減ってきたな。

ＧＭ：地道にＨＰは削れているか。

アル：ここで俺の番だ。ムーブアクションで、白の守護者とナヴァールにエンゲージ。

ＧＭ：まあ、アルはこっち来るよなあ。

アル：マイナーアクション《スマッシュ》、メジャーアクション《クロススラッシュ》。一撃目は（ダイスを振る）命中45。

ＧＭ：こっちはクリティカルのみ。よっ（ダイスを振る）30で命中。

アル：それじゃ、ダメージロールの直前にスピリッツソードの効果を使用する。ＨＰを減らしてダメージを10点上げる。

ＧＭ：アルの剣が命を吸すって怪あやしく光るのと同時、紫の守護者の腕うでがにゅるっと伸のびてその剣を受け止める。《紫の防ぼう護ご》を使用して、白の守護者をカバーするぞ。ちなみにアルのダメージって〈光〉属性の魔法ダメージになってるよね。
















アル：なってますね。ところで紫の守護者の属性は？

ＧＭ：〈闇やみ〉……。

アル：…………（にっこり）。

ＧＭ：……他にやりようがないからしょうがないんだよっ！　ダメージこい！

アル：（ダイスを振る）お、高い。[image: 152]点、〈光〉属性。

ＧＭ：[image: 152]点素す抜ぬけしてきた！

アル：う、ちょっと足りないか。

ピアニィ：いえ、前のラウンドでダメージ与えてるから、きっと次の一撃で倒せますよ。大丈夫です。

アル：そっか。っと、それじゃ白の守護者への二発目。（ダイスを振る）クリティカルはせず。命中は50です。

ＧＭ：やっぱりクリティカルのみだよ。出ろ！（ダイスを振る）よしっ、クリティカル出たぞ！　避けたぞ!!（とても嬉しそうな顔）

ベネット：なんですと!?


ピアニィ：本当に出た！

アル：まあ、慌あわてるなよ。ナヴァール、頼む。

ナヴァール：《パリペイティア》。振り直してもらおうか、ＧＭ。

ＧＭ：……（なにかを言いたそうな顔でナヴァールを見る）。

ナヴァール：そんな顔をしてもだめだ（笑）。

ＧＭ：白の守護者が華か麗れいに避さけたかと思ったが……（ダイスを振る）……やっぱり避けられなかったよっ！　33で命中だ!!　ちなみに《紫の防護》は使用できず。

ナヴァール：ふう。《パリペイティア》の出番もあったし、私の出番はこれで終わりだ（やり遂とげた男の顔で）。

ピアニィ：ナヴァール、今回はダブルクライマックスですよ？（笑）

ベネット：ここで終わるのは早すぎるでやんす（笑）。

アル：さて、俺のダメージは（ダイスを振る）[image: 145]点。

ＧＭ：二撃目の剣が白の守護者の胴どうを切きり裂さき、装そう甲こうの一部が吹ふき飛とぶ！　[image: 115]点抜け。これが初ダメージか。

アル：これで俺は終わり。姫さん、倒してくれ。

ピアニィ：はい！　《マジックブラスト》＋《フロストプリズム》で、紫と緑の守護者を攻撃します。（ダイスを振る）44！

ＧＭ：紫、こいつが避けると素敵。（ダイスを振る）おお、今日はラッキーデイ!!　クリティカルで回避！

アル：またか!?

ピアニィ：やー、避けられた……。

ベネット：もう一回《パリペイティア》でやんすかね。

ナヴァール：ここだよなー。《パリペイティア》！

ＧＭ：また振り直し!?　（ダイスを振る）うわっ、惜しい！　６、５、５、２。31で命中！

ピアニィ：よしっ♪

ＧＭ：緑も（ダイスを振る）……ダメ、命中！　紫の守護者が《紫の防護》を使って緑をカバーする。

ピアニィ：それじゃダメージ。（ダイスを振る）普通ぐらいかな。[image: 184]点。

ＧＭ：[image: 184]点が素抜けで倍づけ。[image: 368]点ダメージで倒れたっ！

ピアニィ：わーい、やったー♪

ＧＭ：ピアニィの放った冷気によって氷漬づけにされ、光によって砕くだけ散ちった守護者から紫色の光が放たれキミたちに吸い込まれる。《滅めつ紫しの衝しよう撃げき》という１回だけ対象を「単体※」にしてダメージを＋[image: 200]するギルドサポートを手に入れました。

アル：《ボルテクスアタック》や《リゼントメント》の攻撃の制限を取とり払はらった感じですね。

ＧＭ：そうそう。……しかし、こんなあっさりやられるとは。切り札を与えるためだけに出てきたみたいだな。

ベネット：いやいや。

ナヴァール：そんなことないって。だいぶこっちもやられてるよ。

ＧＭ：では、ピアニィ様の攻撃が終わったので、次はナヴァール。

ナヴァール：その前に、イニシアチブで回復しよう。アルがけっこうダメージくらってるし。

アル：そうですね。今、残りＨＰ68。《カバーリング》できなくなるんで、頼みます。

ナヴァール：イニシアチブプロセスで、《クイックヒール》＋《ヒール》をアルに。５Ｄ＋90点回復。

ＧＭ：ふざけんなよ！　これまでの守護者たちの苦労が水の泡じゃねーかっ!?

ナヴァール：はっはっはっ。（ダイスを振る）えーと、[image: 104]点回復だ。

アル：ありがとうございます。

ＧＭ：与えたダメージの大半を回復されてしまった……。次、ナヴァールのメインプロセス。

ナヴァール：もう回復はいらないよな。では《ジョイフルジョイフル》。白の守護者の守りはもうない。アル、倒してしまえ。

アル：了解。ここで《フルスイング》と《ツインアーツ》！　ムーブで《ファストセット》＋《スマッシュ》、マイナーで《フルスイング》と《ツインアーツ》、メジャーで《クロススラッシュ》。一撃目、（ダイスを振る）あんまり出目がよくないがこれでも当たるだろ。42！

ＧＭ：42はさすがに無理だな。（ダイスを振る）おお、クリティカル！

ベネット：また!?　ＧＭが今日は輝かがやいているでやんす。

ナヴァール：《パリペイティア》はもう使い切った。これはどうしようもないな。

アル：仕方ない、気持ちを切きり換かえて２発目。（ダイスを振る）51！

ＧＭ：それもクリティカルのみ。（ダイスを振る）しない！　出目14で34。

アル：スピリッツソードの能のう力りよくを使い、ＨＰを削ってダメージを上げつつ……（ダイスを振る）[image: 178]点、〈光〉属性。

ＧＭ：[image: 148]点抜けて、累計[image: 263]。一撃目は剣で受け流すも、二撃目によって袈け裟さ懸がけに深々と裂れつ傷しようを受ける。しかしまだ倒れる様子はない。

アル：うーん、もう一巡じゆん回せば倒せるか？

ベネット：他の守護者の【ＨＰ】からして、いけそうでやんすな。

ＧＭ：さて、これで全員［行動済］なのでクリンナッププロセス……。

ナヴァール：ＧＭ、ちょっと待って。ここで《再さい行こう動どう》を切ろう。

ピアニィ：ここで使っちゃうんですか？

ナヴァール：白を倒すともらえる《月げつ白ぱくの賦ふ活かつ》でギルドサポートの回数も増やせるから、ここ使って戦闘を終わらせるのがよいかと思う。

アル：なるほど。たしかに下手に長引かせてリソースを削けずられるよりは、ここで勝負を決めた方がいいな。

ピアニィ：それじゃ《再行動》承しよう認にんです！

ベネット：これであっしたち全員［未行動］。やっぱり《再行動》は最高でやんす。

アル：…………駄だ洒落じやれか？

ＧＭ：（冷たい声で）守護者たちが一いつ斉せいにビームの照しよう準じゆんをベネットに定めるぞ。

ピアニィ：ベネットちゃん、あとでお話ししましょうね？（目が笑ってない）

ベネット：な、なんでじゃー!?（笑）

ナヴァール：つまらないことを言うからだ（笑）。

ＧＭ：さて、行動はベネットからだが……。

ベネット：現在ＭＰが１。なので待機をしておくでやんす。

アル：俺もだいぶ減ってるし、ベネットまで行動が回ったら《祝福》を使ってもらおう。それはそれとして、俺は《ファストセット》から《フルスイング》《ツインアーツ》《スマッシュ》《クロススラッシュ》を使用。白の守護者を狙ねらって一撃目。（ダイスを振る）48。

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられない！　ダメージをくれ。

アル：（ダイスを振る）[image: 170]点、〈光〉属性。

ＧＭ：[image: 140]ダメージで累計[image: 403]点。ま、まだ動いてる！　さすが白、頑がん張ばれ白！

アル：では、二発目いきます。（ダイスを振る）んー、出目が悪い。このシーン最後の《バトルコンプリート》で振り直します。（ダイスを振る）クリティカルは出ず。43。

ＧＭ：クリティカルのみ！　（ダイスを振る）しない。32で命中。

アル：（ダイスを振る）[image: 171]点だ。

ＧＭ：累計[image: 544]点！　生き残った！

アル：倒しきれなかったか。ただ、あと一撃ってところだな。

ベネット：次はピアニィ様なのでちょうどいいでやんす。

ピアニィ：あたし？　なんで？

ベネット：なんでって、この試練で試されているのは誰か忘れたでやんすか!?

ピアニィ：……あ。ベネットちゃん、ありがとう。今気づいた（笑）。

アル：今気がついたのか（笑）。

ピアニィ：それじゃあたしの番！　《ブーストマジック》と《フロストプリズム》。いくぞー。試練を乗り越こえるんだー（ダイスを振る）36。ちょっと低いからフェイトで振り直し。（ダイスを振る）43。

ＧＭ：もう、クリティカルのみだ。いや、５、６、６、６でもいいのか。

ナヴァール：菊池さん、それはクリティカルです（笑）。

ＧＭ：ほ、ほんとだ（笑）。けっきょくクリティカルのみ（ダイスを振る）出ない。命中！

ピアニィ：（ダイスを振る）29＋[image: 144]だから、[image: 170]点の〈光〉〈水〉属性です。

ＧＭ：[image: 140]ダメージ。さすがにもう耐たえられない。光と冷気の嵐あらしをまともに受けて、がくりと膝をつく白の守護者。

ピアニィ：やったー！　あたしは試練を乗のり越こえたー!!　……ちょっと待って、ピアニィって戦闘前、こんなテンションでしたっけ？

ＧＭ：なんで他人に確認してるんだ（笑）。

ピアニィ：いえ、あの、戦闘に集中してたから、ちょっとピアニィがどっか行っちゃってて……？（笑）

ナヴァール：呼よび戻もどしてください！（笑）

ピアニィ：可か憐れんないい子だったのは覚えてるんですけど。




　それは気のせいである。




ＧＭ：さて、白の守護者は膝ひざをつきながらピアニィに「さすがは、ウルフリックの生まれ変わりと言われるだけはある」と告げ……。

ピアニィ：そんなこと、さっき言われたので自覚はないです。あたしはあたしです。

ＧＭ：その反はん論ろんが聞こえたかどうかわかりませんが、白の守護者は膝をついたまま光の粒りゆう子しとなって消えていきます。それと同時に、残りの守護者も電池が切れたかのように突とつ然ぜん動きを止めます。

アル：終わったか……。

ＧＭ：で、すべての守護者が倒れると、結界が崩くずれ去さり、周囲に満ちていた神しん聖せいな空気も霧む散さんしていきます。

ベネット：……これで一区切りでやんすね。

ナヴァール：ああ、だが油断はするな。すぐに来るぞ……で、ＧＭ。次の戦闘が始まるまでどれくらい回復できる？

ＧＭ：このラウンドの行動が残ってるベネットとナヴァールは行動していいですよ。




　ここでナヴァールは《マジックブラスト》＋《ヒール》で自分とアルのＨＰを全快させた。

　ベネットもハイＭＰポーションを使用して、ＭＰを15点回復。




ＧＭ：では、ふたりの行動が終わった直後、天てん井じようが爆発と共に吹き飛び、破は片へんとホコリがぱらぱらと降ってきます。

ナヴァール：せっかくだから軍ぐん師しっぽいセリフを言うわ。上を見て「来る」っと。

ＧＭ：もう来てますよ（笑）。

ナヴァール：（まったく調子を変えずに）来たか……。

ＧＭ：（笑）。では、ここでシーンを一度終わります！







◆Climax 03◆妖よう魔ま襲しゆう来らい




　穴あなの開いた天井から降おりてきたのは、エルダナーンによく似にた別の種族の男だった。

　ベネットにとっては見知った、だが他の三人には珍めずらしい存そん在ざい。

　邪じや神しんの僕しもべ、人間の裏うら切ぎり者もの。

　すなわち、妖魔。




ＧＭ：というわけで、守しゆ護ご者しやを倒たおし、結界が解とけた直後、天井が吹き飛んだわけですが、そこから見える空は赤と黒が混じり合う不吉な色に染まっていたりする。

ナヴァール：戦せん闘とうに入る前の演出にあったやつだな。

ピアニィ：「なに、あの空……」と少し不安そうに呟つぶやきます。

ＧＭ：で、不吉な空がのぞく天井の穴から一体の人ひと影かげが侵しん入にゆうしてくるよ。人影に翼つばさはなく、魔法で飛行しているっぽい。

ピアニィ：来ましたね。

ＧＭ：侵入してきた人影はすーっと床ゆかに降おり立たつ。青い神官風の衣い装しようを身にまとったエルダナーンによく似た男だが、あり得ないほどに顔が蒼あお白じろく、瞳ひとみは真しん紅く。さらに邪じや悪あくな気配を放っている。

ベネット：ここはあっしが言うべきだな。げぇー、よ、妖魔!?　しかもヴァンパイアでやんすか!?

アル：俺は剣けんを構えてにらみ付けるかな。「こいつが妖魔か……」

ナヴァール：ヴァンパイア、エルダナーンが邪悪化した妖魔だな。気をつけろ、奴やつらの魔法は強力だぞ。

ＧＭ：で、そのヴァンパイアはキミたちを濁にごった目で見て、嘲あざけるような笑えみを浮うかべる。「よくぞ結界を解いてくださいました。ついでに厄やつ介かいな守護者像ぞうを破は壊かいしていただいたようで助かります」

ピアニィ：あなたは、いったい？

ＧＭ：「私は〝惑まどいの剣〟ヴィシャス。短い間ですがよろしくお願いします」ちなみに名も無き有志一同・代表さんの投とう稿こうキャラだ。ありがとう！




[image: ]




ベネット：名も無き有志……？　おお、つまりみんなで考えてくれたでやんすな。ありがとう！

ピアニィ：話を戻もどして……あなたはあたしたちの邪じや魔まをしにきたんですね。

ＧＭ：「そのとおり。儀ぎ式しきを引ひき継つぎ、この地に我が主、邪神の御み子こ様さまのみを解かい放ほうする。忌いま々いましきセフィロスは永えい遠えんに眠ねむっていただきましょう。あとは私におまかせを、女王」

ピアニィ：嫌いやです。あなたには渡わたしません。

ナヴァール：そういえば、サガでこうハッキリと妖魔が出てくるのはめずらしいね。

アル：基本、妖魔や魔族がいない世界ですからね。

ピアニィ：バルムンクも人間が多いですし。

アル：あとは戦争をやっていることも多いですしね。

ＧＭ：さて、こうしてヴィシャスとにらみ合っているみなさんですが、ちょっと演出を入れようと思います。




　エル・ウルフリック・ミンスター周辺はエストネル軍と妖魔・魔族の軍ぐん勢ぜいが激はげしい戦闘を繰くり広ひろげていた。

　妖魔・魔族側の見み慣なれぬ技わざや魔術に押おされるエストネル軍。

　その中にあって、ゼパやユンガー、サイラスは信じていた。

　―――ピアニィたちの成功を。




　一方、エル・ウィン・フリット。

　謎なぞの軍勢の侵しん攻こうを聞きつけた各国王族たちは、即そく座ざに国元への帰き還かんを決定していた。

　エルザとウィルフレッド、スリス、ステラらは共に馬車に乗って街を出ようとしていたのだが……。

　街の出口にさしかかった先頭の馬車が魔術を受けて爆ばく発はつ、それを見て足を止めた後続は妖魔の軍勢に取り囲まれていた。

「くっ、せめてウィルフレッド様だけでも……」

　そうつぶやいてエルザが杖を手に馬車から飛とび降おりようとしたその時。

「こっちだ、エルザさん！」

　懐なつかしい声が聞こえ、それと共に正面の囲みが何者かによって切きり崩くずされた。

　それを成したのはたった三人の傭よう兵へい団だん、三代目黄金の狼おおかみ。

　エルザの懐かしい仲間たちであるツヴァイ、ダイン、ミリアだった。




「……出して！」

　エルザの指し示じに馬車は素早く反はん応のう、突とつ破ぱ口こうより囲みを抜ぬけ出でる。

　こうして、エルザたちは黄金の狼と共にエル・ウィン・フリットを脱出したのだった。




　その一方―――。

　後方にて指し揮きを執とっていたエル・ウォーデンは、強きよう烈れつな悪お寒かんを感じて空を見上げた。

　その視線の先には、赤と黒の不気味な空から降りてくる赤い光をまとった巨きよ大だいな人型の影があった。

　それを見たエル・ウォーデンは目を見み張はってつぶやく。

「ダーインスレイブ……」




ナヴァール：ダーインスレイブか！

ピアニィ：ダーインスレイブって、バルムンクのボスのひとりですよね？

ベネット：そうでやんす。バルムンクを作り上げたとされる四体の魔族〝始祖の四人〟の一体ですな。

アル：正念場だからな。大物が出てきたか。

ＧＭ：空を見上げ、エル・ウォーデンは険しい顔を見せる。しかし、そこで……「―――大丈夫」と、王の背後より声。

アル：お？　誰……？

ＧＭ：そこに立つのは、一見すると女性の吟遊詩人だ。この状況下、妙に落ち着いた表情で告げる。「セフィロスに頼まれてな。〝深紅の森〟よりかの竜を解き放ってきた。すぐにここに現われよう」

ナヴァール：それってもしや……。

ＧＭ：うん、おそらくナヴァールの考えてるとおりだ。だが、その言葉よりもエル・ウォーデンは目の前に人物を見て、驚きの声をあげる。「―――……〝銀〟のケセド」、と。

一同：ケセドかいっ！

ピアニィ：ケセドの杖を作った本人っ!?


一同：そこかいっ!!（笑）




　エル・ウォーデンはふいにもうひとつの巨大な気配を感じた。

　そちらへ目をやると、ダーインスレイブとは反対方向の空、まだ本来の青を保たもっていた空に巨大な球きゆう状じようの雲が流れてくるのが見えた。

　その球状の雲から赤い光があふれ出たかと思うとそこに、神こう々ごうしい巨大な赤せき竜りゆうが飛び出した。




ナヴァール：こんどは深紅竜アイン・ソフ……！

ピアニィ：レイウォールの守護竜！

ＧＭ：そのとおり。というわけで、上空でアイン・ソフとダーインスレイブが怪かい獣じゆう大決戦を始め、地上では魔族・妖魔とエストネル軍が激げき突とつといった感じだ。

ベネット：すごい状じよう況きようでやんす。

ＧＭ：で、最後にもうひとつ描びよう写しやを。




　エル川を船で下るグラスウェルズの一行は、エストネルの上空で戦う神と魔の姿を呆ぼう然ぜんとして見ていた。

「なによ、あれ……たしか、あそこにはピアニィが……」

　不安そうにつぶやくコーディに、隣となりのセシルは力強く断だん言げんする。

「大丈夫。ピアニィならなんとかするさ」




　またその一方……エル・ウィン・フリットから離はなれた街道沿ぞい。

　アヴェルシア、メルトランド、レイウォールの一行は馬車を止め、上空の戦いを見ていた。

　人知を超こえた戦いに不安を抱いだくが、ピアニィへの信しん頼らいはそれを上回っている。

　誰だれもがピアニィの勝利を疑うたがわぬ中、ただひとりスリスだけは顔を歪ゆがめていた。




「今回は嫌いやな予感がします……ピアニィ様、どうかご無事で」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、カメラをピアニィたちへと戻もどす。キミたちの前に降り立ったヴィシャスはピアニィ以外の三人へと語りかける。「女王は私にご協力いただけぬようですが、とすると私の取れる選せん択たく肢しはこの女の命を奪うばうしかありません。あなた方でその愛する女王様を説得してみたらいかがでございましょうか？」

アル：俺はもう剣を抜いて構えてる。一歩前に出て「前置きが長いな。選択肢のない問いかけをして、そんなに楽しいか？」と言う。

ベネット：そうでやんす！

ナヴァール：もとより、我らの答えは陛下と一いつ緒しよだ。

ＧＭ：「これは大変失礼をばいたしました。では、私も予定どおりの行動を取らせていただきましょう」と言って、パチンと指を鳴らすとね、破壊されずに動きを止めただけの守護者たちが一いつ斉せいに吹き飛ばされる。

ベネット：ほわ？　いったいなにをするでやんすか？

ＧＭ：さらに、もう一回パチンと指を鳴らすと、今度はあなたたちに倒されスクラップになった守護者がウゾゾッと一カ所に集まり、一体のゴーレムになって立ち上がります。

アル：守護者の残ざん骸がいでゴーレムを作った？

ＧＭ：そう、その名もスクラップゴーレム！




[image: ]




ナヴァール：ま、まんまだ……（笑）。

ＧＭ：ヴィシャスがそういう能力を持っていると思ってくださいな。で、「改めてその竜りゆう輝き石せきと、あなた方四つの命、我らが主のためにいただくといたしましょう」と言う。

アル：俺にはお前がなぜ余よ裕ゆうなのかわからん、お前ひとりしか、ここに来られなかったんだろ？

ＧＭ：「応おう援えんが呼べないのではなく、私ひとりで十分ということでございます」

アル：「だとしたら、お前は戦争を知らなすぎる」と言って皮肉げに笑う。

ＧＭ：「たしかに戦争なぞ、ここ数百年体験したことはございません。それが？」

アル：戦争を知ってるなら、一番重要なここには戦力を集中させるさ。ま、言っても分からないだろうが、そんなヤツには負けねえよ。

ナヴァール：戦力の集中……兵ひよう法ほうの基き礎そだ。分かってきたではないか、アル。

アル：ま、俺もだいぶあんたに付き合わされたからな。

ＧＭ：「ふん、だからなんだというのでしょう。勝かち誇ほこるのは実じつ際さいに勝ってからにしていただきましょう！」そう言うとヴィシャスはスクラップゴーレムと共に襲おそいかかってくるぞ！




第一ラウンド

▼行こう動どう値ち（開始時点）

　スクラップゴーレム　　　：50

　ヴィシャス　　　　　　　：30

　ベネット　　　　　　　　：25

　ピアニィ　　　　　　　　：20

　アル　　　　　　　　　　：11

　ナヴァール　　　　　　　：７
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ＧＭ：では、セットアッププロセスを始めよう。【行動値】はスクラップゴーレムが50でヴィシャスが30。

ピアニィ：ゴーレム速い！

ベネット：材料が守護者のスクラップでやんすからねえ。名前からしてきっと《スクラップビーム》とか撃うってくるでやんすよ。

ＧＭ：なぜ分かった!?

ベネット：わからいでか！（笑）

アル：まあ、アリアンロッドのお約束みたいなもんだからなあ（笑）。

ＧＭ：というわけで、スクラップゴーレムからセットアップ。こいつはシュミーン！　とエネルギーをチャージしたあと、ゴーレムらしくＰＣたちのエンゲージに七色のビームを撃ちます。先ほど言った《スクラップビーム》。対象は「範囲（選択）」でＰＣ全員。

ナヴァール：ここは打ち消してもらった方がいいな。今は《コーデックス》を使えてないんで《プロテクション》の効果が10点低い。

ベネット：《インタラプト》……よりは《インターフィアレンス》でやんすね。

ＧＭ：んじゃ、命中判定行くぞ。４Ｄ＋25！（ダイスを振ふる）うーん、ちょい低い37。

ナヴァール：これって、特とく殊しゆ攻こう撃げきだよね？

ＧＭ：そのとおりです。

ナヴァール：それじゃ下げられないな。ベネット、すまん。

ベネット：仕方がないでやんす。では《インターフィアレンス》！　こっちの命中判定は５Ｄ＋21。念のためフェイトを２点使用して（ダイスを振る）45！

ＧＭ：ぶっ!?　と、止められたか……っ！

ベネット：飛んできたビームを、矢を七本束ね撃うちして撃ち落おとすでやんす！

ＧＭ：ベネットの放った七本の矢が、ゴーレムとキミたちの中間地点で七色のビームに激突！　矢に細かく裁さい断だんされたビームは力を失って霧む散さんする。

ピアニィ：おおーっ！　ベネットちゃん、かっこいい！

ベネット：ふふふ。かっこいいじゃろう？

ＧＭ：では、次のヴィシャス。ビームが打ち消されたのを見て「ほう」と感心したような声をもらしたあと、動き出す。ではここでオリジナルスキル《瞬撃》を宣言！　セットアップで即座に行動するという素敵スキルだ。

アル：つまり、前エディションの《二回行動》か！（笑）

ベネット：ならば《インタラプト》。「誰が七本だと言ったでやんすか」と言うと、空に放っていた矢が落ちてくる。

ＧＭ：ヴィシャスが指を一本突つき出だし、そこに魔ま力りよくが溜たまり、魔術を放とうとした瞬しゆん間かん落ちて来る矢。気を取られたヴィシャスは魔術の発動に失敗する！　二回連続でベネットに止められたか。

ベネット：（やり遂とげた男の顔で）これであっしの成すべきことは終わった……ああ、体が軽い、もうなにも怖こわくない……。

ＧＭ：（笑）。で、次はベネットのセットアップだ。

ベネット：しゅ、《祝福》を……プリィィズ!!（笑）

ピアニィ：しょうがないなあ、ベネットちゃんを《祝福》しよう！（笑）

ベネット：ぱあーっ。ありがたやありがたや（笑）。これで全員【ＭＰ】が全回復でやんす。ピアニィ様への感かん謝しやを心に刻きざみつけながら、《マスターテイマー》《コールサーバント》。旅人の石と猫ねこが悪あく魔ま合体。

アル：《陣じん形けい》と《限げん界かい突とつ破ぱ》はさくさくと使っておいた方がいいよな？

ピアニィ：そうですね。ふたつとも承認です。

アル：それじゃ、俺が戦闘移動で近づく。

ナヴァール：それと、私がエンゲージを離はなれておくくらいだな。

ＧＭ：ベネットは以上？　他にセットアップでスキル使う人はいる？

アル：俺はないから、ピアニィとナヴァールだな。

ピアニィ：あたしは《スウィフトウェポン》と《エンチャントウェポン：光》をアルに。

ナヴァール：私は《コーデックス》《メンターアーツ》。クラスはアコライトを指定。

ＧＭ：これでセットアップは終わりだな。では、イニシアチブ……。

ベネット：《エンカレッジ》をピアニィ陛へい下かへ。

アル：俺は《カリキュレイト》！

ＧＭ：だよなあ。まずはベネットの《エンカレッジ》でピアニィからか。

ピアニィ：はーい。じゃあ《マジックブラスト》で《フロストプリズム》するよ。

ＧＭ：二体とも食くらうのか……。

ピアニィ：（ダイスを振る）出目は悪くないけど、クリティカルしたい。フェイトを使って振り直し。（ダイスを振る）ああっ、最初より下がった。42。

ＧＭ：それでも両方ともクリティカル出さないとだめだよ！（笑）（ダイスを振る）くっそ、回かい避ひが守しゆ護ご者しやよりも低い。両方とも命中だ！

ナヴァール：ケセドの杖＋《チェックメイト》の宣言。

ピアニィ：あたしは《マジックフォージ》を宣言。（ダイスを振る）。出目が悪いでござる。[image: 194]点の〈光〉〈水〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：どこがよくないんだよ!?

ナヴァール：それに《チェックメイト》分の28点を足してください。こっちも出目が悪かったでござる。

ピアニィ：合計[image: 222]点！　ダメージが抜けたら［放心］と回避判定マイナス１Ｄ、【魔法防御力】マイナス10だよ？

ＧＭ：わ、わかってるってば！（笑）うぐぐ……。ヴィシャスは《バッドステータス無む効こう》を使って［放心］は打ち消しておく。これでさらにＨＰロスが10点。でも……涼すず風かぜを受けたかのように悠ゆう々ゆうと立っておりますよ。

ピアニィ：効いて……ない……!?　って言っておきます！

ベネット：なん……だと……。

アル：いや、効いてる。アイツ、膝ひざが笑ってるぜ。

ピアニィ：やせ我が慢まんしてるの!?（笑）

ＧＭ：どんだけ三下だよ、こいつ（笑）。

ナヴァール：さもありなん。アンソン殿どのから魔族は強がるものと聞いている。妖よう魔まもそうなのだろう。

ピアニィ：なるほどー、ナヴァールはよく知ってますね。

ベネット：……そうだったでやんすかねえ？（笑）

ＧＭ：一方、ゴーレムの方は［放心］をもらって、メジャーアクションにマイナス１Ｄと。では、《エンカレッジ》が終わってアルの《カリキュレイト》。

アル：ムーブアクションで接せつ敵てきする。で、ゴーレム叩たたいた方がいいよな？

ピアニィ：範囲攻撃できないの？

アル：一応シーンに１回だけできるけど、ダメージががくっと下がる。

ナヴァール：それならゴーレムを叩いた方がいいな。

アル：じゃあ、マイナーで《スマッシュ》。メジャーで《クロススラッシュ》をスクラップゴーレムに。（ダイスを振る）一撃目は命中53。

ＧＭ：ぶっ!?　ダイス１個こしか振れないから振るまでもなく命中だよ！

アル：スピリッツソードを使って（ダイスを振る）[image: 147]点の〈光〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：えー、[image: 127]点抜けて累計[image: 339]点だ。

アル：では二発目。《ボルテクスアタック》を使いつつ（ダイスを振る）よし、クリティカル！

ナヴァール：さすがアル！

ＧＭ：１Ｄしか振れないのに避けられるか！

アル：スピリッツソードを使いつつ、クリティカルもしてるからいろいろ増えて……（ダイスを振る）……[image: 352]点！

ＧＭ：はぁ!?　一発で[image: 352]点!?　[image: 332]点抜けて、累計[image: 671]点だよ！

ナヴァール：陛下の魔法で足を止めたところを、第一の騎き士しが強きよう襲しゆうする。これが我がフェリタニア王宮〝アブソリュート〟本来の戦法！

ベネット：へっへっへっ、この戦法、お前ら程度に破やぶれるはずもないでやんす！

アル：やめろ、そういうことを言うと逆ぎやくに破られるから！（笑）

ＧＭ：これでイニシアチブが終わってやっと、スクラップゴーレムのメインプロセス。まずは胴どう部ぶの大型ビーム砲ほう台だいにエネルギーチャージ。３ラウンド目くらいには発射できそう。

ナヴァール：３ラウンド目に大威い力りよくの攻撃でもしてくるのか？

ＧＭ：それは３ラウンド目をお楽しみに。今回は頭のパーツをくりっとまわし、そこから光の鞭むちみたいなのをピアニィ以外の三人に飛ばす。《ハイスクラップビーム》！

ベネット：三体攻撃でやんすか。

ＧＭ：が、［放心］のせいで命中判定が低いんだよな。（ダイスを振る）あ、危なくファンブルするところだった。達成値30。

ベネット：それなら余よ裕ゆうでやんすね。（ダイスを振る）42で回避！

アル：《限界突破》中だから３Ｄ振って（ダイスを振る）だめか。

ナヴァール：（ダイスを振る）惜おしい！　６、２、２でクリティカルしない。命中だ！

アル：《カバーリング》《カバームーブ》。で、ナヴァールかばいます。

ナヴァール：ありがとう、アル。キミがそんなに私のことを大事に思っていてくれたなんて。

アル：なにを言ってるんだ。ナヴァールの旦だん那なが倒れたら、このギルドはあっという間に壊かい滅めつするんだよ！（笑）

ベネット：ピアニィ様以上に守らねばならないお人でやんす（笑）。

ピアニィ：いざとなったらあたしもかばいますよ？（笑）

ナヴァール：うむ……これは喜んでいいのか？（笑）

ＧＭ：とりあえず、ダメージを出そう。４＋80Ｄの貫かん通つうダメージが行くぞ……。

アル：は、80Ｄ!?


ＧＭ：…………あっ、逆だ！　４Ｄ＋80！（笑）

アル：ずいぶんアグレッシブなデータを作ったなあと、真ま面じ目めに受け取ってしまった（笑）。

ベネット：画期的なダメージでやんすね（笑）。

ＧＭ：まちがえたのっ!!（笑）　いいから振るぞ。（ダイスを振る）93点の貫通ダメージ。

ナヴァール：《プロテクション》……。

アル：いや、必要ない。《ソウルバスター》だ。

ＧＭ：おおーう。それどうしようもないな。93点のＨＰロスだ。

アル：こっちはその倍づけで[image: 186]点ダメージ。生きちゃいるが、回復がほしいところだな。

ＧＭ：これでゴーレムは累計[image: 764]点。ゴーレムのメインプロセスは終わって、イニシアチブだ。

ナヴァール：まずは《クイックヒール》……って、ベネットが先か。

ベネット：【行動値】順でやんすからね。では《カリキュレイト》だぜぇー。

ＧＭ：じゃ、どうぞ。

ベネット：マイナーで《ブルズアイ》。《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使いゴーレムに《ダブルショット》。どっこいせー（ダイスを振る）……クリティカルはせず。しょぼーん。一発目は19＋24で43。

ＧＭ：（ダイスを振る）……無理、よけられん！

ベネット：ダメージが[image: 105]＋７Ｄ。さらに《ピアシングストライク》を使って（ダイスを振る）ダイス目がいい。[image: 153]点の〈無〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：[image: 133]点抜けて、累計[image: 897]点。まだ生きてる！　動いてる！

ベネット：だがあっしが止める！　二発目。《デュアルアロー》とリンメルの矢を二本でやんす！（ダイスを振る）うおっ!?　目が悪い！　フェイトで振り直そう。（ダイスを振る）クリティカル！

アル：よし、いいぞベネット！

ピアニィ：ベネットちゃん倒しちゃえー！

ＧＭ：どうやってもそれは回避できない。ダメージを！

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）出目がよくない。[image: 138]点！

ＧＭ：[image: 118]点ダメージ。だいぶボロボロだけど、まだ倒れないよ。

ベネット：しぶといでやんす！　ええい、この化け物めぇっ！

ナヴァール：それじゃ、次は私の《クイックヒール》＋《ヒール》。対象はアル。ケセドの杖を使って（ダイスを振る）クリティカルはしない。（ダイスを振る）[image: 102]点回復。

アル：ありがとうございます。これでＨＰ[image: 127]。

ＧＭ：ではヴィシャスさんのメインプロセス。マイナーアクションはなし。メジャーアクションで……一本指をぴっと出すんですよ。そうすると、同時にキミたちの後頭部の空間から突とつ然ぜん黒い槍やりみたいなものが突き出す。対象は三体なのでランダムにひとり外す（ダイスを振る）……ベネット以外の三人。

ベネット：なぜだぁっ!?　なぜあっしを狙わぬーっ!!

ＧＭ：ランダムだから仕方ないだろ。ちなみにこれは魔ま法ほう攻こう撃げきになります。

ナヴァール：それじゃ、ここで《バッドムーブ》しておこう。達成値マイナス６だ。

ＧＭ：ちっ、命中判定は４Ｄ＋26。よっ！（ダイスを振る）出目の合計は15、達成値は41！　そこからマイナス６して35だ。

ナヴァール：よし、そこでさらに《パトロナイズ》！　４Ｄ＋13だから……よし、ここはフェイトを６点使おう。

ＧＭ：ぶっ!?（笑）

ベネット：これがナヴァールの幸運力！　このスーパー《パトロナイズ》で貴き様さまの命を奪うばう！

アル：殺すのか（笑）。

ナヴァール：殺せないよ！（笑）じゃ、振るよ。よいしょ！（ダイスを振る）ああ、これでもクリティカルしない！　が、出目で34出てる。達成値47。「その攻撃は読んでいた」と言ってかかとを鳴らすと、天てん井じようから瓦が礫れきが落ちてきて魔法の軌き道どうをずらす。

ＧＭ：「なるほど。それは残念」と淡たん々たんと告げるヴィシャス。ちなみに狙いがそれた魔法は壁かべに着ちやく弾だん。貫かん通つうして大きな穴を開けたかと思うと、離れたところで戦っていた妖魔とエストネル軍の戦闘の真ん中に落ちて、辺りの軍勢を吹っ飛ばす。

ベネット：あっちの戦闘にすげぇ迷めい惑わくをかけた（笑）。

ＧＭ：これでこっちは終わり。次はナヴァール。

ナヴァール：《ジョイフルジョイフル》をピアニィに。（ダイスを振る）成功。では陛下、範囲攻撃をぜひひとつ。

ベネット：アイツらを氷漬づけにしちゃってください！

ピアニィ：がんばりまーす。《マジックブラスト》と《フロストプリズム》。（ダイスを振る）えっと、命中が44です。

ＧＭ：（ダイスを振る）うん、回かい避ひできないよ。

ピアニィ：じゃあダメージにフェイトを３点入れまーす。（ダイスを振る）あっ！　出目が低い！　あたし、殺意をどこに落としたんだろう……。

アル：殺意って落とせるものなのか……（笑）。

ＧＭ：きっとリージュあたりに落としてきたんじゃないかな（笑）。

ピアニィ：あっちはバリバリだったもんね。今日のピアニィはダメだこりゃ（笑）。

アル：次行ってみよう（笑）。

ナヴァール：次に行く前にダメージを出して（笑）。

ピアニィ：おっと。合計が[image: 147]点！

ＧＭ：[image: 147]点か。まだかろうじて立ってはいますな。

ピアニィ：届かなかったかぁ……。やっぱり殺意が足りない、申もうし訳わけないです。

ベネット：それじゃ、あっしが《アデンダム》を……。

アル：いや、それよりも《再行動》を復活させて、ここで切ろう。《アデンダム》は他にも使い所がある。

ピアニィ：それじゃ《再行動》を《月白の賦活》で復活させて使用します！

ＧＭ：では、《再行動》。くー、またしばらく順番が回ってこない……いや、こっちにもあった。全員が［行動済ずみ］になったところでヴィシャスが《邪じや神しん魔ま法ほう：再さい活かつ性せい》を使用、［未行動］に戻る。

ナヴァール：こ、こいつ一ラウンドに三回も行動してくるのか……。

ＧＭ：【行こう動どう値ち】はこっちの方が速いので、ヴィシャスから行動するよ。さっきと同じく対象三体の魔法攻撃。ランダムで対象を外して（ダイスを振る）ナヴァール以外の三人に。

アル：よし、それが一番いいんだ！　ありがとう～！（笑）

ナヴァール：そうだよね、私以外は避さける方法があるもんねえ。

ベネット：ええ、これはベストな流れ！　かかってこい！

ＧＭ：「ふっ、ハンデですよ。人間ごときに本気になってもかわいそうでしょう？」

ナヴァール：……ハンデ？　違ちがうな。お前はこの大陸における戦いの原げん則そくを踏ふみにじったことにより、勝機を手放したのだ。

ＧＭ：「戦いの原則？　なんです、それは」

アル：殺すのはアコライトから！（笑）

ピアニィ：そのとおりです！（笑）

ＧＭ：「誰から先に殺そうと結果は同じです」と言いながら魔法を放つ。（ダイスを振る）出目はいい。達成値46！

ピアニィ：ここは《アベンジ》しない方がいいですよね？

アル：やめておいた方がいいですね。残りＨＰからいって俺が《カバーリング》できないですし。

ピアニィ：それじゃ、全力で避けましょう。《ダンシングヒーロー》宣言。

ナヴァール：ピアニィ陛へい下かに《ドラゴニックシンボル》を使う。私の目がぴかーん！　と光って、「今です！」と言うと陛下の判定が＋１Ｄされます。

ベネット：ナヴァールの目が見開かれた！

ピアニィ：ありがとう、ナヴァール。さらにミスティックガーブを使って……（ダイスを振る）34だから、58で避けた！

ベネット：あっしは《ダンシングヒーロー》と《ドッジムーブ》、フェイト２点を使用して（ダイスを振る）あっ。クリティカル！　避けたでや～んす。

ピアニィ：おおっ！

アル：よしよし。俺も《ディフレクション》使用して（ダイスを振る）52で避けた。

ＧＭ：素す晴ばらしい、とても素晴らしい。キミたちが避けた魔法は壁や床ゆかに着弾して吹っ飛ばす。避けるたびに、とても神しん聖せいで貴き重ちような神しん殿でんがどんどん壊こわれていくよ。

アル：知ったことかあぁ!!（笑）

ベネット：貴重な神殿なんかよりもあっしらの命が大事でやんすっ！（笑）

ナヴァール：お、面おも白しろい……（笑）。

アル：だいたい、それはただの演出だろ！（笑）

ＧＭ：ま、そのとおりなんですがね（笑）。こっちの行動は終わったから、次はベネット。

ベネット：ふふふ、あっしでやんすか。「貴様らを撃うち殺ころしてやる！」とか言いながら……ほんとに言うの？

ナヴァール：私たちに聞くな（笑）。

ベネット：まあいいや。マイナーで《ブルズアイ》。メジャーで《ワイドアタック》。命中振るぜー！（ダイスを振る）クリティカルしました。

ピアニィ：素晴らしい♪

ＧＭ：お前なぁ!?　こっちは回避１Ｄしか振れないんだぞ!?

ベネット：今日は本当に調子がいい。肩が軽い。さ、あっしは回避してくれてもいいでやんすよ？（笑）

ＧＭ：う、うぜー！（笑）　回避できないんだから、ダメージをくれよ。

ベネット：《ピアシングストライク》。いくぜ！　だりゃーっ！（ダイスを振る）おお！　出目がいいぞ！　拙せつ者しや、１が一個も出てないでござる。

ＧＭ：（出目を見て）うおっ!?　すげぇなおい!?

アル：ちょっと、帰り気をつけて！　本当に気をつけて！（笑）

ベネット：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。やぁ、今日は調子がよかったなあ。酒でもかっ食らって帰るかぁ（一同爆ばく笑しよう）。

ピアニィ：それ、絶ぜつ対たい事じ故こを起こしちゃう（笑）。

ナヴァール：それじゃ、収しゆう録ろくが終わったら仕事回すから、今日は帰らないで仕事してれば？（笑）

ベネット：げげーっ!?（笑）

アル：社長が言うっていうのがひどい（笑）。

ナヴァール：えー、今のは洒落しやれです、パワハラではありません（笑）。

ベネット：ともかくダイス目は……12Ｄ振って56。56!?（自分で驚おどろいている）

ナヴァール：すごいなそれ！（笑）

アル：す、すげぇ……お、おかしいよそれ（笑）。

ＧＭ：ダイス目の平へい均きんが４[image: ]66か……。

ベネット：合計で[image: 141]点の魔法ダメージ。

ＧＭ：ヴィシャスは立ってるけど、ゴーレムは耐えきれない。ベネットの矢が突つき刺ささったところからびしっと無数のひびが入り、そこから光があふれたかと思うと大だい爆ばく発はつを起こす！

ベネット：うおー、光がー。

アル：来ると思ったよ！

ＧＭ：というわけで、シーン全体への特殊攻撃となります。命中４Ｄでびしゃっ！（ダイスを振る）クリティカル！

一同：おおっ!?


ナヴァール：クリティカルかあ……。どうするかな。

アル：そうですね……。ＧＭ、固こ定てい値ちいくつ？

ＧＭ：[image: 150]点だね。

ベネット：いや、命中の固定値でやんすよ？

ＧＭ：……はっ、しまった。ダメージバラしちゃった!?　なんて狡こう猾かつな……。

ナヴァール：ＧＭが勘かん違ちがいしただけでしょ（笑）。

ピアニィ：ありがとう、ＧＭ（笑）。

アル：で、命中の固定値は？

ＧＭ：26です。

ベネット：ダメージから言って、あっしは避けた方がよさそうでやんすね。

ナヴァール：そうだな。ここは《パリペイティア》だ。ＧＭ、振り直して。

ＧＭ：りょうーかい。（ダイスを振る）……クリティカルはしない。命中37。ダイス目、期き待たい値ち以下か……。

ナヴァール：ああ、よかった。ありがとう菊池さん、なんて優やさしいんだー。

ベネット：これであっしが避けられるでやんす。フェイトを１点使って（ダイスを振る）ひゃっほう。47で回避！

ピアニィ：さすがベネットちゃん！　ちなみにあたしは命中。

ベネット：本当に今日は目がいいでやんす！

アル：（ダイスを振る）俺も命中！

ナヴァール：私も避けられん。

ＧＭ：避けたのはベネットだけか。

アル：ダメージの前に《カバーリング》＋《カバームーブ》でナヴァールをカバー。どうせ《アフェクション》もらわないと立っていられない。

ピアニィ：あたしは……。

ベネット：あっしが《キャスリング》をもらってカバーに入るでやんす。あっしは［行動済］だし、万が一を考えてそっちの方がいい。

ナヴァール：それじゃ、ベネットに《キャスリング》。陛下をお守りしろ。

ベネット：了りよう解かいでやんす。

ＧＭ：ではダメージいきます。（ダイスを振る）でかい。[image: 166]点のダメージと共に、ゴーレムさんは昇しよう天てん。バラバラになって崩くずれ去る。

ナヴァール：まずはアルに《アフェクション》！

アル：これでダメージ０。

ベネット：あっしも生きているでやんす。ダメージは[image: 165]点。

ピアニィ：ベネットちゃんに《サモン・アラクネ》。（ダイスを振る）28点軽減。

ベネット：これで残りＨＰ43。次の攻撃は耐えられそうにない。ふらふらでやんす。

ナヴァール：けっこう追おい詰つめられてるな。

ＧＭ：ヴィシャスは「守護者といえど所しよ詮せん古いゴーレム、ただのガラクタか……そろそろ私も本気を出すといたしましょう」と余よ裕ゆうの口調で、キミたちをちろーりと楽しそうに見つめる。でも俺の行動はまだ来ないッ!!（笑）

アル：まあそうですよねー（笑）。

ナヴァール：さすが菊池さん、言ってくれると思っていました（笑）。

アル：それじゃ、次は俺の行動。《ファストセット》《スマッシュ》《フルスイング》《ツインアーツ》《クロススラッシュ》のフルコンボでいきます。まずは一発目（ダイスを振る）クリティカルしたー。

ピアニィ：おう！

ベネット：うひょーう！

ＧＭ：クリティカルとか回避無理に決まってんだろ！

ベネット：勝ちたいんじゃない、蹂じゆう躙りんしたいんだ、という気持ちがわかってくる今日この頃ごろでございます。

アル：ダメージロール直前にスピリッツソード！（ダイスを振る）……うん、出目よし！　[image: 185]点です……！

ＧＭ：一撃目でそれか……。

アル：で、二発目。（ダイスを振る）クリティカルせず。出目23だから53です。

ＧＭ：１Ｄ振って37が出れば回避できる……出るかっ！

ナヴァール：いやいや、もしかしたら１Ｄ振って25とか出るかもしれないよ（笑）。

ＧＭ：どうやって出るんですか（笑）。振ったあとにダイスが割われて、中に37とか書いてあるとか？

ベネット：それは普ふ通つうに振り直してください（笑）。

ＧＭ：だよねえ（笑）。

アル：じゃ、ダメージ。スピリッツソードを使って（ダイスを振る）[image: 174]点。

ＧＭ：ぶっ。い、痛てぇ……。

ベネット：死んだ？　ねえ死んだ？

ＧＭ：まだ全然だよ！

ナヴァール：まだ範囲攻撃を二発食らっていたぐらいだからな。

ＧＭ：で、アルが終了。次はピアニィとナヴァールか……。

ベネット：ここはピアニィ陛下にぶち込こんでもらいますか。

アル：《リゼントメント》使い時だな。

ピアニィ：よーっし♪

ベネット：そういえば、紫むらさきのボーナスって《リゼントメント》と同時に宣言できる？

ＧＭ：…………で、できるねえ。

ベネット：おお。じゃあ乗せ乗せでいきましょう。《滅めつ紫しの衝しよう撃げき》をピアニィ様へ。

ナヴァール：そうだな。ここは派は手でにいこう。

ピアニィ：バリッといくよ？　マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《フロストプリズム》。フェイトを使って６Ｄ……クリティカルそろそろ出て！（ダイスを振る）で、出ない!?

アル：振り直します？

ピアニィ：フェイトで振り直します！　……使ったフェイトが消えないのは嬉うれしい！（ダイスを振る）よし、きたー！　クリティカル！

ＧＭ：振るまでもなく命中ですよ。だ、ダメージください……。

ピアニィ：えっとえっと。（計算中）……まずは[image: 551]点！

ＧＭ：[image: 551]点!?

ピアニィ：ううん、これが固定値ですよ。

ＧＭ：……………………はあ。

ベネット：ここからダイスが振られまーす（笑）。

ナヴァール：酷ひどいものを見た気がする（笑）。

ピアニィ：みんなの力が今ここにぱーっと集つどう！　これで最後だー！

ＧＭ：ぱーじゃないよぱーじゃ!?（笑）

ピアニィ：えい！（ダイスを振る）[image: 595]点!!

ＧＭ：[image: 595]点……た、耐えられるかあっ!?　「ば、馬ば鹿かな。なんだその魔力は!?　それではまるで……」ヴィシャスは驚きの声を上げながら、絶対零れい度どの冷気と、目が焼き付くほどの光が乱らん舞ぶに呑み込まれていく。

ピアニィ：これで終わりです、バルムンク。この大陸をあなたたちの好きにはさせない！

ＧＭ：「この私がなにもできぬままに倒される……ああああ、御子さまぁぁぁぁぁぁっ!?」ヴィシャスの絶ぜつ叫きようと共に冷気と光の乱舞が収まると、そこに残ったのはヴィシャスの氷ひよう像ぞう。それはすぐに粉々に崩くずれ、塵ちりへと変わり、空中に霧む散さんしていきます。

アル：勝ったか……。

ベネット：さすが陛下。高位のヴァンパイアをいともあっさり……恐ろしい方でやんす。

ＧＭ：では、こんなところでクライマックスは終わろう！
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◆Ending 01◆神々の復活




　断末魔の悲鳴と共に妖よう魔まヴィシャスは四散し、黒い塵と崩れて風に吹き散らされた。

　円環状に並んだ七つの石の台座が輝線で結ばれ、そこに特定の力を秘めた紋様が浮かび上がる。それは古代の封印。世界の命運を書き換えるもの。

　守しゆ護ご者しやの試練を超こえた先で今、〝神竜王〟と〝邪神の御子〟の覚醒が始まる。




　世界に新たな時代をもたらす者の名は―――。




ＧＭ：では、ここからエンディングへと入ろう！　場面はクライマックスの直後、守護者を倒たおし、乱入してきた妖魔ヴィシャスも撃破したすぐあとだ。

ピアニィ：じゃあ、これで……？

ナヴァール：うむ。これは本当に神しん竜りゆう王おうセフィロスと邪じや神しんの御み子こが復活する……？

アル：俺にとっちゃいろいろ感かん慨がい深ぶかいな……。で、儀ぎ式しきはこのあとどうなる？

ＧＭ：「汝なんじを扉とびらを開く者として認みとめよう」　そんな声が聞こえた直後、竜りゆう輝き石せきをはめた七つの台座の配置に沿って、光が奔り……そこに魔法陣が浮かび上がる。中央の台座の上には、やはり光で象られた文字が浮かび上がる。

ナヴァール：文字？　読めるか？

ＧＭ：それは、とても古い文字。ナヴァールの英知をもってしても読むのは困難だ。が、ピアニィにはなぜかそれが読み取れる。

ピアニィ：あたしに？　ひとつの石の力？

ＧＭ：ちがうね。キミは子供の頃、これを見たことがある。正確には、父親たるオーギュスト王より習ったことがある。

アル：オーギュスト王から……？

ナヴァール：オーギュスト王も、エストネル王と同じようなことを考えてたのか？

ＧＭ：さあ、それはもは今となっては不明だ。

ピアニィ：で、そこにはなんて書いてあるの？

ＧＭ：書いてあること自体は単純明快だ。「―――ひとつの石をもて扉を開く者。名指しがたき神竜王の名を喚べ」とある。




ナヴァール：つまり、ひとつの石を持つ者が神竜王の名を口にしろ、ってことか。

ピアニィ：じゃあ、文字が浮かんでるところに行って、石を取り出します。

ＧＭ：すると、それに呼こ応おうして……台座にはまったは七つの竜輝石が今まで見たこともないような優しく、そして柔やわらかい光を発し始めた。それはやがて周囲の風景全体に広がり、直上に広がる空から無数の光の粒子が、雪のように降り始め―――。

ピアニィ：わあ……。

アル：周囲の様子は？

ＧＭ：エストネル軍だけではなく妖魔や魔族たちも戦いの手を止めて遺跡を注ちゆう視ししている。今までの喧けん噪そうが噓うそのように、静せい寂じやくが周囲を支配しているな。

ベネット：……それだけ、ここの儀式の結果が重要ってわけでやんすね。

ナヴァール：エストネル側も、妖魔側もこの儀式そのものは成功してほしいわけだからな。あとは、それぞれの陣営が敵の親玉をいかに殺すかの勝負になる。

アル：俺らは、召喚されると同時に邪神の御子を攻撃すればいいんだな……って、でももうエンディングだよな？　戦闘はなしで判定で決着つけるのか？

ＧＭ：さて、どうでしょう。ともあれ……。

ナヴァール：うむ。ともあれ神竜王と邪神の御子を呼び出さねば話になりませんな。陛下、神竜王の名を呼び、儀式を終えましょう。

ピアニィ：はい。……えーと、神竜王の名前って……せ、セフィロス……でいいんだよね？

ＧＭ：そこでまちがったら戦場全体がずっこけるわっ！（一同爆笑）

アル：ひ、姫ひめさん、カンペ、カンペ！（笑）

ベネット：（メモを見る仕草）なになに、せ……せ……せ、セル……。

ナヴァール：ベネット、お前じゃない。

ピアニィ：ふう……それじゃいきますよ？

アル：ああ、と答えながら俺は神殺しの剣けんを握にぎってる。俺にこれが使えるか……とつぶやく。

ピアニィ：じゃあ、みんなの方を見て、うなずいて―――（息を吸い込む）。




　人と妖魔、万人の注目が集まる中―――ピアニィは万感の想いを込めて空を仰ぎ見た。

　瞳を閉じて呼吸で一拍の間を取り、心の中である主の決意を固める。

　そして、凜とした声をもってその名を呼んだ。




「……神竜王セフィロスよ、ここへ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：―――声が発された瞬間。ひとつの石より直視できないほど鋭い閃光が世界を切り裂いた。光が一条の線へと収束し、天をつら貫き空にはじける。そして、光のはじけた空間に異界へと繫がる〝穴〟が穿たれた。

ベネット：おお!?

ＧＭ：……ややあって。戦場にいたすべての生命体の心の中にある種の感情がわき上がった。それは畏怖であり、畏れであり、恐怖であり、敬意であり―――。

アル：あの穴を通って……なにかが来る！　と。

ＧＭ：そうだ。穴より今まさに這い出ようとしているもの。それは、アイン・ソフやダーインスレイブをはるかに上回る圧あつ倒とう的てきな気配だ。

ベネット：ひぃっ!?　あっしは土ど下げ座ざします。すみませんでしたっ！　なんかよくわからないけどすいませんでしたっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：ベネットちゃんがプレッシャーのあまり混こん乱らんしてる（笑）。

ＧＭ：（笑）。まあでも、その圧倒的な存在感の前に、キミらの中にもベネットのように平へい伏ふくしたくなる気持ちは湧わき出でてくるよ。

ナヴァール：む、意識をしっかり保て、と周囲に告げよう。

ＧＭ：ではそこで……〝穴〟より、巨大ななにか……もちろん、神竜王と邪神の御子が絡からみ合あいながらゆっくりとその姿を現わす。ひとつは鱗が七色に輝く竜であるとわかる。しかしもうひとつはとても名めい状じようしがたき邪悪な存在だ。

ナヴァール：セフィロスは想像つくが、邪神の御子はどんな姿……？

ＧＭ：黒い霧のようなもの……瘴気にその身を覆い隠され、残念ながらはっきりとした姿形を認識することはできない。瘴気の隙間……身体の方々にちらちらと漏れ出る赤い光が目にも見える。そして六～七対はあるであろう、翼とおぼしきものが蠢くのが見えるな。

ナヴァール：あれが……神竜王セフィロス……。

アル：そして、邪神の御子か……。

ピアニィ：あたしはがんばって邪神の御子をにらみつけます。気持ちは負けない！

ＧＭ：では、そんな光景が展開される一方……少し視点をエル・ウォーデンのものに移す。彼もまた、御子とセフィロスが召喚される様を少し離れた場所から見ていた。そして、呆然と空を見上げるセインやノーデンスたちに号令を発する。「―――今こそあの邪悪の権ごん化げ、〝邪神の御子〟を討うち滅ほろぼすのだ……っ！」

ナヴァール：（兵士になって）「お――――――っ！」と一斉に声があがる（笑）。

ＧＭ：そのとおり。数万に届く兵士たちがあげた鬨の声が、大地を揺るがす。それに応ずるように妖魔たちも奇怪な雄叫びを発した。セインたちは一路〝邪神の御子〟に、妖魔たちはセフィロスに向けて走り始めた。

アル：よし、俺たちも御子の方に向かうぞ、姫さん……っ。

ＧＭ：と、いったところでアルは気づく。視線を空から少し離れた場所に立っているピアニィに転じると……彼女自身がなにか淡い光を放ち始めている。

アル：は？

ピアニィ：え……？

ＧＭ：と、ピアニィが自分から放たれる光に気づくと同時に……〝パアン……っ！〟上空に浮かぶセフィロスと邪神の御子が、両者同時にはじけて光と消えた。

ピアニィ：は!?


アル：どういうこと……？

ベネット：儀式が失敗した……？　消えちゃったでやんすか？

ＧＭ：消えた、ってのは正確じゃない。両者の姿はその場より消えたけど……その力は上空でたゆたっている。片方は虹色、もう片方が黒。そんな光がキミらの頭上でオーロラのようにゆらいでいる。

ナヴァール：そ、それは呆然として見ているしかない（笑）。これ、エル・ウォーデンが「くっくっく……計画どおり」とか笑ったりしてないだろうな。

ＧＭ：ないない（笑）。むしろエル・ウォーデンも目を見開いて言葉を失っている。

アル：てことは、エル・ウォーデンの計画にはないことか、これ。

ＧＭ：そういうことだ。で、その場にいる全員が漫然とその情景を見守る中、やがて―――〝ぎゅる……っ〟　たゆたう二色の光は、まるでちがう色の糸をこよるように渦を巻きながら一条にまとまってある地点へと瞬時に流れる。

アル：ある地点？

ＧＭ：そう、ねじれながら空を流れる光の行き着く先にいるのは―――ピアニィだ。

一同：は!?


ピアニィ：え、あ……は!?

アル：姫さん！　と叫びつつ……駈け寄―――。

ＧＭ：駈け寄る時間はない。それは刹那の出来事。なにが起こってるのか、判断するよりも早く事態は展開している。

ナヴァール：では、陛下っ！　と叫んで、アルと同じく一歩も動けない。

ＧＭ：そう、声を上げるのが精一杯だ。声を発っし終えるよりも早く、光の流れはピアニィを刺し貫いた。いや、吸い込まれていった。

ピアニィ：なにそれっ!?

ＧＭ：光がすべてピアニィに吸い込まれると同時に、ピアニィを基き点てんとして砂さ塵じんが巻まき起こり、渦を巻いた。砂塵は瞬間で疾風へと変わって[image: 360]度全方位……数キロを巻き込み、飲み込み、吹き飛ばしていく。

ピアニィ：えぇええ―――っ!?


ベネット：数キロって！

ＧＭ：数キロは数キロだ。破壊の風は轟ごう音おんと共に……建物も兵士たちも妖魔も区別なく、まるで紙細工でも吹き散らすようになぎ倒していく。

アル：やばい！　飛ばされないように必死に足に力を込める。

ベネット：じじじじゃあよくわかんないでやんすが、あっしは一歩前に出て、旅人の石を掲げて叫ぶでやんす。……あっしらを護れ――――――っ!?

ＧＭ：おお、それはかっこいい（笑）。では、ベネットの声と共に突き出された石が輝き、光の障壁を生み出した。ピアニィより発される破壊の風は、その障壁の前でふたつに割れて左右に流れていく。

ベネット：ふたりともあっしのうしろに……っ！

ナヴァール：ベネットの背後に飛び込む！（笑）

アル：同じく！（笑）

ＧＭ：ＯＫ。破壊の風はキミたちがいた空間すら破壊し、四人は元の部屋の中へと戻った。もちろん、周囲の壁もまた吹き飛ばされて神殿は倒壊―――いや、エル・ウルフリック・ミンスターの町並みをもなぎ倒していく。

ベネット：ひ―――っ！

ＧＭ：そして旅人の石で風を防ぐこと数十秒―――風の流れは止まり、轟音もやんだ。ゆっくり目を開いて周囲を見回せば……周囲は一面のがれきの山だ。

アル：うわあ……。

ナヴァール：アイン・ソフとダーインスレイブはどうなった？

ＧＭ：その二体もまた破壊の風に巻き込まれ……逃げるように、溶とけるようにかき消えた。

ピアニィ：え、えっと……あたしはどんな状態……？

ＧＭ：現状、意識はない。

アル：姫さん！　と、俺はあわててピアニィを探すが！

ＧＭ：うん、風により根こそぎなぎ払われ、まっさらになったその場所に……ピアニィの華きや奢しやなシルエットが空を仰ぐように立ちつくしている。

アル：姫さん……？

ＧＭ：その声に言葉は返ってこないものの……ピアニィはぴくりと反応し、ゆっくりとアルの方に視線を送る。しかし、その瞳に光はない。意思も感じられない。

アル：お、おい。姫さん……？

ピアニィ：あたしは返事、できないですよね？

ＧＭ：そうなるね。

ピアニィ：それじゃ、あたしはそこで力なく……。

ＧＭ：……ああ、ＯＫ。ピアニィのシルエットが意思すら感じさせないままに―――ふわり、アルの視界の中で音もなくその場に崩れ落ちた。
















ナヴァール：陛下……！

ＧＭ：ピアニィはその場に倒れてなお、光をなくした瞳を開いたままだ。言葉も発さず、まるで人形のように、無機質にその場に転がっている。

アル：俺は呆然と立ち尽くしている。

ナヴァール：生きてはいる……？

ＧＭ：ええ、生きてはいるし、外見に大きな怪け我がはないことはわかる。ピアニィになにが起こったか理解はできないが、その身体の中に大きな力がふたつ、脈付いていると感じられる。

ナヴァール：ふたつ？　神竜王と邪神の御子……？

アル：じゃあ、俺はそこでようやく我に返って……ピ……―――。




　目の前で起こった光景をアルは理解することができなかった。

　だから、考えようとするより早く、心の内にわき起こった衝動に突き動かされて―――。




「ピアニィ――――――っぃ!?」




　叫んで、アルは自らが護るべき少女の元へと駆け出した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ここに起こった出来事を、離れた場所から見ている男がいた。

　まるでこうなることが始めからわかっていたかのように落ち着いた態度を示す。

　男は、届くはずもない言葉を少女へとかけた。




「……これぞ亡なき父上の悲願だったもの。

　もはやお前の意思とは関係なくすべては動き始める。

　さあ、共に扉を開き、世界を変えよう。

　我が最愛の妹ピアニィ……―――継けい承しよう者しやよ」




　その口元に笑えみすら浮かべ、ヒューバードはそう告げた。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第一一話「共に幸せな未来を」

―ＦＩＮ―













超ちようあとがき＋解かい説せつ






　まず始めに、今回の入にゆう稿こうが終わって思ったこと。

　第六巻かんで新記録がどうとか書いたが……あれが限げん界かいだと思ったが……うん、そりゃウソだ。

　最近は毎まい巻かん、新記録を更こう新しんしてる気がするのはきっと夢ゆめじゃない。

「ああっ、時間をお金で買えたら……！」　作業中、容よう赦しやなく進んでいく時計の針はりを見て見ぬふりしつつ……そんな妄もう想そうが常つねに脳のう内ないを駆かけ巡めぐるのはもはや日にち常じよう。

　もし売ってくださるという奇き特とくな方がいたら、ぜひとも富ふ士じ見み書しよ房ぼうまでご連れん絡らくを。

　できれば、１時間三〇円くらいで。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　というわけで、『無印』第七巻をここにお届とどけしよう！

　前ぜん巻かんでとうとうアルディオン大陸を制せい覇はしてしまった我われらが女王陛へい下かピアニィ様。

「……もしかして七巻で最さい終しゆう巻かんですか？」

　前巻の発売以い降こう、そんなお便りを何通もいただいたわけだが……はっきりとここでお返事しておこう。すでに本書を最後までお読みの人ならわかると思うが―――。

「終わるわけがない……っ！」

　というか、むしろ物語はストーリー半ばである。

『無印』は、「大陸制覇編へん」とでもいうべき一～六巻を受けて、この第七巻より始まる新エピソードこそが本番といっても過か言ごんじゃない。

「ピアニィ……ひいては、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくの行く末は」

「ヒューバードの目的とはなにか。ピアニィはそれにどう関係するのか」

「ベルフトはどう動くのか。そして『ゲッタウェイ』とのからみは」

　そして―――……

「そういえば、ずっと放置されたままになっている〝あの御お方かた〟は本当に存そん在ざいするのか」

　とにかく未み解かい決けつの事象は山積みだ。

　……ただ、これだけは言える。

　次巻において。再ふたたびアルディオン大陸は大きな変化を迎むかえることになる、と。

　そんなわけで……『無印』はもうしばらく続くことになる。並へい走そうする『デスマーチ』『ゲッタウェイ』シリーズともども、よろしくお願いしたい！




　さて、本文中でも説明したとおり、今回のセッションにおいて使用されたルールや各種データはテストプレイ版ばんを使用している。

　ゆえに次の第八巻では、全ＰＣとも製せい品ひん版ばんデータを使用して、大々的にリビルドを行なう予定だ。これは、本書と同時に発売される『上級ルールブック』に掲けい載さいされた指し針しんに則のつとり、行なわれることとなる。

　もっとも、ナヴァールについてはアルディオン特有のデータを使っているため、そのへんは社長と要相談ということになるわけだが……ちょほほ。

　いずれにせよ、これまで前エディションで遊び続け、高レベルキャラクターを持っているというあなたの参考になるよう執しつ筆ぴつする予定だ。うん、予定だ。




　―――さて、そろそろ紙面が少なくなってきた。

　七月にバージョンアップした『アリアンロッドＲＰＧ』は、今冬までに多くのサプリメントがリリースされ、その遊び方は大きく拡かく充じゆうする。

　どんな本が出るかは富士見書房や公式サイトを見てほしい。

　そして、とことん遊び尽つくしていただきたい……！





二〇一一年八月某ぼう日じつ　菊きく池ちたけし
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